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　学校の授業で習った歴史によれば、人類で初めて火を使用したのは、確か五十万年前にどこかに住んでいた原人だった。動物を狩しゆ猟りようし、日々を過ごしていたというその原人も、食べるために火を使う前には、きっとこんな顔をしていたに違ちがいない。──バーベキュー用の串くしを握にぎりしめて興奮気味に鼻息を吐はいている双ふた子ごの妹の顔を眺ながめながら、一いち条じよう京きよう介すけはそんなことを思った。

　山腹に開けたその土地には、あちらこちらから肉の焼ける匂においが漂ただよい、香こうばしい空気で満たされていた。だが、京介の妹豊花ゆたかが手にしている串に刺ささった肉の切れ端はしや野菜は、まだ生である。

　豊花は串を見つめ、大きな瞳ひとみに真しん剣けんな光を宿していた。

「……火よ、火なの。料理は火が命だと、家の近所の中ちゆう華か料理店のおじさんも言っていた。わかってる。そんなことは人類の遺伝子に刻まれているからわかってる……だからきっと、できるはずなの」

　ぶつぶつと豊花は呟つぶやき、何度も頷うなずいた。その度たびに、両耳の上で二つに結った髪かみの毛の束が、同意を示すように大きく揺ゆれる。

　豊花は慎しん重ちような手つきで串を鉄板の上に載のせると、盛大かつ、厳おごそかな鼻息を吐き出した。その鼻息で揺れるほど、串に刺さった肉は薄うすい。割り当てられた食材へ、こちら側から文句を言う権利はないのだが、豊花は不服そうに唇くちびるを尖とがらせていた。

　京介たちの前にある器具類は、バーベキューセットと称しようするには、やや原始的な構えをしていた。適当に積んだ木炭の上を、脚あしのついた鉄板が覆おおっている。鉄板の上には二本の串。それがこれから、京介と豊花の夕食になる予定である。

「……いくわよ」

　豊花は右手に持った長い木の杖つえ──玲れい洗せん樹じゆの枝と呼ばれる術具を木炭の方へ突つき出し、呪じゆ文もんを唱えた。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。一尺前方対象、大気を糧かてに発火。酉とりへ沈しずめ」

　その瞬しゆん間かん、木炭が大きな火柱と爆ばく発はつ音おんを立てて弾はじけた。鉄板が空中に舞まい、串が夜空の下で儚はかなく輝く。吹ふき抜ぬけた熱風に、京介は小さくため息をついた。

　豊花は悲鳴を上げ、飛び上がった串を追いかけて行った。その間にも木炭は火を噴ふき、火の粉と黒こく煙えんを周辺へ撒まき散らし続ける。仕方がないので、京介は空気を動かす術を使って風を起こし、炎ほのおを消しよう滅めつさせた。土の上に残った木炭は、ものの見事に白く燃え尽つき、これ以上何をしても絶対に火なんか出さない、という意思表示をしていた。

　やがて、串を手に提さげ、豊花が肩かたを落として戻もどってきた。串に刺さった肉や野菜は、真っ黒に焦こげついている。普ふ段だんは食い意地の張っている彼女も、さすがに口をつける気が起きないらしい。豊花は地面に両りよう膝ひざをつくと、さめざめと涙なみだを流し始めた。

「ああああああ。こんなの料理じゃない。バーベキューじゃない。これはただの炭化だわ」

「だから、覚えたての炎の術は、豊花には無理だって言ったじゃないか」

「ああああああ。お腹なか空すいたよう。もう人肉でも何でもいい。京介、そこを動くんじゃないわよ」

　唐とう突とつに立ち上がった豊花が、串を振ふり回し、京介に襲おそいかかってきた。割り当てられた食料や木炭に予備はなく、明日の朝食まで自分たちの食べるものは何もない。無む駄だに動くのはよくないだろうと提案しようとしたが、双子の妹は目をぎらぎらさせて暴れるだけだった。原人だってもう少し理性があっただろうに、と攻こう撃げきを避よけつつ京介は思った。

　周囲にいる研修生らが、京介たちを指差し笑い声を上げていた。彼らは炎の術を成功させ、無事に夕食にありつけたのだ。嘲ちよう笑しようが豊花の怒いかりの炎に油を注ぎ、怒ど号ごうの声が山に響ひびき渡わたる。

　今夜は、光こう流りゆう脈みやく矯きよう正せい術者研修課の、合宿日である。




　山奥にある専用合宿所を使ったこの行事の目的は、一いつ泊ぱくではあるが、共に生活をすることで、研修生の互ご助じよ精神を養うというものらしい。

　だが実際のところは、単にレクリエーションが目的という部分が大きく、引いん率そつに話のわかる教官がつけば、多少羽目を外しても許されることもあるらしい。卒業生からそんな噂うわさを聞き、合宿に持ち込む荷物の中に、酒類を忍しのばせる研修生が多発した。

　研修生の平均年ねん齢れいは十五歳。間ま違ちがいなく違い法ほうであるが、合宿に浮うかれた研修生の中で、その事実に気がついている者はいない。

　もっとも、そんなことに気が回るほど、冷静で賢かしこい研修生がいれば、今回の事件は未然に防げたのであろう──。




　合宿の日程は非常に緩ゆるやかで、日中は術の講義、先ほどのバーベキューのように、実技訓練を兼かねた夕食などが行なわれたが、その後は翌朝の下山まで、自由時間である。

　現在は、研修生が庭に勝手にキャンプファイアーを築き、その周囲で宴えん会かいを開いているという状じよう況きようだった。引率の担当教官の姿がないのをいいことに、四方八方にはビールの空き缶かんが転がっている。

　そんな宴会の群れから少し離はなれた場所で、京介は煙草たばこを吸っていた。合宿所内が禁きん煙えんであるため、仕方がなくここで煙けむりを漂わせている。吸い終わったら部屋に戻ってさっさと眠ねむろうと決めていた。

「あっちで遊ばないの？」

　ふと京介の隣となりに、背せ丈たけの低い少年が一人、歩み寄ってきた。嶋しま村むらという名前の研修生だった。京介が適当に頷うなずくと、嶋村はそれ以上何も言わず、黙だまって地面の上で膝ひざを抱かかえた。

　キャンプファイアーの近くで、豊花が女子研修生数名と輪になり、歓かん声せいを上げて踊おどり回っているのが見えた。誰だれかが持ち込んだラジカセから流れる音楽は、学校行事でもよく使われるフォークダンスのものだ。

　大口を開けた豊花の笑え顔がおを見て、一体何がそんなに面おも白しろいのだろうと、京介は不思議に思った。幼よう稚ち園えんの頃ころ、似たようなダンスを大勢でやらされたことがある。集団行動や、踊りそのものに興味がない人間が参加しても、たとえ娯ご楽らくが目的のダンスであろうと、そこから得られるものは苦痛だけなのだ。

　今ではそんな真実ぐらい、当たり前に思えるが、当時の京介はそれを知らなかった。知らなかったので、人生で初めて、絶望的な目め眩まいというものを経験した。以来、ああいった集まりは極力避さけるように心がけていた。

「みんな、元気だよね……」

　膝を抱えたまま、嶋村が小さな声でそう言った。キャンプファイアーの強ごう引いんな明かりは、京介たちのいる位置まで照らしている。嶋村の瘦やせた横顔に、炎の影かげがゆっくりと蠢うごめいていた。

「嶋村は、元気がないようだけど」

　短くなった吸すい殻がらを踏ふみ潰つぶし、京介は尋たずねた。普ふ段だんの嶋村は、成績が悪いながらも明朗な性格で、いつも陽気に騒さわいでいる研修生だ。京介のように、孤こ立りつを好むような傾けい向こうの持ち主ではない。

　ちらりと京介を見上げ、嶋村が言った。

「一条君、この話、知ってる？　合宿って毎年あるよね。それで、その時に……」

　宴会側から嶋村を呼ぶ声が響いた。嶋村は口を閉とざし、「また後でね」と京介に言い残すと、曖あい昧まいな笑みを浮かべて、キャンプファイアーの方へゆっくりと帰って行った。

　火の側そばでは、フォークダンスを踊りすぎたのか、目を回した豊花が友人たちに介かい抱ほうされていた。豊花は「何も食べていないから吐はくものがないの」という愚ぐ痴ちを吐いていた。

　嶋村の話の続きには、特に心はひかれなかった。月のない夜空を炙あぶる炎をもう一度見上げ、京介は合宿所に戻もどった。




　大部屋の隅すみに布ふ団とんを敷しき、京介は一人で就しゆう寝しん時間に入っていたが、宴会から戻ってきた研修生の騒そう動どうは、睡すい眠みんを妨さまたげるのに充分であった。

　誰かが枕まくら投なげをしようと言い出し、戦いが始まった。枕が足りないと言い、京介の頭の下から枕を奪うばっていったのは、豊花だった。

　術者研修生の合宿だけあって、枕を投げ飽あきると、今度は術のぶつけ合いが始まった。戦力が足りないと言い、京介を布団から引きずり出して参戦させたのは、やはり豊花だった。

　天てん井じように穴があき、壁かべが砕くだけ、負傷者が出た。そんな時、研修生は互たがいに治ち癒ゆ術を施ほどこしあった。そのような点では、互ご助じよ精神を養うという合宿の目的は、達成されつつあるように思われた。京介にとっては、実にどうでもいいことであった。互助精神が存在するならば、誰か豊花を何とかしてくれと言いたいところだった。

　いくら騒いでも、別の部屋にいるはずの教官は注意に現れない。それをいいことに、自由時間であっても夜十一時消灯という規則を破り、研修生たちは怪かい談だんを始めた。ようやく京介は眠れると思ったが、決定的に話が怖こわくなった時、必ず豊花が世界中に響ひびき渡わたるような悲鳴を上げ、恐きよう怖ふを紛まぎらわすつもりか布団の上から京介を蹴けっ飛ばしてくるので、全く眠れなかった。

　これは廊ろう下かで眠った方がよさそうだと今いま更さらながらに気がつき、京介が移動しようと思った時、嶋村が話を始めた。

「……卒業生から聞いた話なんだけど、毎年合宿中に、成績の悪い研修生が重い病気になったり、怪け我がをしたりして、その後、研修を続けられなくなっちゃうんだって。成績の悪い奴やつだけ、必ず……」

　噓うそくさいと誰かが言い、怪談の雰ふん囲い気きを演出するために明かりを消した室内は、笑い声で包まれた。だが嶋村は首を左右に振ふり、真面目まじめな顔で続ける。

「本当らしいんだよ。先せん輩ぱいは、成績を苦にして自殺した研修生のたたりじゃないかって、言ってた。俺、成績悪いし、気が気じゃなくて……」

　嶋村の真しん剣けんな口調が、更さらに笑いを引き起こした。枕を抱えた京介は、欠伸あくびをしながら部屋の出口に向かって歩き始めた。自分なら、死んだ後わざわざたたりなどという重労働は行なわず、ゆっくり静かに死に徹てつする、と思った。

「……ぐぇ……！」

　京介が背後を通り過ぎようとした研修生が、突とつ然ぜん奇き妙みような声を上げ、床ゆかに倒たおれた。一人の異変を引き金にしたように、立て続けにいくつもの呻うめき声が聞こえた。京介は足を止め、扉とびらの横にある照明のスイッチを入れた。つい先ほどまでは大声で笑っていた数十名の研修生が、床に蹲うずくまっていた。

「みんなどうしたの……しっかりしてよ！」

　倒れた背中にひとつひとつ声をかけて回っているのは、豊花だった。豊花が肩かたを揺ゆすっても、誰も立ち上がらない。誰もが腹を押さえ、苦しそうに表情を歪ゆがめている。

　部屋の隅で膝を抱え、「たたりだー」と喚わめいている嶋村がいた。彼の体にも異常はないようであるが、顔色は真っ青だった。

「食中毒ですかねえ。バーベキューの材料、腐くさっていたんでしょうか」

　樋ひ名な谷たに瑠る々るという名前の女子研修生もまた、無事であるらしい。瑠々はいつもよりはやや緊きん張ちようした面おも持もちで──それでも充分のんびりとした動きで、玲洗樹の枝を持って立ち上がり、仲間に次々と治癒術を施していった。室内で異常がないのは、豊花と嶋村と瑠々、そして京介の四人だけのようだった。

　瑠々が呪じゆ文もんを唱えるも、苦しむ研修生の様子は一向によくならなかった。術者が使う治癒術にはレベルがある。研修生の力量程度では、重度の症しよう状じようは治せない場合もあった。

「どうしよう、たたりだ。本当にたたりだー」

　目の焦しよう点てんをぐるぐると回転させた嶋村が、錯さく乱らん気味に京介へすがりついてきた。廊下で寝ねるどころではなくなってしまい、京介は持っていた枕を嶋村に抱だかせ、瑠々の方へ歩み寄った。

　研修生の多くは、寝る際にはＴシャツにジャージという軽装であるのに対し、瑠々だけはどこかの貴族と勘かん違ちがいしそうなほど、派手なレースの寝ね間ま着きを着ていた。

「樋名谷も、夕飯を食えなかったのか」

「いいえ、わたしはちゃんと、程ほどよい感じで炎ほのおの術を成功させましたから、平気でしたよ」

　にっこり笑って答えた瑠々が、背後の豊花を一いち瞥べつして、更に微笑ほほえむ。

「北京ペキン原人以下の豊花ちゃんとは、違いますからねえ」

　豊花が怒おこり、瑠々に向かって枕を複数投げつけたが、それは何故なぜか全すべて京介に当たった。

　枕を投げ返し、京介は次に、床にへたり込んで泣いている嶋村へ尋たずねる。

「嶋村は……」

「俺は食べていないよ。食欲がなかったから食べなかったんだ。合宿が怖くて、三日前から何も食べられなかったんだ」

「ほら、やっぱり食中毒ですよ」

　瑠々が深く頷うなずき、言う。髪かみの毛けの先につけたカーラーが、ふわふわと動いた。

「わたしは育ちがよいので、外食した後は、必ず解げ毒どく剤ざいを飲む習慣があるんです。だから大だい丈じよう夫ぶだったんでしょうね」

「へえ……」

「京介くんや嶋村くん、運がよかったですね。育ちが悪い人って、何でもすぐ口にしますから、危ないですよ。これからは気をつけた方がいいですよ、豊花ちゃん」

　名指しにされた豊花が怒り、瑠々に向かって飛び蹴りを繰くり出したが、やはり何故か蹴られたのは、京介だった。




　とり急ぎこの現状を報告するため、京介たちは担当教官のいる部屋へ向かった。教官レベルの治ち癒ゆ術であれば、重度の食中毒も治せるであろう。更に担当の宇う津つ木ぎは、術薬学専せん攻こうの教官でもある。症状に見合った薬を調合してくれるかもしれない。

　研修生用の大部屋から、廊ろう下かを数メートル隔へだてた距きよ離りに、宇津木の部屋はあった。ノックをすると、助手の伊い東とうという女性が扉を開けた。扉の内側では、何かのクラシック音楽が響ひびいており、もしかしたらこの音のせいで、大部屋の騒そう音おんがここまで届かなかったのではないかと京介は思った。

「どうしました。このような夜よ更ふけに」

　宇津木はソファに深く座り、手にしたティーカップから漂ただよう湯気に、のんびりと鼻を動かしていた。六十歳の定年間近の教官で、頭とう髪はつも髭ひげも背広も、全てが真っ白の男だ。外見の印象からは、紳しん士しという表現がよく似合う。

　宇津木の落ち着いた反応に、豊花が気色ばんで口を開く。

「大変なの、教官。研修生のみんなが、ぐぇーって言って、育ちが悪いのよ」

「違うんです、教官。たたりです。たたりなんです」

　嶋村も負けじと唾つばを飛ばす。宇津木は口くち髭ひげを優ゆう雅がに揺らして答えた。

「落ち着いて説明しなさい、ミスター嶋村・Ｄ。ミス一条・Ｄダッシュ」

　妙みような呼び方をされ、豊花が眉まゆを寄せた。

「何よ教官、その『Ｄダッシュ』ってのは」

「Ｄカップの意味ではない、ということだけは、確かですねえ」

　瑠々が口を挟はさむと、宇津木は小さく微笑み、言った。

「気にしないで結構、ミス樋名谷・Ｃ。まあとりあえず、そこに座りなさい。ミスター一条・Ｄダッシュも」

　宇津木は、低いテーブルを挟み、自分の向かい側にあるソファを示した。そして傍かたわらにいる助手の伊東に向かって、言う。

「ミス伊東、紅茶を四人分お願いします。茶葉は、右から二番目の缶かんを使うように」

　伊東が顎あごを引き、ロングスカートの裾すそをきっぱりと揺ゆらして、部屋の奥にある小さいキッチンの方へ移動して行った。立ったままの豊花が、眉をつり上げて宇津木に言う。

「教官、悠ゆう長ちようにお茶なんか飲んでいる暇ひまはないの。治癒術が効かなくて、みんな大変なの」

「心配はいりません、ミス一条。大丈夫です。すぐに楽になりますとも」

　だが宇津木は、ソファの上で脚あしを組んだまま、カフスボタンを丁てい寧ねいにいじってそう答えた。本当に事情を飲み込んでくれたのかどうかは疑わしかったが、宇津木には立ち上がる気がない、ということだけは確かなようだった。

「大丈夫って……」

「紅茶が来ました。お座りなさい」

　伊東が四人分のティーカップを運んできて、宇津木が再度命じる。渋しぶ々しぶといった動きで豊花がソファに座り、引っ張られた京介もその隣となりに座らされた。京介はＤダッシュというのが何なのか、考えていた。よくわからないが、何となく格好悪いなと思った。

　伊東は何も言わず、テーブルの上にカップを並べていった。研修生の間の噂うわさによると、一週間前に助手になったばかりらしいが、徹てつ底ていして無口な女性だった。だが伊東の宇津木を見る視線はいつも強く、「きっと宇津木を好きなんだ」という噂まで流れていた。
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「まあ美味おいしい」

　カップに口をつけた瑠々が、にこやかな笑え顔がおを浮うかべて言う。

「茶葉はブロロフェニブリン、虹にじ原はら海洋深層水を沸わかして、九十六度で淹いれましたね」

「詳くわしいですな、ミス樋名谷」

「育ちがよいですから」

　上品に微笑ほほえみあう瑠々と宇津木にライバル心でも燃やしたのか、豊花がカップを呷あおり、伊東におかわりを申し出た。喉のどは渇かわいていなかったが、京介は一口だけ口をつけた。ただの紅茶の味がしただけだった。嶋村が「たたりだ、たたりだ」と呟つぶやきながら震ふるえる手で紅茶を啜すすっていたが、中身の半分は受け皿に零こぼれ落ちた。

　全員が飲んだのを確かく認にんし、宇津木が髭を揺すって尋たずねた。

「どうですかな、味は。茶葉に術薬『胃い袋ぶくろ号ごう泣きゆう・無味無糖』を混ぜてみたのですが」

　豊花と嶋村が同時に悲鳴を上げ、瑠々が微び笑しようのまま紅茶を吹ふき出した。クラシック音楽の中で、シンバルが殺気立った音を奏かなでる。

　胃袋号泣の術薬効果は、一口でも服薬すると、約十分後に毒死する──今日の講義で習ったばかりの知識を思い出し、京介は静かに呻うめいた。飲まなければよかったと思ったが、一口飲んでしまった紅茶は、もう口の中に後味さえ残していなかった。

「冗じよう談だんはやめてよ！　ただでさえ、あっちの部屋では食中毒で苦しんでいる人がいるっていうのに！」

　テーブルを叩たたき、豊花が怒ど鳴なる。カップが落ちて絨じゆう毯たんに染しみを作ったが、宇津木は穏おだやかな表情を崩くずさずに答えた。

「冗談ではありません、ミス一条。それから、君たち以外の研修生は、食中毒で苦しんでいるのではありません。私がバーベキューの材料に入れた術薬『大腸絶望・塩味』の効果が現れているのです。ミス一条、『大腸絶望』の効果を五十文字以内で答えなさい」

「…………」

　青ざめた顔を、豊花は無言でひきつらせていた。助手の伊東がテーブルの上を拭ふき、割れたカップを片づけてゆく。

　目を閉じて短いため息をつくと、宇津木は嘆なげかわしそうに首を横に振ふった。

「困りますな、ミス一条。これは次の筆記試験の範はん囲い内ですよ。ではミス樋名谷、代わりに答えなさい」

「はあ。『大腸絶望』は……」

　指名された瑠々が、半ばぼんやりとしつつも、首席の意地でか、すらすらと口を動かして答える。

「服薬後六十分で腹痛を発はつ症しようし、二十七分で毒死、だったと思います」

「惜おしい。正解は二十八分です。正確に覚えるように」

「すみません、教官」

　真面目まじめに頭を下げる瑠々の隣で、京介は小さく唸うなった。先ほど宇津木が、苦しんでいる研修生はすぐに楽になると言っていた理由がわかった。術薬の違ちがいにより、大部屋でもがいている連中よりも、こちらの方が先に楽になってしまうようだが。

「さて……」

　宇津木はソファから立ち上がると、壁かべに立てかけた玲洗樹の枝を取った。

「死人がたくさん出ますな。ミス伊東、準備に参りましょう」

「ちょっと待っ……」

　豊花が立ち上がり、宇津木を止めようとした。宇津木は背広の懐ふところから小型のスプレー缶かんを出し、豊花に向ける。スプレー缶の表面には「秒速成じよう仏ぶつ・無む香こう料りよう」と書かれていた。

　まだ講義で習ったことのない術薬名であるが、その名前から、京介は効果の予想はついた。何せ秒速だ。

　豊花も危機を察したらしく、悲鳴を上げてテーブルをひっくり返し、スプレーが噴ふん射しやされる前にと、部屋を飛び出す。粗そ暴ぼうな性格ではあるが、人情のある豊花は、逃にげる時にきちんと京介、瑠々、嶋村も引きずってくれた。京介は豊花に引きずられて廊ろう下かを逃げつつ、胃袋が号泣するくらいなら、秒速で成仏した方が楽そうだな、と考えていた。

「何を考えてるのよ、あいつ。宇津木教官って、紳しん士し的で真面目で有能ってイメージがあったのに」

　宇津木の部屋から数十メートルほど避ひ難なんしたところで、豊花は苛いら立だたしげに京介たちを床ゆかへ投げた。壁に頭をぶつけた嶋村が「たたりだ」と泣き喚わめいた。

　廊下の窓の外に広がる暗くら闇やみを眺ながめ、京介はため息混じりに言った。

「そういえば、去年も一昨年おととしも、合宿の引いん率そつは宇津木だったらしいな」

「だから何なのよ」

「毎年合宿中に、成績の悪い研修生がどうにかなるって嶋村が言っていた話、本当だったってことじゃないのか」

「宇津木教官が研修生をどうにかしていたってこと……？」

　暗い廊下の先を見つめ、豊花が表情をひきしめる。遠くで響ひびく不気味な音の正体は、大部屋から聞こえる苦く悶もんの声だ。

「でも、どうして？　それに嶋村君の話だと、成績の悪い研修生にだけ何か起きているってことだったけど、今回は全員術薬を盛られたのよ？　目的は何？」

「さあ。宇津木の趣しゆ味みが、研修生の大量虐ぎやく殺さつなんじゃないのか」

「冷静に言わないで。更さらに諦あきらめきった顔までしないで」

　豊花は瑠々に向き直ると、大きな声を上げた。

「そうだ、瑠々、あんた解げ毒どく剤ざいを持ってるのよね。それをみんなに分けて！　育ちが悪いって五百万回言われてもいいから、お願い！」

「それが、もう解毒剤はないんですよ」

　自分で吹き出した紅茶がかかったのだろう、寝ね間ま着きの裾すそをハンカチで拭いていた瑠々は、困ったように肩かたを落とした。

「合宿中の食事の回数分しか、持ってこなかったんです」

「明日の朝食分があるでしょう？」

「明日の朝食は、食べない予定でしたから。わたし、朝って食欲が出ないんですよねえ」

「ああああああ。この役立たずのぶりっこ。朝ご飯を抜ぬくなんて、古きよき時代の日本に失礼よ」

「たたりだ、たたりだー」

「ああああああ。毒死まで十分しかないんじゃ、山を下りて助けを求めにも行けないわ。ここで死ぬのはいや。日本人なら畳たたみの上で死にたい。でもそれは二百年ぐらい先でいい」

「たたりだ、たたりだー」

「ああああああ。あんたうるさいわよ」

　豊花が八つ当たり気味に嶋村へパンチを突つき出したが、それは何故なぜか京介に当たった。

　拳こぶしを天てん井じように向かって振り上げ、豊花は宣言をした。

「負けるもんか。宇津木教官を倒たおして、解毒剤を作らせる。そして教官の悪事を摘てき発はつした優ゆう秀しゆうな研修生として、金きん一いつ封ぷうをもらってやる。さあ行くわよ、京介」

「どうせ死ぬなら、無む駄だにあがかず静かに死にたい」

　面めん倒どうくさかったので京介がそう返すと、瑠々が「厭えん世せい的で素す敵てきですね」と褒ほめてくれた。額に青筋を浮うかべた豊花が、玲洗樹の枝を振り回して、呪じゆ文もんを唱える。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。一尺前方対象、大気を糧かてに発火。辰たつへ沈しずめ」

　程ほどよい程度の炎ほのおの塊かたまりが、渦うずを巻いて飛んでくる。避よけながら、やればできるじゃないかと京介は感心した。

　その時、窓の向こうで激しい火柱が上がった。




　庭の中央で、既すでに消火済みのはずのキャンプファイアーが、再び燃えていた。

　その側そばで炎を見上げて頷うなずいていた宇津木は、駆かけつけた京介たちに気がつくと、懐かい中ちゆう時計を取り出して確かく認にんした。

「毒死まで、あと七分ですな」

「ですな、じゃないわよ、馬ば鹿か教官」

　豊花が京介の背後で怒ど鳴なった。盾たてにされた京介は、間近に宇津木とキャンプファイアーを眺め、暑いなと思った。熱気が肌はだに押し寄せ、じっとしていても汗あせが出てきそうだった。

「教官のくせに、何の罪もない研修生を殺そうとするだなんて、最低よ」

「何を仰おつしやる、ミス一条」

　白い背広の胸を反らし、宇津木が朗々と答える。

「君たちは、本当に何の罪もないと思っているのですか。君たちに落ち度があるから、死ぬのです」

「落ち度ぉ？」

「そうです。そして後々、研修生の死因が私の作った術薬だと露ろ見けんしないよう、このキャンプファイアーで死体を燃やしてしまおうと思っているわけです。どうです、私は馬鹿教官ではない。賢かしこいでしょう。ミス伊東もそう思いませんか」

　宇津木の背後で薪まきの調節をしていた伊東が、適当に二、三度首を縦に振ふった。

「……京介、あと七分で教官を倒せる？」

　豊花が京介の耳元で囁ささやく。標準的な初老男性の体格をした宇津木を見て、京介は率直に「わからない」と答えた。殴なぐるだけなら一分もかからずに倒せるだろうが、宇津木が「秒速成仏」とやらを噴ふん射しやしてきた場合、多分こちらが一分以内に倒されてしまう。

　それを説明すると、豊花は唇くちびるを嚙かんで言った。

「……仕方ないわね。じゃあ、四人で四方向から攻せめて攪かく乱らんさせましょう。誰だれか一人が『秒速成仏』の犠ぎ牲せいになっている間に、他ほかの三人が攻こう撃げきすれば、なんとかなるかもしれない。……何だかさあ、人を襲おそう蚊かの集団になった気分よね」

　豊花が指示を出し、先ほどから「たたりだ」としか言わない泣き顔の嶋村と、「『秒速成仏』は豊花ちゃんに吹ふきかかりますように」と祈いのっている瑠々が、配置に移動する。

　京介も豊花に命じられ、宇津木の正面へ動いた。宇津木の正面ということは、確率的に京介が一番撃げき退たいされやすい、という意味だ。

「おやおや、何か始める気ですか」

　宇津木は四人の動きを見て、余よ裕ゆうの笑えみを浮かべた。

「結構、結構。合宿の目的には、集団行動の大切さを学ぶということも含ふくまれております。頑がん張ばるように」

「馬鹿にしてるわね……あたしたちのチームワークをなめるんじゃないわよ。みんな、準備はいい？」

　尋たずねた豊花へ、まず瑠々が答えた。

「豊花ちゃん、わたしやっぱり、この位置はいやです。変えて下さい。京介くんの隣となりがいいです」

「こんな時にわがまま言わないでよ」

　次に嶋村が、おずおずと手を挙げて言う。

「……お、俺、トイレに行ってきていいかな……緊きん張ちようしたら、つい……」

「もう、どうして先に済ませておかないのよ。時間がないっていうのに。さっさと行ってきて」

「……ごめん、一条君、一人で行くの怖こわいから、一いつ緒しよに来てよ」

　嶋村に言われ、京介はため息をついた。集団にまとまりがないせいで、いつまでも出発できない遠足のバスのようだと思った。

　宇津木はそんな京介たちを笑顔で見守っていたが、不意に足下に置いてあるラジカセを持ち上げた。

「言い忘れておりましたが、君たちが飲んだ『胃袋号泣』には、音楽に合わせて体が勝手に動いてしまうという効果もあります。あまり知られていない特とく徴ちようですが、試験にもたまに出題されるので、注意が必要です。では、音楽スタート」

　ラジカセのスイッチを、宇津木が力いっぱい押す。軽かろやかにフォークダンスのメロディが流れ出し、そして悲劇が始まった。

「いやああああ、足が勝手に動く！」

　悲鳴を発しながら、豊花が京介に向かって突とつ進しんしてきた。危険を予知し、京介は逃にげようと思ったが、何故なぜか体が動かない。自分の意思とは全く無関係に腕うでが動き、京介の左手は、磁石で吸い付けられたように豊花の右手と繫つながれてしまう。京介は思わず呟つぶやいてしまった。

「いやだ……」

「失礼ね、あたしだっていやよ！」

　鳥とり肌はだを立てている暇ひまもなく、今度は右方向から、嶋村が豊花と同じような悲鳴を上げて突進してくる。京介の右手は、またもや勝手に嶋村の手を握にぎってしまった。今度こそ鳥肌が立った。

　嶋村の空いている側の手を瑠々が取り、瑠々が別の手で豊花の左手を摑つかむ。結果として、四人が手を繫ぎ、輪を築いた形となってしまった。誰も望んでいないのにもかかわらず、である。

「この態勢って、何だかフォークダンスを始めるみたいですよねえ」

　瑠々が言った言葉で、京介は背筋が凍こおったような気がした。幼よう稚ち園えんの時に感じた、絶望的な目め眩まいが頭の奥で蘇よみがえった。

　勝手に集合した四人の体は、輪を築くだけでなく、ラジカセの音楽に合わせて動き始めた。右足を左斜ななめ前にステップ、円心を向いて左足を引き、またステップ。個々の動きに合わせ、輪全体が時計回りに回転する──それは紛まぎれもなく、完かん璧ぺきなフォークダンスであった。

　機械的に動く自分の手足を茫ぼう然ぜんと眺ながめ、困ったものだ、と京介は心の中で呟いた。絶望的な目眩を感じているのに、体が勝手に踊おどるせいで倒たおれることもできない。この経験は、幼稚園の時に作られたトラウマの上書きとなるだろう。いつかふとした時に思い出したら、間ま違ちがいなく心を痛める思い出になるに違ちがいない。生き延びて、この先に思い出す機会があれば、の話ではあるが。

「いやああああ。どうして無理矢理踊らされなきゃいけないのよ」

　京介の隣で豊花が喚わめく。
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「勝手に動くとあたしの体は、なんでこんなに踊りが下手へたになるの。自分で意識してやった方がずっと上手なのに。──違ちがう！　そこのステップはそうじゃない、もっと情熱的に踏ふむの！」

　自分の足あし下もとに向かって豊花はそう怒ど鳴なっていた。

　瑠々は朗ほがらかに笑ったまま、術薬の効果に身を任せており、嶋村は「たたりだ」と叫さけび続ける。キャンプファイアーの側で、宇津木と伊東が微び笑しようを浮うかべ、無責任に手て拍びよう子しをしてくれていた。京介は早く楽になりたい、と心から思った。

　音楽のテンポが速くなってきた。

　ラジカセを火の近くに置いているせいで、カセットテープの回転速度が壊こわれてきたらしい。音楽が速まると、手足の動きも比例し、四人の輪は狂くるったような高速回転を始めた。キャンプファイアーの火が近いせいで、必要以上に汗あせが流れる。ほとんど利きかない視界のどこかで、瑠々が「回しすぎちゃった遊園地のコーヒーカップみたいですよねえ」と楽しげに言っていた。

　ため息だか過呼吸だか、自分でもよくわからない息を京介は吐はき出した。時間的にはもうそろそろ毒死する頃ころだろうが、踊りすぎて死ぬのが先かもしれない。

　その時、大きな破は裂れつ音おんを上げ、ついにラジカセが高熱で崩ほう壊かいした。音楽がやむと同時に体は踊るのを中止してくれて、繫がれていた四人の手も解ほどけた。他人の手を握っていた手のひらは、恐おそろしいくらいに汗で濡ぬれていた。

　踊りは終わっても、京介の体は慣性の法則に従い、しばらく揺ゆれ続けた。しかも目が回っているせいで、吐き気までこみ上げてくる。口を押さえ、危あやうい足取りでふらふらしている自分の姿は、何も知らない人間が見れば、夜道を彷徨さまよう酔よっぱらいのように見えるだろうと思った。

「……うぃー、気持ち悪い気持ち悪い、あたしは酔ってないわよ、これっぽっちも酔ってないわよ、ただちょっと人生に疲つかれているだけなのよ」

　同じようにふらついていた豊花が、意味のわからないことを言いながら近づいてきた。豊花には近寄ろうとする意志はないのだろうが、狂った足取りのせいで、どんどんと接近してくる。京介は避さけることができず、豊花と思い切り側頭部をぶつけ合った。激痛で頭を抱かかえてしゃがみ込み、ついでに胃の中身を吐いた。背後で豊花も同じことをしているらしく、悲しげな嘔おう吐との二重唱が響ひびいた。

「あらまあ、京介くんと豊花ちゃん、素す晴ばらしい機転ですねえ」

　京介の前に瑠々が膝ひざを折り、ぱちぱちと小さな拍はく手しゆをしていた。

「吐いてしまえば、飲んだ術薬は、体から出ていきますものねえ。よかったですねえ」

「……ああ、なるほど……」

「わたしは育ちがよいので、外で吐くなんて、酔っぱらいみたいなことはできませんけれども」

「…………」

「ああ、何だかとっても目が霞かすんできました……。毒が回ってきたようですねえ……」

　笑え顔がおを青ざめさせると、瑠々はそのままずるずると体を崩くずし、地べたに額をつけた。傍かたわらで嶋村も倒れている。

　口もとを拭ぬぐい、京介は立ち上がった。ほぼ同時に起き上がった豊花が、宇津木に向き直って怒鳴る。

「よくも色々ひどい目に遭あわせてくれたわね。あんたの悪事もこれまでよ。ぎゃふんと言わせてやるから観念しなさいよ」

「おや、こんなところにバーベキューの残りが」

　どこからか、宇津木が肉や野菜の刺ささった串くしを一本取り出した。踊り回ったせいで腹が減ったのだろう、豊花が歓かん声せいを上げ、その串を奪うばい取る。京介が止める声も聞かず、豊花は炎ほのおの呪じゆ文もんを唱え、串を焼き、あっという間にバーベキューを平らげてしまった。

「…………あ」

　食べ終えてから、ようやく気がついたらしい。凍こおりついた豊花に、宇津木が質問をした。

「ミス一条、『心臓怠たい慢まん・コショウ味』の効果を十五文字で答えなさい」

　串を投げ捨て、豊花がぎゃあぎゃあと泣き始めた。京介のシャツの裾すそを摑み、勝手に涙なみだや洟はなを拭う豊花を眺ながめ、京介はため息をつく。「心臓怠慢」の効果は、確か五分後に毒死だった。

「学習能力がありませんな。だからあなたはＤダッシュなのです」

　夜空を仰あおぎ、宇津木は大きく肩かたを上下させる。涙まみれの顔を上げ、豊花が言い返した。

「何よ、Ｄダッシュって何なのよ」

「私がつけた研修生の成績ランクです、ミス一条」

　髭ひげを撫なで、宇津木が言った。

「最高ランクがＡ、次がＢ。Ｄダッシュというのは、最低のＤの更さらに下、ということです」

　豊花が無言で京介を見た。京介も無言で豊花を見返す。悲ひ哀あいと、諦てい観かんと、成績が悪いのはそっちのせいだという憤いきどおりと、様々な思いが二人の間で交こう錯さくした気がした。

「今年の研修生は、本当にレベルが低い……」

　ふと宇津木は寂さびしげな表情を見せると、ぽつりと呟つぶやいた。

「バーベキューの材料に仕込んだ術薬は、強度の炎の術で炙あぶれば、無効化できるものです。材料を焼くことにだけ、夢中になってはいけません。それに、毒の症しよう状じようが現れた後でも、ある程度のレベルの治ち癒ゆ術ならば、問題なく治せるはずです。だが、君たちはそのレベルにも達していない」

　京介は地面に転がって唸うなっている瑠々に目をやった。瑠々は今期の研修生の中では、トップの成績を誇ほこっている。その瑠々の治癒術も、宇津木にしてみればレベルが低いという。そうなると、自分を含ふくめた他ほかの研修生全員は、相当低能ということなのだろう。

　宇津木は眉み間けんに小さな皺しわを寄せ、きっぱりと言い放った。

「無能です。本当に無能で、私は残念でなりません。もう少し賢かしこければ、誰だれも死なずに済むのでしょうが……去年は重病人が三名出ただけですが、今年は全ぜん滅めつ。新記録ですよ」

「やっぱり、過去の合宿中に起きていたことって、教官の仕し業わざだったのね」

　豊花が嫌いやそうに顔を歪ゆがめ、問う。

「でも、目的は何よ。研修生の技能を試ためすこと？　それにしては、ちょっとやりすぎだわ。下手へたすれば死人が出るわよ」

「いえいえ。研修生の技能や身の安全などは、問題ではありません」

　宇津木は背広のポケットからハンカチを取り出し、熱気を払はらうように首筋を扇あおいだ。

「私はですね、自分の教え子から、無能な術者が出てしまうことを避さけたいだけです。教官としての私の指導力が追つい及きゆうされますからね。ですからＣランク以下の研修生は、正式な術者になる前に、合宿中に事故に見せかけて潰つぶしてしまおうという方針なのです」

「なのです、って……何なのよあんた、そんなことが許されると思ってるの？」

「許されないでしょうが、バレなければ大だい丈じよう夫ぶです。現に今まで、バレていません」

　脱だつ力りよくしたのか、毒が効き始めたのか、豊花が地面にへたり込んだ。宇津木は趣しゆ味みが研修生殺しの変態でも何でもなく、ただの保身第一主義者だったということだ。京介はため息をついた。

　キャンプファイアーの中で、一部の薪まきが耳みみ障ざわりな音を立てて崩れ、火の粉が飛び散った。宇津木は京介たちに歩み寄り、両手を優ゆう雅がに差し伸のべて言う。

「さて、私のランクでは、君たち双ふた子ごが一番無能そうなのですが、いかがでしょうな。Ｄダッシュに異存があれば、遠えん慮りよなく言いなさい。異存がないようでしたら、まず君たちから潰します」

　胸を張って肯こう定ていするのも何だかしゃくであるし、否定する自信もそれほどなかったので、京介は黙だまっていた。地面の上で尻しりを引きずって後退し、豊花が叫さけぶ。

「や、やめて。成績が悪いのは、みんな京介のせいなの、だからあたしのことは助けて、お願いよ、助けて」

「いえいえ。ミス一条も充分悪いですよ」

「やめて、来ないで、ごめんなさい、確かにあたしが悪かったわ、教官控ひかえ室のお茶ちや菓が子しを全部食べたのはあたし、研修課ロビーの自じ動どう販はん売ばい機きを蹴けっ飛ばして二十円で買えるように改造したのもあたし。だってお金がなかったの。辛つらかったの。でもそれだけよ、だから許して。許してよ」

　豊花は京介の脚あしにしがみつき、そう懺ざん悔げした。余罪は他にも腐くさるほど出てきそうだと京介は疑ったが、今はそんなことをしている時間はない。瑠々や嶋村の顔は土色に変色していた。

　紳しん士し的な笑え顔がおで、宇津木は京介の鼻先に玲洗樹の枝を突つきつけた。一応指し摘てきしておいた方がいいだろうと思ったので、京介は言った。

「無能な奴やつが消えれば、確かに教官の指導力を疑われることはないだろうけど、合宿で死人を多数出すと、管理能力を問われるんじゃないのか」

「ふむ……。確かにそうですな」

　玲洗樹の枝を下げ、宇津木が手を叩たたく。白い髭を揺ゆらして笑い、宇津木は嬉うれしそうに言った。

「これは盲もう点てんでした。気がつかないものですな。どうもありがとう」

「どういたしまして」

「それでは、どうしたら私の指導力も管理能力も疑われずに君たちを消せるか、一いつ緒しよに考えてみましょう」

「…………」

「ああ、それにしても、こう火の側そばにいると暑くてたまりませんな。ミス伊東、紅茶を淹いれて下さい」

　宇津木が呼びかけると、用具一式を屋外に持ってきていたらしく、伊東は手早くティーカップを宇津木に差し出した。

　紅茶から漂ただよう湯気を吸い込み、たっぷり数十秒ほど芳ほう香こうを楽しんだ後、宇津木はカップに口をつけた。そしてその直後、「ぐぇー」と叫んで地面に倒たおれた。

「術薬『光速撲ぼく滅めつ・無味無む香こう料りよう』が入っているのよ。──効果は、教官ならわかるわよね」

　倒れた宇津木を冷ややかに見下ろし、伊東が初めて口を開いた。事情がわからないまま茫ぼう然ぜんとする京介に、伊東はふっと不敵な笑みを見せ、言った。

「黙っていてごめんなさいね。私は本当は、教官監かん査さ課から派は遣けんされた職員なの」

「教官監査課？」

　立ち上がった豊花が尋たずねる。京介も初めて聞く言葉だった。

「そう。研修課の教官が正しい指導力を持っているかどうか、本人にも内密で調査する機関があるの」

　手足を痙けい攣れんさせている宇津木の内ポケットから財さい布ふを勝手に出し、伊東が答える。財布から宇津木の教官免めん許きよ証しようらしき物を抜ぬくと、伊東は冷れい笑しようを浮うかべた。

「宇津木が引いん率そつする合宿で、不自然な病人や怪け我が人にんがよく出ると、少し前から問題になっていてね──彼の動向を調べるため、助手に扮ふんして今回の合宿に潜もぐり込んだのよ。本人の口から真相が聞けて、よかったわ。ご協力、感謝します」

　伊東は手を差し出すと、京介と豊花に握あく手しゆを求めた。

　手を握にぎり返しながら、豊花が控えめな笑顔で尋ねる。

「あのー……悪い教官を摘てき発はつした優ゆう秀しゆうな研修生ってことで、あたしが表ひよう彰しようされたり、するのかしら……」

「するわけないわ。摘発したのは、こちらの仕事だから」

「金きん一いつ封ぷうとか……」

「あるわけないでしょう。ほら、あなたも死にたくなかったら、解げ毒どく剤ざいを作るのを手伝って」

　鋭するどく言い捨てると、伊東はてきぱきと調合準備を始めた。

　どうせならもっと早く名乗り出てくれればよかったのにと、豊花が呟つぶやく。フォークダンスを無理矢理踊おどらされている間、伊東が妙みように楽しげな笑いを浮かべていたことを、ふと京介は思い出した。まあ教官監査課とやらも、どうせ仕事をするなら楽しくやりたかったのだろう。

　他人ひと事ごとのように燃え続けるキャンプファイアーと、地面に残ったダンスの足そく跡せきを順に見やり、京介は肩かたから力を抜く。

　何はともあれ、散々な合宿であった。




　合宿から数日が経たった、研修課の教室。

　講義の休み時間に、豊花と瑠々が小こ競ぜり合いをしているのを、京介は特に興味もなくぼんやりと眺ながめていた。喧けん嘩かの原因はどうやらひとつの菓か子しらしく、豊花が間食用に買ったそれを、瑠々が奪うばおうとしているらしい。二人は口々に、育ちがいいの悪いのと、罵ののしり合っていた。

　合宿中、危機にさらされた他ほかの研修生も、全員命を取り留め、今は元気に次の講義を待っている状じよう況きようだ。諸悪の根源であった宇津木にも解毒剤は与あたえられたが、彼の身み柄がらは教官監査課に拘こう束そくされ、その後の処しよ罰ばつで教官免許を剝はく奪だつされたという噂うわさである。実際、先日の術薬学の講義からは、新任の教官が担当している。

「ねえねえ、一条君、知ってる？」

　机の上で頰ほお杖づえをつき、半分眠ねむっていた京介のところに、嶋村がやってきた。合宿後、二、三日の間は後こう遺い症しようが残り「たたりだ」という言葉以外話せなくなった嶋村であるが、もうすっかりよくなったようである。

「次の講義から、新しい研修生が入ってくるんだって」

「ふうん……」

「珍めずらしいよね、こんな半はん端ぱな時期から研修を始める人がいるなんて」

　矯きよう正せい術者の研修も、普ふ通つうの学校と同じように、年度初めは四月だ。半端な時期から始めるからには、何か特別な事情でもあるのだろう。

「どんな人かなあ。可愛かわいい子だといいよね」

「何でもいい。毒を盛るようなやつじゃなければ」

　冗じよう談だんを言ったつもりではなかったのだが、嶋村は京介の返事に笑い声を上げた。

　始業のチャイムが鳴り、教室に教官が入ってきた。嶋村が席に戻もどり、騒さわいでいた瑠々も自分の席に帰ってゆく。豊花は菓子を死守したらしく、潰つぶれた菓子箱を京介に示し、自じ慢まんげな笑えみを見せつけてきた。

「えー、講義を始める前に……」

　教きよう卓たくの前に立った教官が、教室内を一度見回し、妙に厳おごそかな口調で言った。

「今日からみなさんと共に研修を始める、新しい仲間を紹しよう介かいします。──入りなさい」

　教官が廊ろう下かの方に呼びかけると、初老の男が堂々と教室に入ってきた。頭とう髪はつ、髭ひげ、背広の全すべてを白で統一した、紳しん士し風の男──宇津木である。京介は眉まゆを寄せた。隣となりの席で隠かくれ食いをしていた豊花が、喉のどに菓子でも詰つまらせたのか、変な声を上げた。

　他の研修生たちも、一様にひきつった顔をしていた。静まり返る教室に向かい、宇津木は丁てい寧ねいに一礼をすると、自己紹介を始めた。

「宇津木といいます。数日前まで教官をしていましたが、事情により、免許を取り上げられたので、研修生からやり直すことになりました。得意科目は術薬学です。どうぞよろしく」

「それじゃあ、席は一番後ろの……一条京介の後ろが空いているから、そこに座るように」

　教官が言うと、宇津木は何食わぬ顔で歩き出し、京介の真後ろに座った。

　奇き妙みような沈ちん黙もくに満たされたまま、講義が始まる。京介はこの時間、居い眠ねむりをするつもりでいたが、後ろに油断ならない人物が来てしまったので、どうしたものかと考え始めた。──と、後ろから背中を突つつかれる。

　仕方なく振ふり返ると、口くち髭ひげを揺ゆらした宇津木が、こう言った。

「すまないが、教材を持っていないので、見せてくれないかね」

「……いいけど」

「ふむ。君は親切ですな、ミスター一条。お礼に講義の後で、お茶を振る舞まおう。新しい術薬『脳のう味み噌そ破は裂れつ・微び糖とう』が手に入ったので、是ぜ非ひ──」

　教室中の研修生が一いつ斉せいに宇津木を振り返り、揃そろって「いらねえよ」と答えた。
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一条豊花の日記

　どんなにどうしようもない一日でも、大切な人生の一日。

　だからきっと、何か意味がある。あたしはそう思いたい。

　あの散々な矯正術者研修合宿からも、何かを学べたはず。

　何だろう。悪事は必ず露見するってことかな。

　だったらまあ、やっぱり勉強になったなって、前向きに考えておこう。あたしもこれから京介の財さい布ふを狙ねらう時は、もう少し慎しん重ちようにやることにしよう。

　京介。

　財布も人情も、生きる気力も薄うすっぺらなあいつを見ていると、時時ものすごく不安になる。あたしたちは研修を修了できるのかどうか、そういう不安ももちろんあるけれど、それ以外にもっと大きな何かが。

　どんなにどうしようもない一日でも、大切な人生の一日。

　京介は、そう思っていない。

　いつになったら、ちゃんと前を見られるの？

　そんな日が来なかったらどうしようって、あたしは。

　……やめよう。こんなことを考えていると、お腹なかが空すく。

　そういえば、合宿の間、結局まともに食べられなかったんだっけ。バーベキュー、すごく楽しみにしていたのになあ。

　たまには豪ごう華かなパーティなんかで、美味おいしいものを食べまくりたいものだわ。
























　天てん井じようから吊つり下がった巨きよ大だいなシャンデリア。毛足が長く、足首まで埋うもれてしまう赤い絨じゆう毯たん。広間の隅すみに鎮ちん座ざする銅像。適度な暖だん房ぼう。ここは金持ちの家だと、一条京介は当たり前の感想を抱いだく。

　ステーキやらワインやらを載のせた盆ぼんを持って走り回る、双ふた子ごの妹豊花。「こっちにシャンパンよろしく」という声に応じ、「シャンパンひとつ入りまーす」と愛想のよい笑え顔がおで走り去って行く後ろ姿。あいつは本来の目的を忘れているんじゃないだろうかと、京介はやや不安になる。

　広間の中央には大きなスクリーンがあり、二十四を過ぎた男の、子供時代の写真などを映しては、本人や弟たちが喜んでいる。今日はその男の誕生日なのだ。仲がよくて結構なことだと、京介は欠伸あくびを嚙かみ殺しながら思った。

　映像が切り替かわった時、スクリーンいっぱいに赤い文字が現れた。文字はこう宣言している。「この場にいる全員殺す！」。広間中が静まり返った。

　おれも殺されるのか。口の中で呟つぶやいたついでに、京介は本格的な欠伸をした。




　その二十分ほど前。

　一条京介は道の真ん中で、身を震ふるわせてくしゃみをしていた。

　頭上には、いかにも真冬的な灰色の雲が広がり、路地を吹ふき抜ぬける北風は、肌はだに突つき刺ささるほどに寒い。寒いのに、京介が上半身に着けているものは、中学校指定の薄うすいワイシャツ一枚だけ。すれ違ちがった見知らぬ老人が「それは何かの修しゆ行ぎようかい？」と真顔で尋たずねてきた。

　返事の代わりにもう一度くしゃみをした京介を、五歩前方でスキップをするように歩いていた少女が振ふり返った。

「くしゃみばっかりしてないで、どこに『澱よどみ』があるか、ちゃんと探してよ」

　そう言った妹の豊花の服装は、とても暖かそうだった。自分の制服の上に、学生服の上着を羽織っている。京介から奪うばったものだ。首にはマフラーを二本も重ねて巻いているが、一本は京介のマフラー。スカート丈たけは相変わらず短いものの、その下には体育用のジャージのズボンを穿はいている。

　それだけで豊花の外見は、充じゆう分ぶんおかしな女子中学生だったが、手には魔ま法ほう使つかいの杖つえのような術具、玲れい洗せん樹じゆの枝まで持っている。すれ違った見知らぬ老人は豊花を見て、「それは何かの武装かい？」と真顔で尋ねていた。

　真冬の夕方。今日も京介と豊花は、光こう流りゆう脈みやく矯きよう正せい術者の研修で、澱みのある土地の浄じよう化かを実技課題として与あたえられていた。研修課が指定した土地は、虹原市の高台住宅地。大きな屋や敷しきばかりが建ち並ぶその一画に、光流脈を澱ませる何らかの事件が起きているという。そして京介はその道の途と中ちゆう、「寒いから」という理由で、学生服とマフラーを豊花に奪われた。

「何よ、その文句のありそうな目は」

　不意に立ち止まった豊花が、京介を睨にらんできた。長い髪かみと二本のマフラー、スカートの裾すそが風で翻ひるがえる。戦国時代の武将が持つ幟のぼりのようで、勇ましいというか恐おそろしい。風に煽あおられた自分のシャツにため息をつき、京介は「別に」と短く答えた。

　京介としては、文句を言っても私物が返ってくるはずがないことは承知していたので、そんな目で豊花を見たつもりはなかった。ただ目の前を吹く風に対して、もう少し温度を上げてくれとは思っていた。

「あたしが服を借りたのが、そんなに迷めい惑わく？」

　マフラーの上で強気そうに瞳ひとみを光らせ、豊花は白い鼻息を吐はき散らした。

「京介の肺は、煙草たばこの煙けむりでコーティングされてるから丈じよう夫ぶかもしれないけど、あたしの肺は違うの。こんなに寒い中を薄うす着ぎで歩いていたら、風邪かぜを引いて肺はい炎えんになって倒たおれちゃうわ」

「お前はそのくらいじゃ絶対倒れない」

「あらいやだ、双子の兄の放った言葉が、北風よりも冷たいなんて。世も末だわ。あたたかい兄妹愛は、どこにあるのかしら」

　豊花は京介に背を向けると、ジャージの生地を鳴らして歩き始めた。あれだけ厚着をしていてもまだ寒いらしく、飼い主と散歩中のポメラニアンをずっと目で追っていた。

　豊花が身内以外の身ぐるみを剝はぎ出す前に、課題を済ませた方がいい。京介は寒さで凍こおっていた首を上げ、周囲を見回した。

　ちょうど豊花が背を向けている大きな洋館の周辺が、ぼんやりとした青い光に覆おおわれているのが見えた。矯正術者の訓練を受けた者の目にしか映らない、澱みの色。寒さに負けて見過ごすところだったが、恐おそらくここが、実技課題の土地だ。

　洋館は、京介の身長よりも遥はるかに高い塀へいで囲まれており、内部の様子を窺うかがい見ることはできなかった。入り口はどこかの城にでもありそうな巨大な鉄てつ扉ぴで固められ、監かん視しカメラが三箇こもついている。金を持っていそうな家だというのが、京介の率そつ直ちよくな感想だった。光流脈を澱ませる原因となるもので最も多いのが、人の負の感情だ。人の殺意や憎ぞう悪おが、土地に深い影えい響きようを及およぼす。内部では今、遺産争いでも起きているのだろうかと、勝手に予想する。

　寒さに歯を食いしばりながら、京介はどうやって内部に入るかを考えた。光流脈矯正術者の存在や職務を、一いつ般ぱんの人間はほとんど知らない。インターフォンを押して「お宅の土地がちょっと澱んでいるので、調べさせて下さい」というわけにはいかない。

　豊花に毛皮を引っ張られ、ポメラニアンがきゃんきゃんと鳴いていた。飼い主もぎゃんぎゃんと怒おこっていた。その声を遮さえぎるように、京介の前で扉とびらが開いた。といっても正門らしい巨きよ大だいな鉄扉ではなく、その隣となりにある小さな木戸の方だ。

　木戸からは、若い女がゴミ袋ぶくろを抱かかえて現れた。白いエプロンをした女は、重そうなゴミ袋を地面に置いて、ため息をついている。洋館の住人というよりは、使用人に近い雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

「あっ、大きなケーキ」

　透とう明めいのゴミ袋の中身を見て、豊花が叫さけんだ。確かにその中には、結けつ婚こん披ひ露ろう宴えんで使えそうな巨大なケーキが入っていた。豊花の注意がそちらに移ると、解放されたポメラニアンは飼い主と共に逃にげて行った。

「どうして捨てちゃうのよ。もったいない」

　豊花が尋ねると、使用人風の女は怪け訝げんそうに京介たちを見た。怪訝なのは、知らない人がゴミに文句をつけてきたことと、その人たちが妙みように薄着と妙に厚着の二人組、という点だろう。豊花といるといつも馬ば鹿かと勘かん違ちがいされると嘆なげきつつ、京介は女の答えを待った。

「どうしてって、もう用済みだからですよ」

　女は眉まゆを寄せたまま、答えた。

「パーティ用に準備したんですけれど、蠟ろう燭そくに火を点つけてそれを消し終わったから、もういいって。ここのお家のお子さん方、甘いものは召めし上がらないんですって。形式にはこだわるくせに……」

「パーティ用？　中で今、パーティをしているの？」

　豊花が尋たずねると、女は「ええ、まあ」と言って頷うなずく。

「ご長男の一かず彦ひこさんが、二十四歳のお誕生日ですので」

「へえ……それは、おめでたいわね」

　豊花の瞳が妙な色に輝かがやき始めたのを、京介は見み逃のがさなかった。どうせパーティという言葉から、食べ物とか贅ぜい沢たくとか美味おいしいとか楽しいとかいう、単純な連想をしたのだろう。

　ゴミ袋の口をしっかりと結んでいる女に、京介は尋ねた。

「そのパーティで、何か変わったことは起きていないか」

「別に、普ふ通つうに進行していますけど……。私たち使用人は、人手が足りないから、大おお忙いそがしですけどね。あなた方、何です？　手伝ってくれるわけ？」

　京介を胡う散さんくさそうに見て、女が答える。どうにも雇やとい主に対して、若じやつ干かんの不満がありそうな女だった。

　それはさておき、何も起きていないということは、これから何かが起きる可能性は高い。ゴミ袋を女から奪うばおうとしている豊花に、京介は声をかけた。




　洋館の持ち主の名は、本ほん間まというらしい。この近所では有名な資産家だそうだ。

　世帯主とその夫人は、仕事の関係で一年中海外にいる。現在洋館に住んでいるのは、四人の子供と使用人。子供は男が三人に、女が一人。長男を筆頭に、男三人は成人しているので、金かね遣づかいが荒あらい以外には特に手がかかることはないと、先ほどの女は言っていた。女も予想通り、使用人の一人だった。

　金遣いの荒い本間一族は、当然のことながら、長男の誕生日祝いもかなり豪ごう勢せいに行なっているそうだ。参加者は四人の子供だけなのに、大量の料理を用意させるし、それらを全すべて食べ終わらないうちに、新しいものを次々と要求する。それを聞いた豊花は「非常にけしからん」と腹立たしそうに呟つぶやいた。

　豊花の提案で、京介たちは今日だけ使用人のアルバイトをさせてもらうことになった。内部に潜せん入にゆうし、働くふりをしつつ、澱よどみの原因を探すという作戦だ。使用人は何十人もおり、今日限りのアルバイトは、京介たち以外にもたくさんいるらしい。制服代わりの白いエプロンさえ着けておけば、知らない顔が混ざっていても本間一族には怪あやしまれることはないと、女は言った。

　豊花はやけに張り切っていたが、どさくさに紛まぎれてパーティ用の料理を盗ぬすみ食ぐいするに違ちがいないと、京介は予測した。




　本間家の一室で、パーティは現在も進行中だった。

　百人近く収容できそうな広間に、巨大なテーブルが置かれ、洋食、中ちゆう華か、和食など、様々な種類の料理が並べられている。量はそれぞれやはり、百人分くらい。だがそのテーブルについている人間は、たったの四人だ。

　洋館内へ案内してくれた女は、その光景に「馬鹿みたいでしょう」と言い捨てたが、京介は暖だん房ぼうが効いていていい感じだなと思っていた。豊花は料理の山を見て、ひたすら不気味な笑いを浮うかべていた。

　京介たちに与あたえられた仕事は、料理や空いた皿などを運び、厨ちゆう房ぼうと広間の間を往復すること。広間の隅すみに玲洗樹の枝を隠かくし、使用人の役を演じつつ、京介は広間の様子に注意を払はらった。

　澱みを示す青い光は、広間中に満ちている。この場に何かが起きること、その原因となるものが存在することは、間ま違ちがいないようだ。だがそれが何なのか、今の時点では何もわからない。

　直径五メートルはありそうな巨大シャンデリアの下で、本間兄妹は和なごやかに談だん笑しようしていた。三人いる男のうち、一番年長に見える青年が、パーティの主役である本間一彦だろう。

　その隣となりの席に大学生くらいの次男、三男がいて、隅の席に幼よう稚ち園えん生ほどの女の子が座っている。他ほかの三人に比べて、かなり年の離はなれた末っ子だ。一彦たちの会話が理解できないのか、末っ子の幼女は黙だまってフォークを使っていた。

　誕生日を家族揃そろって祝うとは、随ずい分ぶん仲のよい連中だと京介は思った。一条家にはそんな風習はない。子供の頃ころ、豊花が誕生日に人形を買ってくれと駄だ々だをこねたが、両親は完全に聞こえないふりをしていた。豊花は七歳年上の姉にも頼たのんだが、拳こぶしを握にぎった姉の答えは「だったらお前を、もの言わぬ人形にしてやろうか」というものであった。豊花が姉のパンチを避よけたので、被ひ害がいを受けたのは京介だった。

「そこの君」

　回想にふける京介に、一彦が声をかけてきた。

　髪かみ型がたは綺き麗れいな七三分けで、身に着けているものも高級そうなものばかりだ。一彦は自分の前にある肉料理を指差して、言った。

「これ、もう下げてくれないか」

　その皿は五分ほどまえに運んできたばかりで、まだ湯気が漂ただよっている。そのうえ、ほとんど手をつけた様子もない。目をしばたたく京介に、一彦があっさりと言い放つ。

「見み飽あきちゃったんだよ」

「駄だ目めだよ、一彦兄さん」

　隣にいた次男が笑う。こちらの髪型は、定規で測ったような、ぴったりとした真ん中分けだ。顔も声も、一彦とよく似ている。

「そんなことを言ったって、こんな庶しよ民みんくさい使用人にわかるものかい。なあ、三みつ彦ひこ」

「全くだね、次つぐ彦ひこ兄さん」

　呼びかけられた三男が更さらに笑って頷うなずく。上の二人とやはりよく似た顔の男だった。髪型は一彦を鏡に映したように、分け目だけが左さ右ゆう対たい称しようの七三だ。

「こういう感覚は、ボクたちだけのものだからさ。他人には理解できないさ」

「そうさ。ボクたちは共通の価値観で結ばれているんだ」

「兄妹っていいね。幸せだ」

　最後には三人揃そろって大笑いとなった。

　京介はため息をつき、皿を手に取った。

　歩いた先には、「お持ち帰り用タッパー」を手にした豊花が、待っていましたという顔で笑っていた。




　やがて食事に飽きた本間兄妹は、広間の中央に大きなスクリーンを設置した。そこへ一彦の子供の頃の写真やビデオを投とう影えいし、全員で懐なつかしむという趣しゆ向こうらしい。スクリーンや映写機の設置を手伝わされた京介は、どこまでも微笑ほほえましい一族だと感心すらした。

　微笑ましい──そう、パーティの場はどこまでも微笑ましく、穏おだやかで、事件の気配はどこにも感じられないまま、数十分が経過していた。本間兄妹の浪ろう費ひ癖へきに、うんざりした顔をする使用人は多かったが、ここで反乱を起こしてやろうなどという動きもなさそうだ。実際、使用人の一人が「あいつらには腹が立つけれど、給料がいいから我が慢まんしてやる」と口にしていた。

　澱よどみの原因は、パーティとは別のところにあるのだろうか。京介はシャンデリアを見上げ、首を捻ひねった。

「そこの君。こっちにシャンパンをよろしく」

「ボクたちは仲よし兄妹だからね」

「グラスもお揃いでよろしく」

「はい、ただいまー」

　そんな要望が飛ぶと、お持ち帰り用タッパーが満まん杯ぱいになって上じよう機き嫌げんの豊花は、笑え顔がおで応じていた。それは、矯きよう正せい術者の研修中という身分を忘れきったような、見事な笑顔だった。

　ふと京介は、末っ子の姿が見当たらないことに気がついた。広間を見回すと、隅にある銅像の前で、幼女はしゃがみ込んでいた。相手は京介と目が合うと、鋭するどい目線で睨にらみ返してきた。

「そこの君」

　長男の一彦が京介の肩かたを叩たたき、話しかけてきた。

「あそこにいる留とめ子こを、連れてきてくれないか」

　一彦が幼女を指差すと、次彦と三彦も京介の肩を気やすく叩いてきた。三人の背せ丈たけはどれも同じくらいだったが、手の力もまた全員同じだった。

「是ぜ非ひそうしてくれ。一彦兄さんの誕生日なんだから、全員揃って楽しまなければならない。それが兄妹というものさ。なあ、三彦」

「全くだね、次彦兄さん。そこの君、留子は頑がん固こだから、引きずってでも連れてきてくれ。全員揃わないと兄妹じゃないからね。ねえ、一彦兄さん」

「その通りだよ、二人とも」

　そう言って、三人は声を揃えて大笑いをした。

　京介はかなり面めん倒どうくさいと思ったが、銅像の方へ歩き出した。ちょうど煙草たばこを吸いたくなってきたところだったので、一彦たちから離はなれたかった。

　部屋の隅すみまで来て、京介は銅像を見上げた。京介の身長ほどの台座の上に、馬に乗った武将の像が載のっている。馬も武将も、実物と同じ大きさで作られているように見えた。

　甲かつ冑ちゆうを身に着け、槍やりを手にした像の名前は、台座に記された説明によると「本間十じゆう三さぶ郎ろう」。本間家の先祖であるようだ。

　台座の陰かげで煙草に火を点つけ、京介は末っ子を改めて見下ろした。留子は膝ひざを抱かかえ、スクリーンの方をじっと見ている。画面には、一彦が小学生の頃ころの運動会の映像が映っていた。

「あっちで呼んでるぞ」

　京介が呼びかけると、留子は鼻を鳴らして答えた。

「行かないでしゅ。あんな子供じみた人々とは、遊ばないでしゅ。そんなことより、ジュースを持ってきなしゃい」

　語ご尾びのはっきりしない子供じみた喋しやべり方で、留子が言った。飲み物はアルコールの入ったもの以外、もう用意していない。厨ちゆう房ぼうの冷蔵庫の状じよう況きようを京介が伝えると、留子は頰ほおを膨ふくらませた。

「だったらケーキを持ってきなしゃい」

「ケーキは捨てたみたいだけど」

「使えない使用人でしゅ。もういいでしゅ、あっちに行きなしゃい」

「引きずってでもお前を連れてこいって、言われたんだ」

「一彦兄しゃんの言うことなら、何でも聞くってことでしゅか。ふん、権力の犬」

　京介はため息をつき、一彦たちの方を見た。早くしろと言わんばかりに、三人揃そろって手招きをしている。

　仕方がないので、京介は煙草を消し、小さな留子の体を抱えて歩き出した。京介を犬呼ばわりした留子の悲鳴は、本間家に来る前、豊花が苛いじめたポメラニアン並みに喧やかましかった。

　と、それまでビデオの静止画像が投じられていたスクリーンが、一いつ瞬しゆん小さく乱れ、赤い映像に切り替かわった。京介は思わず足を止めた。だが足を止めたのは、京介だけではなかった。

　他ほかの使用人も、豊花も、そして本間兄妹も、スクリーンを見つめて動きを止めていた。そこには赤い文字で、こう書かれていたのだ。

　この場にいる全員殺す！

　誰だれかが悲鳴を上げ、次の瞬しゆん間かん、シャンデリアが天てん井じようから降ってきた。




　巨きよ大だいなシャンデリアが、スクリーンを押し潰つぶして床ゆかに叩きつけられる。耳みみ障ざわりな騒そう音おんと激しい震しん動どうが、広間を駆かける。四方から人の悲鳴が響ひびいたが、京介が抱えた留子の声が、やはり一番大きかった。

　照明が落ちたせいで、広間は薄うす闇やみに包まれていた。使用人が数名、慌あわてふためき、廊ろう下かに出ようと駆けてゆくが、扉とびらにしがみついたところで叫さけんだ。

「か、鍵かぎがかかっています！」

「窓も開きません！」

「非常用の懐かい中ちゆう電灯、全部電池が抜ぬかれています！」

　一いつ斉せいにパニックに陥おちいる人々を眺ながめ、京介は眉まゆを寄せた。本間兄妹や使用人を広間に閉じこめて、はっきりと殺人宣言。パーティの余興ではなく、誰かが真しん剣けんにやっているのだとしたら、澱よどみの原因は間ま違ちがいなくこれだろう。

「一体何なんだ。せっかくの誕生日だというのに」

　一彦が言うと、次彦と三彦が同時に頷うなずいた。

「本当に迷めい惑わくだ。一彦兄さん、犯人に心当たりはあるかい？　兄さんは色々な人から恨うらまれていそうだから。なあ、三彦」

「そうだよね、次彦兄さん。でも意表をついて、実は一彦兄さんの自作自演だったらいいなって、ボクは期待しているぜ」

「やめてくれよ、次彦も三彦も。ボクだったら、もっと派手にやるさ。落ちるのはシャンデリアじゃなくて、天井ごととか」

　薄闇の中で、三人は肩かたを叩たたき合って笑っていた。この人たちは放ほうっておいても平気そうだと、京介は確信した。

「全くもう、せっかく楽しくパーティが進んでいたのに……」

　いつの間にか京介の隣となりに来ていた豊花が、不服そうに呟つぶやいた。豊花の口の周りには、ソースのようなものがべったりとついている。明かりが消えてから今までの数十秒で、騒そう動どうに乗じ、料理を口にしたようだ。

「とりあえず、玲洗樹の枝を取りに行きましょう。術を使えば明かりも作れるし、扉も開けられるわ」

　豊花は京介にカレーくさい息を吐はきつけて、真面目まじめな顔でそう言った。

　京介は抱かかえた留子をどうするべきか迷った。留子は顔を京介の腹に押しつけて、ぶうぶうとくぐもった声を上げている。小さな肩が震ふるえているから、泣いているのかもしれない。一彦たちは会話に夢中になっていて、留子のことは全く気にしていないようだった。仕方がないので、留子を抱えたまま移動する。

　分厚いカーテンの後ろに隠かくした玲洗樹の枝を取り、京介たちがまず何の術から使うかを考えていると、部屋のどこかで鈍にぶい音が響いた。ついで、何かの倒たおれる音が聞こえる。

　誰かが悲鳴を上げた。京介と豊花は顔を見合わせ、人が集まっている方へ急いだ。使用人が蠟ろう燭そくの乏とぼしい明かりで照らす中、床に俯うつぶせに倒れている男の姿が浮うかび上がった。

「料理長だわ……」

　豊花が呟き、息を飲む。料理長の後頭部には、大きな瘤こぶができていた。背中には紙が一枚貼はられ、赤い文字で「味つけが濃こいから殺す」と記されている。

「料理長……いい人だったのに……！」

　使用人の一人が顔を覆おおって叫んだ。

「確かに味つけは濃かったけど、殺されるほどじゃなかった。誰が料理長を殺したんだ。許さない」

　一人の泣き声は伝染し、広間にいる使用人が全員泣き始めた。豊花まで鼻をすすり、「あたしはこの人の味つけが好きだったわ」と語り始める。一彦たちだけは、別の話題で盛り上がっていた。

　料理長がいい人だったかどうかは知らないが、気絶しているだけで死んではいないようだった。京介は料理長を部屋の隅すみに引きずり、治ち癒ゆ術の呪じゆ文もんを唱えた。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。辰たつより出いでて、亥いへ沈しずめ。通過、損傷人体にて発動、修復」

　玲洗樹の枝から光が発し、料理長の体を包む。一瞬の輝きだが、照明の消えた室内では充じゆう分ぶんに目立つものだった。

　使用人たちの視線が集まる中、目を覚ました料理長が立ち上がる。泣き声がどよめきに変わった。

「料理長が生き返った」

「料理の神様がまだ死ぬなと言ったんだ」

「本間十三郎の奇き跡せきだ」

「料理長、万ばん歳ざい」

　駆かけ寄ってきた使用人たちは、料理長を三回胴どう上あげすると、口々に言った。

「犯人はまだ広間の中にいるはずだ」

「料理長のかたきをうつぞ」

「捕つかまえたら、六ヶ月間、味見当番の刑けいにしてくれる」

　それぞれの手に、盆ぼんやワインの空あき瓶びんなどを持ち、使用人たちは鬨ときの声を上げて広間中へ散って行った。誰だれもが、殺人予告は「この場にいる全員」と指定していたことを忘れているようだ。

　一いつ緒しよになって駆けて行こうとする豊花の手を摑つかみ、京介は言った。

「こいつ、持っていてくれ」

　京介はずっと自分の体に張りついたままだった留子を剝はがし、豊花の手の中へ押し込んだ。留子の肩はまだ震えている。

　胴上げから降ろされた体勢のまま、まだ茫ぼう然ぜんとしている料理長に京介は尋たずねた。

「誰にやられたか、見なかったか」

「後ろから、いきなりだったから……」

　治癒術により、もう瘤は消えた後頭部をさすりながら、料理長が答える。

「でも、気配も何も感じなかった……。突とつ然ぜん、頭の後ろでぼごって音がして」

「ぼご？」

「そう……あ、今、左の方から聞こえたような」

　ぼご。

　広間の至る所で、料理長が表現したような音が、立て続けに響ひびいた。そして同じ数だけ、人の倒れる音がする。今度は誰からも悲鳴は上がらなかった。京介は豊花と共に走った。

　使用人が全員倒れていた。全員の後頭部に損傷があり、全員の背には料理長と同じように、紙が貼ってある。赤い文字で書かれている言葉は──。

「『権力の犬』……」

　読み上げた京介は、豊花が抱えている留子に視線をやった。留子は顔を伏ふせ、肩かたを震わせていた。だがその震えは、泣いているからではなかった。ゆっくりと顔を上げた留子の口から、笑い声が漏もれる。

「全員死になしゃい。一彦兄しゃんの好きな料理しか作らない料理長も、権力の犬の使用人も、みんな死ぬのでしゅ」

「京介……」

　留子を抱えたまま、豊花が青ざめた顔で呼びかける。時限爆ばく弾だんを間ま違ちがって持ってしまったような、途と方ほうに暮れた顔だった。

「どういうことよ？　こんな子が犯人だったの？」

「そうでしゅよ。今までおかしくて仕方ないから、笑いを堪こらえていただけでしゅ」

　留子は肩を揺ゆらし、楽しげに笑っていた。シャンデリアが落ちてきた時、留子が上げた声は悲鳴ではなく、歓かん声せいだったらしい。

　よく笑うのは、本間一族の特とく徴ちようなのだろうか。そんなことを考えつつ、京介は気絶している使用人たちを眺ながめた。シャンデリアが落ちた時、料理長が襲おそわれた時、そして十数人の使用人が立て続けに倒たおされた時、留子は京介や豊花と一緒にいた。留子自身が手を下すことは不可能のはずだ。

「最新式の殺人マシーンがいましゅ」

　京介の考えを見み透すかしたのか、留子が生意気な笑えみを見せた。もう留子は豊花の手から降り、自分の足で床ゆかに立っている。

　京介はため息混じりに尋ねた。

「マシーンって、何だ」

「実物を目にする前に、あんたたちも死ぬでしゅ」

　残ざん虐ぎやくそうな笑みを浮うかべ、留子が言う。

「今日のパーティのために、留子が買ったんでしゅ。全員殺すまで、マシーンは動き続けましゅ」

「どうしてそんなことするのよ」
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　豊花が眉まゆをつり上げて問うと、留子は鼻を鳴らしてきっぱりと言い放った。

「決まってるでしゅ。留子がこの家で、一番になるためでしゅ。留子の誕生日祝いより、一彦兄しゃんのパーティの方が派手なのは、いやなんでしゅ。留子より兄しゃんたちがいい思いをするのは、だめでしゅ」

「そんなこと自力で何とかしなさいよ。あたしはやってるわよ。ねえ、京介」

　同意を求めてきた豊花を無視し、京介は広間の中の気配に神経を集中させる。マシーンということは、その名の通りに機械なのか。あるいはそう呼んでいるだけで、人間の共犯者か。何にしても、気配や物音がないのは不思議だと思った。

　またどこかで、先ほどと同じ鈍にぶい音が響いた。京介のすぐ後ろで、三人並んで笑っていた一彦たちのシルエットが、ひとつ欠けている。

　誰がやられたのか、京介はすぐにわからなかったが、残った二人が足あし下もとに倒れた背中を見て言った。

「困ったぞ、三彦。一彦兄さんがやられてしまった」

「参ったね、次彦兄さん。じゃあ本間家の跡あと取とりは、次彦兄さんだ」

「ボクはいいよ。三彦がやれよ」

　次男と三男は、互たがいの手を引っ張り合って、再び笑い始める。その背後を、何かが風のように駆かけた。その何かが消えた時、次男と三男は揃そろって倒れた。

　何かいる──京介は玲洗樹の枝を握にぎる指に、力を込めた。

　音をほとんど立てずに動く、人間以外の何かが、この広間にはいる。豊花が息を飲んで京介の背中に張りつき、留子が「あと二人、あと二人」と楽しげなカウントダウンを始める。

　右の方で、小さな物音がした。

「豊花、照明の術を使え」

　京介は豊花に命じ、一彦たちの体を越こえて走った。シャンデリアが落ちた場所の先、料理を載のせたテーブルを押しやった辺りだ。

　テーブルの上で、うごめいている影かげがあった。京介は影に向かって手を伸のばした。相手も京介に気がつき、反はん撃げきするように飛びかかってくる。豊花が唱えた照明の術が発動し、広間にぼんやりとした明かりが満ちた。

　京介の手に嚙かみつこうとしているのは、バレーボールサイズの球体だった。球体には目と口があり、手足と小さな羽根もある。こんな生物に、京介は以前にも会ったことがあった。白しら玉たま一いち号ごうという名前の小精せい霊れいだ。

　京介は球体を手で摑つかみ、そのままテーブルに叩たたきつけてやった。白い体が「うぎゃ」と声を上げ、歪ゆがんで潰つぶれる。もう一度同じことを繰くり返してやると、更さらに潰れた白玉一号は「もうしません」と呟つぶやいた。餅もちつきでもしているような気分になった。

「マシーンってこれのことか」

　もう球体ではなくなった小精霊の体をつまんで、京介は留子に見せた。留子が悲鳴を上げ、京介の手から白玉一号を奪うばい取る。留子は白玉一号の体が、形状記き憶おく合金のようにすぐ元に戻もどることを知らないらしい。潰れた球体を抱だきしめて、泣き始めた。

「留子の、留子の殺人マシーンが、幼よう稚ち園えんの帰り道で怪あやしいおじしゃんから買った、殺人マシーンが」

　豊花が留子を見下ろし、「可哀かわい相そうに」と呟く。世界征せい服ふくが夢だという白玉一号は、わけのわからない行動で、頻ひん繁ぱんに人間を騙だます。どうせ今回は、金持ちの本間家に理由をつけて住みつき、食事にありつこうという魂こん胆たんだったのだろうと、京介は思った。

「すみません、雇こ用よう主ぬしさん……何のお役にも立てなくて……」

　白玉一号が留子を見上げ、掠かすれた声で言った。

「ぼくは確かに最新式の殺人マシーンですが、あの中学生は、超ちよう最新式の殺人マシーンなんです……こんなところで出で逢あうとは迂う闊かつでした」

　そう言って、白玉一号は震ふるえる手で京介を指差す。明かりの下で見ると、白いはずの体は、ケチャップやホワイトソースにまみれ、色いろ鮮あざやかに染まっていた。どうやら相当長い時間、料理の上を転がっていたらしい。

「白玉一号の奴やつ、他ほかにも色々やましい商売してそうね……。あとで吐はかせてやる」

　うんざりした顔で豊花が呟き、玲洗樹の枝で京介の背中を叩いた。

「ほら、怪け我がをした人に治ち癒ゆ術を使うわよ。で、さっさと帰りましょう」

　頷うなずきかけて、京介はふと考えた。

　何のお役にも立てなかったと、白玉一号は言った。そしてあの料理のしみ。襲しゆう撃げき者しやは、本当に留子が雇やとった白玉一号だったのだろうか。

　そこへ、治癒術で目を覚ました一彦たちが、留子の方へ歩み寄ってきた。

「どうしたんだい、留子。潰れた玩具おもちやを抱かかえて」

「壊こわれちゃったんでしゅ。留子の買った殺人マシーンが壊れちゃったんでしゅ」

　泣き喚わめく留子に、三人の兄は笑いながら手を差し伸べる。

「馬ば鹿かだなあ、留子は」

「その通りだね、一彦兄さん。そんなことで泣くなんて馬鹿だ。なあ、三彦」

「全くだよ、次彦兄さん。留子、玩具が壊れたら、また買えばいいんだ。ボクたちが何でも買ってやるよ」

　そう言って、三人揃って大笑いする。留子は潰れた白玉一号を投げ捨て、泣きながら一彦に抱きついていった。

　京介は、足あし下もとに転がってきた白玉一号を拾い上げた。徐じよ々じよに元の体型に戻りつつある白玉一号は、瞳ひとみを輝かがやかせて言った。

「拾ってくれるんですか。金持ちで気まぐれな子供の一時的な娯ご楽らくに過ぎなかったこんなぼくを、拾ってくれるんですか。ありがとう、ぼく、絶対嚙みつきませんから」

「拾わない。ひとつだけ聞きたい。お前、ここで誰だれかを襲おそったか」

「……そうしろって命じられていたんですけど……」

　白玉一号は気落ちしたように羽根を揺ゆらして答えた。

「でも、料理が美味おいしそうだったので、ついついそっちに行っちゃいまして」

「何もしてないのか？」

「シャンデリアを落としたり、色んな人の後頭部を殴なぐりまくっていたの、あなたなんでしょう？　いやあ、さすがは超最新式の……」

　京介は白玉一号を投げ捨て、広間を見回した。

　事件が解決したと思ったのか、全員安心しきった顔をしている。シャンデリアを片づける使用人、料理長を胴どう上あげしている者たち、そこに参加している豊花、笑う本間兄妹。

　そこで京介は、妙みようなことに気がついた。広間の隅すみにある台座の上から、武将の像が消えていた。騒そう動どうの最中さなかに、落下したか壊れたかにしては、周辺に破片が見当たらない。

　背後でわずかに風が動いた。京介は振ふり返り、反射的に玲洗樹の枝を突つき出した。術具が何かを弾はじき返し、高い音が鳴り響ひびく。広間中の視線が集まった。

　京介の背後には、馬に乗った武将の銅像がいた。銅像が動き、手に持った槍やりを振り上げた。




　横から駆かけてきた豊花が、京介を突き飛ばして床ゆかに倒たおした。槍は空から振ぶりをし、側そばにあったテーブルを穿うがった。料理の皿や、豊花のお持ち帰り用タッパーが宙に舞まう。武将は兜かぶとの下で舌打ちをすると、槍をテーブルから引き抜ぬいた。

　銅で作られた槍の穂ほ先さきに、切れ味はないように見える。だが重さは充じゆう分ぶんにあり、鈍どん器きとしてならば、立派に役目を果たしそうだった。もしあれで後頭部を殴られたら、瘤こぶくらいは簡単にできるだろうと京介は思った。

「何をぼうっとしてるのよ。死にたいの？」

　血相を変えた豊花に問われ、京介は起き上がる。本間十三郎の像は、険しい顔で京介を見み据すえていた。

「そうじゃなくて、銅像って動くのかどうか、考えていた」

「動くわけないでしょう。普ふ通つうは動かないわよ」

「じゃあ、どうして動いてるんだ」

「それがわからないから怖こわいのよ」

　豊花が京介の背後に隠かくれた時、馬がいなないて銅像が動いた。頭上に再度振り下ろされた槍に、京介は白玉一号を拾って投げつけた。槍で払はらわれ、白玉一号は天てん井じようまで跳はね上がり、「人間なんてー」と叫さけんでいた。

　手た綱づなを引いて馬を止めた十三郎は、槍を降ろした。鎧よろいに覆おおわれた肩かたを落とし、首を振って深いため息をつく。随ずい分ぶん人間じみた仕草だった。更さらに十三郎は、人間じみた肉声で、言った。

「全然駄だ目め。なってない。妹に盾たてにされたら、更に盾にし返すくらいの根こん性じようがないと」

　低く呟つぶやく十三郎に、豊花が京介の陰かげから恐おそる恐る顔を出した。

「……喋しやべった……ねえあんた、生きてるの？」

「全然駄目。なってない」

　十三郎は豊花の質問を無視して言う。

「兄を助けるために突き飛ばしたなら、更に兄を床に叩たたきつけて頭をかち割るくらいしないと。全然駄目」

「駄目って言われても……」

「もういい。並んで。全員並んで」

　十三郎は銅の手を叩き、そう叫んだ。厳いかつい外見のわりに、声は意外とかん高かった。

　京介や豊花、本間兄妹と使用人は、十三郎の前に横一列に並ばせられた。全員、事情と十三郎の正体を摑つかみかね、怪け訝げんそうな顔をしている。

　唯ゆい一いつ笑っている隣となりの一彦に、京介は尋たずねた。

「あいつ、何者なんだ」

「台座を見なかったのか？　本間十三郎氏。ボクたちの遠いご先祖様だ」

　きっぱりと答えた一彦の向こう側から、次男と三男も顔を突き出して、京介に微笑ほほえみかける。

「本間十三郎は、戦国時代を駆け抜けた伝説の人物さ。なあ三彦」

「その通りだね、次彦兄さん。十三郎は十三番目の子供で、跡あと継つぎの可能性はまるでなかったんだけど、兄弟を全員倒して成り上がっていったんだ。そうだよね、一彦兄さん」

「そうさ、二人とも。そして十三郎は奉ほう公こう先の名高い武士の家でも、主人やその子供を倒して更に成り上がる。骨肉争いや下げ剋こく上じようの伝説のプロなのさ」

　変な伝説、と京介の隣で豊花が呟く。その頭上に、当の本間十三郎が槍を掲かかげて言った。

「はい皆みなさん、静せい粛しゆくに。私、ここ数百年ね、ずっと家の様子を見させてもらってたけど、全然駄目。子孫のあなた方も、使用人のあなた方も、全然駄目。あと料理長、あんな濃こい味つけじゃ、塩分取りすぎ。長生きできないでしょ」

　十三郎は槍の穂先で一彦たちと、使用人を順に示した。京介は他の人々も思っているであろう疑問を抱かかえ、銅でできた相手の顔を眺ながめていた。どうして喋ったり動いたりしているんだろう、と。

　こちらの不ふ審しんにはまるで取り合う様子もなく、十三郎は馬を動かしてその場を歩き回った。相当な重さがあるはずの像が動き回っても、何故なぜか足音は立たなかった。

「もう、兄妹みんな気持ち悪いほど仲よくしちゃって、使用人も従っちゃって。やっと末っ子の留子が『おっ』というような行動に出たから、応おう援えんしたくなって手を貸してやったのに、結局仲直りしちゃうし。あなた方全員、根性なし」

　十三郎が高い声で怒ど鳴なった。一彦の背後にいた留子は、小さく唸うなって身を竦すくめた。一連の事件は、留子の企くわだてが始まりとはなっていたものの、全すべては十三郎の節せつ介かいが原因だったのだ。

「いい？　骨肉争いはとても大切。下剋上には社会的な意義があるの。わかった？　わかったらね、そこのあなた」

　十三郎が豊花の顔に槍やりを突つきつけ、言った。

「全力で、自分の兄を潰つぶしてごらんなさい。私の見たところ、あなたがこの中で一番、筋がありそう」

「はーい、先生」

　豊花が頷うなずき、玲洗樹の枝を京介に向けて突き出した。使用人が悲鳴を上げ、遠くに避ひ難なんしていく。一彦たちも笑いながら離はなれていった。

　京介は黙だまって豊花の顔を見返した。豊花の瞳ひとみは気合いに満ちていた。

　そして気合いに満ちた声で、豊花は呪じゆ文もんを唱え始める。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。大気を集つどいて対象を風圧。酉とりより出いでて午うまへ沈しずめ」

　呪文を唱え終えた瞬しゆん間かん、豊花は玲洗樹の枝を京介から十三郎へ向けた。

　大きな空気の塊かたまりが生じ、銅像に向かって飛んで行く。塊は槍を砕くだき、呆あつ気けにとられた十三郎と馬を飲み込んだ。

　風に吹ふかれた白玉一号も、空気の渦うずの中へ流されていったが、やはり「人間なんてー」と叫んでいた。

「あんたの頃ころとは時代が違ちがうのよ」

　風の中で豊花が呟いた。眉まゆがつり上がっているのは、十三郎の考えに賛同できないからではなく、お持ち帰り用タッパーを破は壊かいされた恨うらみだろうと、京介は思った。




　本間十三郎の銅像が破は壊かいされ、原因が消しよう滅めつすることによって澱よどみも消えた。

　京介は像の破片を調べたが、やはりただの像で、内部に妙みような仕し掛かけは見当たらなかった。銅像が喋しやべったり動いたりした理由は説明がつかなかったが、一彦があっさりと「十三郎氏の幽ゆう霊れいじゃないか」と言った。次彦と三彦も同意を示した。留子も「そうでしゅね」と頷いた。

「時間はかかったけど、今回の課題ではちゃんとした評価をもらえそうね」

　洋館を出る前に、豊花が背せ伸のびをしてそう言った。十三郎の幽霊には悪いことをしたかもしれないが、確かに今回は、澱みの原因を問題なく消すことができた。京介もつられて欠伸あくびをしていると、洋館から追いかけてきた一彦が、一枚の紙を差し出してきた。紙には請せい求きゆう書しよと書かれている。

　一彦は笑え顔がおで言った。

「銅像の修理費、よろしく」

　請求書にはものすごい金額が記されていた。豊花がポメラニアン並みの悲鳴を上げた。




　後日、京介たちが研修課から受けた評価は、合格点以下のもので「弁べん償しよう」だった。実にわかりやすい評価だった。その代金を支し払はらうため、京介たちは本間家でのアルバイトを、もう少しだけ続けることになってしまった。

　ある日、京介が廊ろう下かの掃そう除じをしていると、通りかかった本間兄妹が命じてきた。

「そこの君、オレンジジュースを四つ、よろしく」

「ボクたちは仲よし兄妹だからね」

「グラスもお揃そろいでよろしく」

「すぐに運ぶでしゅ」

　厨ちゆう房ぼうに向かって廊下を曲がった時、角の向こうから妙なシルエットが歩いてくるのが見えた。京介は足を止めて眉を寄せた。

「知らなかったんでしゅか」

　京介を見上げ、留子が笑った。

「十三郎しゃんの銅像は、お家の中にあと二十体あるんでしゅよ」

　シルエットは馬に乗った武将だった。

　槍を振ふって「全然駄だ目め」と呼びかける武将に、京介はため息を返した。
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ある銅像の私記

　私の名前は本間十三郎。戦国時代を駆かけ抜けた伝説の人物。

　天てん寿じゆを全うしたはずの私は、気がついたら銅像になっていた。愛馬のウマヒコも一いつ緒しよだった。

　事態がわからず混乱する私に、ウマヒコはこう言ったわ。

　ご主人様。きっとこれは、ご主人様の第二の人生の火ひ蓋ぶたが切って落とされた、ということでしょう。ひひーん。

　ご主人様は、ご主人様の子孫と、彼らの生きる時代を見つめるべきなのです。

　そしてたまに口を出す。

　時には手も出す。

　それがご主人様の宿命なのでございます。ぶひひん。

　宿命。その通りだわ、ウマヒコ。

　そう、私には、後世に伝えたいことがあった。それは私の望むもの、求めるもの。

　下げ剋こく上じよう。いい響き。

　骨肉争い。胸に染しみる。

　こうして私は、偉い大だいなる先導者としての人生を歩み始めた。

　ほんの些さ細さいなことだけれど、それさえ伝われば幸せだった。

　それなのに。

　私の一族は、いつのまにかとても生なま温ぬるくなってしまった。この前も、子孫の家に現れた変な娘むすめに、私の理想は通じなかった。

　時代が違ちがえば、理想も違うというのかしら。

　嘆なげく私に、ウマヒコが言った。

　ご主人様。弱気になってはいけません。誰だれが何と言おうと、ご主人様は信念を貫つらぬき通すべきです。骨肉争いが社会を救う時代が、必ず来ます。ばふふん。

　信念。その通りだわ、ウマヒコ。弱気なんて、全然駄目。何百年も銅像をやっていて、私も少し、疲つかれていたのかもしれない。しっかり休まないと、よい戦いくさはできないの。

　温泉にでも浸つかって、体と心をほぐすことにしましょうか。
























『当旅館の露ろ天てん風ぶ呂ろには、千五百年の歴史がある虹にじ原はら温泉の源泉を引いております。効能は、関節痛、神経痛、切り傷、擦すり傷、疲ひ労ろう回復など』

　説明をそこまで読み、一条京介は看板に向かってため息をついた。

　京介は温泉にそれほど興味がない。自宅で沸わかす風呂にも、入にゆう浴よく剤ざいは使わない。だが今ばかりは、ここの露天風呂に入ってもいいと思った。

「すごい、温泉。すごい、旅館。温泉旅館、すごいすごい」

　傍かたわらにいる双ふた子ごの妹豊花が、かん高い声でそう喚わめきながら、京介の腕うでを盛さかんに引っ張った。

　京介の学生服の下で、関節が痛んだ。神経も痛んだ。豊花の力が強すぎるせいで、手の甲こうには切り傷も擦り傷も多数浮ういている。何より豊花の黄色い声は、聞いているだけで全身が疲労する。

　京介のうんざりした視線には気がつかずに、豊花は嬉うれしそうにその場で跳はね続けた。もともと喧やかましい妹だが、今日の豊花はいつもの十倍ほど騒さわがしい。

「あ、売店だ。売店があるわよ、京介。お饅まん頭じゆう発見。温泉饅頭だ。三十六個入り。帰りに買おうね。絶対買ってね。ねえねえ、あの人、この旅館の仲居さんかな。挨あい拶さつしちゃおうか。元気な声でいくわよ。せーの、こーんばんはー」

　近くを通った和服の女性に向かい、豊花は手にした術具、玲れい洗せん樹じゆの枝を振ふった。その女性は一いつ般ぱん客きやくだったらしく、うるさそうな顔で建物の中に戻もどって行った。

　山の斜しや面めんに造られた、老舗しにせ旅館「虹原館」。京介たちの目の前にある建物が、それだ。どっしりとした黒い柱と、鈍にび色いろの瓦かわら屋や根ねに風格を感じさせる三階建て。旅館の裏手からは白い湯けむりが漂ただよい、夕暮れの空へ立ちのぼっていく。光こう流りゆう脈みやく矯きよう正せい術者の研修生である京介と豊花が、今日の実技課題として与あたえられた場所がここだった。

「よし。課題が片づいたら、お風呂に入っちゃおうかな」

　虹原館の正面玄げん関かんを指さし、豊花が一方的に頷うなずいた。かすかに硫黄いおうのにおいが混ざった風が吹ふき、豊花の長い髪かみが揺ゆれた。

　京介が制服のポケットから煙草たばこを取り出していると、豊花が笑いかけてきた。

「ねえ京介、一いつ緒しよに入ろうか？」

「入らない」

「冗じよう談だんに決まってるでしょう。ここの露天風呂、男女別って書いてあるもんね。残念でした」

「ああ、そう」

「館内は禁きん煙えんとも書いてあるわよ。禁煙パンチ」

　豊花は京介の手から煙草を叩たたき落とすと、笑い声を上げて玄関へ走って行ってしまった。玄関から出てきた客の集団が、豊花に撥はね飛ばされる。

　豊花が異常に喜んでいるのは、虹原館の高級そうな佇たたずまいが気に入ったからだろうと、京介は思っていた。中学の修学旅行で泊とまった宿とは格が違ちがうように見えるし、今まで個人でこの手の旅館を訪おとずれたこともない。京介たちの両親は、家族旅行で温泉に連れて行ってくれるような、情じよう緒ちよのある人種ではないのだ。

　京介はもう一度看板を眺ながめ、温泉の効能を確かく認にんした。はしゃぎすぎを鎮しずめるとか、テンションを下げるとか、声を小さくするといった効能があればよかったのに、と思った。




　虹原館の宿しゆく泊はく料金は、一人あたり三万五千円から。温泉を利用するだけの日帰り客は、一人あたり千五百円。そんな料金表を見た途と端たん、豊花の機き嫌げんは悪くなってしまった。

「お風呂に入るだけで、そんなにかかるの。うちの近所の銭湯は、三百円だっていうのに」

　京介たちは宿泊をする必要はないが、まず旅館内に入らないことには、澱よどみの原因を探すことも浄じよう化かすることもできない。高いのは仕方がないと諦あきらめて、二人で日帰り料金を支し払はらった。財さい布ふは見事に空になってしまった。

「宿泊客につく夕ご飯って、すっごい豪ごう華かみたいよ」

　廊ろう下かを歩きながら、豊花はフロントでもらったパンフレットをずっと見つめていた。

「まろやかな虹原牛を使った鍋なべだって。いいなあ。一昨日おとといの給食のカレーに入っていた肉以来、肉らしい肉は食べてないわよ」

　豊花の腹が鳴ると、すれ違った浴衣ゆかた姿すがたの客が、不思議そうな視線を投げてきた。

　平日の夕方に、高級旅館の中を中学生がうろついていることもあるのだろうが、京介たちが持つ玲洗樹の枝が気になったようだ。京介は気にしなかったが、豊花は指をくわえて客を見つめ返していた。この旅館で浴衣の貸し出しを受けられるのは、宿泊客だけ。豊花には彼らが牛肉に見えるのかもしれないと、京介は思った。

　三階まで上がり、京介たちは一いつ旦たん足を止めた。これといった異変は何も起きていないようだが、澱みの気配は旅館全体から感じられた。

「客室の数は三十……。そのどこかに、凶きよう悪あく犯はんでも潜ひそんでるのかなあ」

　パンフレットを開き、豊花が首を捻ひねる。ひと部屋ずつ調べ始めたら、旅館側に不ふ審しんがられて追い出される可能性もある。

　廊下の奥にある部屋の戸が開き、客が一人出てきた。年は京介たちとそれほど変わらない少女だ。浴衣の肩かたの上で、髪の毛が上品にカールをしていた。

「あら、京介くんと豊花ちゃん。こんばんは」

　こちらに気がついた少女が、穏おだやかな笑えみを浮かべて声をかけてきた。豊花が声を上げ、パンフレットを握にぎり潰つぶす。少女は京介たちと同期の研修生で、樋名谷瑠々だった。

「どうして瑠々がここにいるのよ」

　潰したパンフレットで瑠々の顔を示し、豊花が頰ほおを膨ふくらませた。

「まさか、あたしたちの課題を横取りしに来たんじゃないでしょうね」

「まさか、そんなみみっちいことはしませんよ」

　瑠々は持っていた白いバスタオルを抱かかえると、顔の横で手を振ふった。他ほかに所持している物は洗面道具だけで、瑠々は玲洗樹の枝を持っていなかった。明らかに、個人的な用でここを訪れている証しよう拠こだ。

「そんなことしても、意味がありませんからねえ。修しゆう了りよう試験を受けるための必ひつ須す単位、わたしはもう充じゆう分ぶん足りているんです」

「ふうん……。それでのんびりと、温泉で遊んでるってわけ？　いいご身分ね」

　そう言った豊花の鼻から、湯けむりに似た蒸気が噴ふん射しやされた。

　研修生の中で瑠々は成績優ゆう秀しゆう、常に首席の座を保持している。京介たちはここのところ、課題で合格点をもらえない日々が続いている。豊花の瑠々に対する感情は、ライバル心というよりも単なる僻ひがみだろう。京介は廊下の窓から外を眺め、欠伸あくびをした。

「何か見えますか？」

　瑠々が顔を突つき出してきて、にっこりと笑った。

「この周辺って、何もないんですよねえ。これじゃ、観光客も集まらないでしょうね」

「そんな何もないところに、瑠々はどうして遊びに来たのよ」

　豊花が顔を突き出すと、瑠々はゆっくりと答えた。

「遊びに来ているんじゃありませんよ。わたしの家のお風ふ呂ろが改築中で使えないので、ここの温泉に入りに来たんです」

「何よ。そうやって、自分がお金持ちであることをじわじわと自じ慢まんするんだから。お風呂が使えなかったら、普ふ通つうは銭湯に行くでしょう」

「銭湯と変わりませんよ、虹原温泉なんて」

　笑顔のまま、瑠々があっさりと言い切る。廊下を歩いていた従業員が、派手にひっくり返った。

　その様子に瑠々は「あらあら」と呟つぶやいた後、浴衣の襟えりを直しながら言った。

「虹原温泉は、もうほとんど涸かれ果てているとか。温泉マニアの間では、ここの露ろ天てん風呂のお湯も、ただの沸わかした水道水という噂うわさで有名なんですよ」

「そういう噂を聞いて、よく瑠々は来られたわね」

「今日は何となく、鍋が食べたかったからです。知ってます？　ここの旅館の鍋、おいしいんですよ。温泉と宿泊は、ほんのついでです」

　瑠々は「それではごきげんよう」と笑顔で手を振り、廊ろう下かを歩いて行った。

「ほんのついでで、三万五千円も払はらえるなんて。こっちは千五百円払うのにも断腸の思いだったっていうのに。やっぱり金持ち自慢じゃないの」

　頰を膨らました豊花が、八つ当たりなのか、潰したパンフレットを京介の顔へ投げつけてきた。また擦すり傷が増えたと思いつつ、京介はそれを廊下のゴミ箱へ放ほうり投げた。

「あの」

　先ほどの従業員が、険しい顔をして京介の前に立っていた。紫むらさき色いろの和服を着た、中年の女性だった。

　女性は和服の袂たもとを強く握りしめ、言った。

「わたくし、この旅館の女将おかみをやっている者ですが」

　京介は黙だまって会え釈しやくだけを返した。日帰り料金しか払はらっていない客が、客室付近をうろつくなと注意されるのかと予想した。

「お客様、ご安心下さいませ」

　しかし予想に反し、女将は唇くちびるの端はしを歪ゆがめて笑った。

「あの噂は、全くのでたらめです」

「噂？」

「虹原温泉は涸れ果てている、という噂です。ああいったでたらめは他言なさらないように、お願い致いたします」

「はあ」

「さっきのお客様にもお伝え下さい。めったなことを言ってはなりません。……この旅館、出るんですよ」

　眉み間けんに暗い影かげを刻み、女将が声を潜ひそめる。京介の隣となりで話を聞いていた豊花が、小さく息を飲んだ。

「何よ。出るって、何が出るの？」

「温泉が」

　女将は膳ぜんを抱え、やや不気味な笑い声を発しながら駆かけ去って行った。




「確かに、そんな噂は、何十年か前から流れておったのう」

　露天風ぶ呂ろの脱だつ衣い所じよ前にある小さな休きゆう憩けい所じよで、老人が言う。老人が座っている電気マッサージ椅い子すは、奇き妙みような音を立てて唸うなっていた。

　この旅館の中で、客室の他ほかに調べていない場所は、露天風呂だけ。その手前まで来た京介たちだが、電気マッサージ椅子に座った老人から「そんな玩具おもちやを持って温泉に入ったらいかん」と注意をされた。そんな玩具とは、玲洗樹の枝のことのようだ。

　老人は聞いてもいないのに、自分のことを「虹原温泉の王」と名乗った。六十五歳以上であれば、市内にある温泉施し設せつには、どこでも無料で入場できるという特典があるそうだ。老人はこの虹原館にも、週に何度かの頻ひん度どで訪おとずれているという。

　話題は身の上話から、やがて先ほど瑠々が言っていた噂話へと移った。

「一昔前、市内で温泉ブームがあってのう。この山の中に、いくつもの温泉旅館ができたものじゃ。今ではほとんど潰つぶれてしまって、ここと、近くにある『虹にじ湯ゆ閣かく』の二軒けんしか残っていないがのう」

「他の旅館が潰れたのって、やっぱり温泉が涸れちゃったからなの？」

　豊花が尋たずねると、老人は椅子の上で脚あしを組み替かえた。

「本当のところは、温泉ブームが終わったからだと思うがのう。ひとつしかない源泉を、大勢で使っていたから、そんな噂が流れたんじゃろうよ」

「おじいさんは気にしないの？」

「温泉か、ただの湯か、儂わしにはどっちだっていいんじゃ。効能があると思って入れば、効くんだからのう」

　豊花が「王様、格好いい」と言って拍はく手しゆをする。老人がマッサージのスイッチを切り替えると、奇妙な音は更さらに奇妙になった。

　その時、露天風呂の方から悲鳴が聞こえた。声はいくつも聞こえ、男の声も女の声も混ざっているように思えた。京介たちは老人と互たがいに顔を見合わせた。

「京介、男湯の方をお願い」

　豊花が「御ご婦人用」と記されたのれんを払って、脱衣所の中へ駆けて行く。京介はその隣にある「殿との方がた用」の方へ走った。背後から虹原温泉の王が、「湯の中で泳いだらいかんよ」と、わけのわからないアドバイスをしてくれた。

　ひとけのない脱衣所を抜ぬけ、ガラス戸を開けた先は屋外だった。竹の柵さくで囲まれた庭の中央に、湯気の漂ただよう大きな岩風呂がある。乳白色の湯が満たされた風呂の中には、十数人の客がいたが、何故なぜか全員が京介に向かって手を激しく振ふってきた。

　顔の半分以上を湯の中に沈しずめて、表情はどこか必死だ。随ずい分ぶん変わった入浴スタイルだが、溺おぼれているみたいだなと京介が思っていると、客の一人が叫さけんだ。

「溺れてるんだよ、助けてくれ！」

「やっぱりか」

「納なつ得とくしてないで、早くしろよ！」

　この風呂はそんなに深いのだろうかと考えつつ、京介がその客に向かって手を伸のばしてやった時。

　湯の中から、別の誰だれかの手が現れた。二本の手が京介の足首を摑つかんで、強く引く。京介は抵てい抗こうしたが、相手の力も相当なものだった。京介の体は、あっという間に岩風呂の中へ引きずり込まれた。

　視界が乳白色一色に染まり、やや熱めの湯が、鼻や口から体内へ侵しん入にゆうしてくる。水面へ顔を出そうとすると、足首を引かれて湯の中へ戻もどされた。

　不ふ透とう明めいな視界の中で、自分と同じように沈められていく人の姿が、いくつも見えた。風呂の深さ自体は大したことはないが、そもそも溺でき死しに水深は関係ない。京介は玲洗樹の枝を使って、足首に絡からみつく誰かの手を力いっぱい叩たたいた。湯の中で悲鳴が上がり、手が離はなれた。
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　京介は水面に顔を出した。溺れている他の客の足あし下もとを目がけて、玲洗樹の枝を叩きつける。たまに間ま違ちがって客の足も叩いてしまったが、ヒットが決まるごとに悲鳴が聞こえ、岩風呂から次々に不ふ審しんな影かげが飛び出した。

　それは全身をダイビング用のスーツで覆おおった、人間だった。ゴーグルと酸素マスクをつけているので、顔は見えない。そんな怪あやしい人間が十人近く、旅館の方へ一いつ斉せいに逃にげてゆく。

　京介はすぐに追いかけようとしたが、解放された客がそこら中で咳せき込んでいるため、うまく動けなかった。手近なところに浮ういていた木き桶おけを拾い上げ、怪しい集団に向かって投げつけた。一人の額に当たったが、足止めにはならなかった。

「京介、助けてー」

　竹の柵の向こうから、今度は豊花の悲鳴が聞こえてきた。

「誰かがお湯の中から、あたしの足を引っ張ってるの。ちょっとやめてってば、あたしは泳げないのよ。いやあ、こんな鍋なべみたいな死に方は」

　柵の向こう側は女湯になっているようで、豊花以外の悲鳴も飛び交かっている。瑠々らしい声が「豊花ちゃん頑がん張ばって下さい」と言っていたが、その声も半分溺れているように聞こえた。どうやらあちらでも、男湯と同じことが起きているらしい。

「豊花、落ち着け」

　柵さく越ごしに京介は呼びかけた。学生服がたっぷりと水分を吸い込み、重かった。風呂から出ると気温差が身に染しみて、早くも湯冷めを起こしそうだった。

「玲洗樹の枝を使うんだ」

「わかったわ」

　豊花のどこかやけくそ気味な声が返ってきた。

「お湯を全部蒸発させちゃうほどの、炎ほのおの術を使えばいいのね。力いっぱいやってみる」

「いや、そうじゃなくて」

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ」

　京介の言葉を無視し、豊花が大声で呪じゆ文もんを唱え始める。

「十尺前方対象、大気を糧かてに発火。丑うしへ沈め」

　柵の向こうで、巨きよ大だいな火柱と爆ばく音おんが上がった。火の粉と共に柵が吹ふっ飛び、男湯の岩風呂も炎の渦うずに巻き込まれる。客は悲鳴を上げて脱だつ衣い所じよへ逃げて行った。

　制服が乾かわきそうで、よかった。肌はだを焦こがすほどの熱風に向かい、京介は呟つぶやいた。




　術を使って炎を鎮ちん火かさせるのに、十分近くかかってしまった。

　幸いなことに怪け我が人にんは一人も出なかったが、男湯も女湯も崩ほう壊かいしてしまった。風呂は完全に干ひ上あがってしまい、新たな湯は一ひと滴しずくも湧わいてこない。外見だけでなく、露天風呂としての機能も、完全に壊こわれてしまったようだ。全すべて済んだら旅館側に謝らなければならないと思うと、京介は気が重かった。

　気が重いまま、怪しい集団を探して旅館内をまわったが、どこにも見つからなかった。どこかに隠かくれているか、あるいはもうこの旅館にはいないかのどちらかだろう。

　一周して脱衣所前の休きゆう憩けい所じよに戻ると、風呂から上がった数十人の客が集まっていた。

　中心にいるのは、虹原温泉の王である老人だ。男女を問わず、誰もが真しん剣けんな顔をして何かを話し合っているようだが、瑠々だけはのんきに鼻の上へ毛穴パックを貼はりつけていた。

「儂わしは三十年この温泉に通い続けているが、こんなことが起きるのは初めてじゃ。だが実は、いつかこんな日が来るのではないかと思っていた」

　一同を見回し、老人は暗い表情でそう言った。客が一斉に息を飲む音が、休憩所の湿しめった空気の中に低く響ひびく。瑠々が自じ動どう販はん売ばい機きで紙パックのコーヒー牛乳を買い、「ついでです」と言って、京介と豊花にもひとつずつ奢おごってくれた。

「この旅館は呪のろわれておる、と儂は見た」

　客の間にざわめきが走った。女性が何人か倒たおれ、子供が泣き始めた。

「恐おそらくは、長年の間、鍋にされ続けた虹原牛の恨うらみじゃ。あるいは、蒸むされ続けた温泉饅まん頭じゆうの恨み」

「そうだったのか」

「さっき露ろ天てん風ぶ呂ろを破は壊かいした火の塊かたまりは、恨みの炎だったんだな」

「恐ろしい。なんて恐ろしい」

　騒さわぐ客に向かって、老人が制するように両手を上げる。老人は電気マッサージ椅い子すから立ち上がると、言った。

「恐れることはない。我々の憩いこいの場は、我々の手で守るんじゃ。立ち上がれ、皆みなの衆」

「みんなで戦おう」

「温泉、万ばん歳ざい」

「王様、万歳」

　拍はく手しゆ喝かつ采さいが沸わいた。瑠々も万歳三唱に加わっていた。その様子を眺ながめながら、京介と豊花はコーヒー牛乳のストローを黙だまってくわえていた。

　露天風呂の底で待機し、客を溺でき死しさせようとしていたのは間ま違ちがいなく人間だった。これは呪のろいではなく、人じん為い的な事件。旅館の地を澱よどませている原因は、あの集団に違ちがいないだろう。

　しかし、それを客や老人に告げるのは、盛り上がりに水を差すようで、何となくはばかられた。放ほうっておけば彼らが事件を解決してくれそうな気もしたが、傍ぼう観かんしていただけでは実技課題の点数がもらえなくなってしまう。

「……ねえ、おかしいと思わない？」

　ストローを吸って変な音を出しながら、豊花が京介の耳元で言った。

「こんなにお客が大おお騒さわぎしているのに、旅館の人が様子を見にこない」

「そういえば、そうだな」

「露天風呂で悲鳴が上がった時から、誰だれも駆かけつけてこなかった。もしかして……」

　豊花が言葉を切った時、休憩所の中へ紫むらさき色いろの和服を着た女性が、小走りにやって来た。旅館の女将おかみだった。

　女将は円えん陣じんを組んでいる客を見て、目を丸くした。

「お客様方、何をなさっているんです。お夕食の時間ですから、お部屋にお戻もどり下さいませ」

「俺たちは、憩いの場を守るんだ」

　気合いを入れるつもりか、頭にタオルを巻いた客が言い返した。

「団結して戦うんだ。飯は全員で食うから、ここへ持ってこい」

「……少々お待ち下さいませ」

　女将は首を捻ひねりながらも、また小走りに去って行った。

　程ほどなくして、女将は十数人の仲居を引き連れて、休憩所へ戻って来た。仲居は夕食の膳ぜんを運んでいた。本当にここで食事をさせるつもりらしい。サービスがいいのか悪いのか、よくわからないなと思いながら、京介はふと妙みようなことに気がついた。

　額に絆ばん創そう膏こうを貼った仲居が一人、いた。傷はまだ新しいものらしく、絆創膏の表面には血が薄うすく滲にじんでいる。風呂から逃にげる怪あやしい集団へ木き桶おけを投げた時、確か木桶は一人の額に当たった。仲居は京介と目が合うと、慌あわてて視線を逸そらした。

　その仲居の前に立った女将が、客一同を見回して言った。

「お待たせ致いたしました。まろやかな虹原牛を使ったお鍋なべでございます。皆みな様さまご一いつ緒しよにどうぞ」

　女将は床ゆかの上に、大きな土鍋を置いた。蓋ふたがされた鍋は、少し前まで火にかけられていたらしく、盛さかんに湯気を漏もらしている。

　客が静まり返った。虹原温泉の王の言葉を信じている彼らは、露天風呂での事件を、鍋にされ続けた牛の恨みだと思いこんでいるのだ。女将と仲居が「さあどうぞ」と笑え顔がおで急せかす。全員が無言で鍋を見つめた。京介も何となく動けなかった。

「いただきまーす」

　朗ほがらかな笑みを浮うかべた瑠々が、土鍋の蓋を取った。客の動きが止まった。

「あら、お肉はどこでしょう？」

　瑠々が首を傾かしげた。鍋の中に敷しき詰つめられていたのは、まろやかな牛肉ではなく、無機質な何かの装置と無数のコードだった。

　土鍋が火を噴ふき、爆ばく発はつした。爆ばく風ふうに吹ふき飛ばされた瑠々の体が、床を遠くまで転がってゆく。飛び散った鍋の破片が、壁かべや天てん井じように突つき刺ささった。電気マッサージ椅子も穿うがたれて、バネがいくつも弾はじけ飛んだ。

　悲鳴を上げる豊花の手を引き、京介は床に伏ふせた。休きゆう憩けい所じよ全体へ、人々の絶ぜつ叫きようが黒こく煙えんと共に広がっていった。

「仲居軍団、撃うち方用意」

　女将が叫さけぶ声を聞き、京介は顔を上げた。女将の顔には、いつの間にかゴーグルとマスクがつけられていた。その背後に並ぶ仲居も、全員同じ装備をしている。仲居の手には赤い消火器があった。

「発射」

　消火器が一いつ斉せいに白い煙けむりを吐はいた。その照準は鍋ではなく、逃げ惑まどう客へ合わせられていた。勢いよく放たれる消しよう火か剤ざいに、背や腹を打たれ、客が次々に床へ倒たおれてゆく。
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　この旅館では、消火器の正しい扱あつかい方というものを指導していないのだろうか。立ち上がった京介は息を止め、煙で満たされた空間へ駆け出した。

　視界はほとんど利きかなかったが、紫むらさき色いろの和服を何とか探し出し、手を伸のばした。女将おかみの顔からゴーグルとマスクを引き剝はがすと、女将が怒ど鳴なった。

「お客様、何をなさるんです。おやめ下さい」

「お前もやめろ」

「やめろって」

　まともに煙を吸い込んでしまったのか、女将は激しくむせた。むせながら、女将は慌てた様子で叫んだ。

「仲居軍団、撃ち方やめ。やめーげほげほげほ」

　煙の向こうで、虹原温泉の王は「立ち上がれ、皆みなの衆」とずっと叫んでいた。




　術を使って煙を消すのに、十分近くかかってしまった。

　幸いなことに、今回も怪け我が人にんは一人も出なかった。今日の客は運がよい者ばかりなのか、あるいは、温泉に運がよくなる効能でもあったのだろう。京介は勝手に思った。

　だが、運がよければこんな目には遭あわないと、すぐに考え直した。京介に限らず、誰だれもが全身を、消火剤と煤すすで汚よごされていた。

　休憩所は使用できなくなったので、一階奥にある宴えん会かい場じようへ全員で移動した。女将と仲居軍団の体はロープで縛しばり、客が数人がかりで引きずっていった。

「この山の神に脅おどされたのです」

　顔も和服も、全身が白く染まってしまった女将は、まずそう白状した。

「山の神から、できるだけ大量の人柱を捧ささげろと言われたので、やっちゃいました」

「やっちゃいましたって、あんたねえ。そんな言い訳ってある？」

　やはり全身が煤まみれの豊花が、強く鼻息を吐く。鼻の頭に積もった煤が舞まってきて、京介は咳せき払ばらいをした。客も全員咳せき込んだ。

　この汚れを洗い落としたくても、露ろ天てん風ぶ呂ろは壊こわれてしまっているので、どうしようもない。瑠々は大広間の入り口でのんきに髪かみを梳すいていたが、毛穴パックを貼はりつけた鼻の部分だけは、綺き麗れいなままだった。

　制服の袖そでで顔を拭ぬぐい、舌打ち混じりに豊花が尋たずねた。

「それで、本当の理由は何なのよ。新しい形のサービスのつもりなら、考え直した方がいいわよ」

「本当に、人柱を要求されたからです」

「人柱だか貝柱だか知らないけれどね」

　自分の制服では足りなくなったのか、豊花は京介の腕うでを引き、勝手に京介の袖そで口ぐちを使いながら言った。

「神様の言うことを聞いたって、殺人なんかやったらあんたも捕つかまるし、旅館も潰つぶれちゃうかもしれないでしょう」

「ですから、露天風呂で自然に足が攣つっての溺でき死しや、夕食の鍋なべが自然に爆発して消火作業中の酸欠など、自然な事故に見せかけた殺人という方針で、頑がん張ばってみました」

「全然見せかけられてないわよ。バレバレじゃないの。爆ばく弾だんなんか作っちゃってさ」

「大学が工学部だったもので。旅館には関係ないけれど、学んでおいてよかった」

「こんなところで実力を披ひ露ろうしないでいいの」

　豊花の隣となりで胡座あぐらをかいていた老人が、口を開いた。

「儂わしは三十年この温泉に通い続けているが、山の神がいるという話を聞いたのは、初めてじゃ。女将はどうやって、山の神の声を聞いたんじゃ？　お告げか？」

「そうよ。どうやって命じられたのよ」

　京介の腕を払い、豊花が言った。学生服は、白と黒のマーブル模様になっていた。

「神様の声が、そう簡単に届くわけないじゃないの。旅館には関係ないけれど、神しん託たくの方法も学んでいたの？」

「いいえ。手紙です」

　女将は即そく答とうした。ロープで縛られて動けない女将は、豊花に自分の帯の隙すき間まを探さぐらせた。豊花が取り出したのは、文ぶん房ぼう具ぐ屋でよく売っている茶ちや封ぶう筒とうだった。

「読んで下さい」

　女将に言われた豊花が、不ふ審しんそうに表情を歪ゆがめた。自分で触さわるのがいやなのか、あるいは面めん倒どうなのか、豊花は京介に封ふう筒とうを放ほうってきた。

　封筒の表面には、虹原館の住所がワープロで記されていた。ごく普ふ通つうの切手が貼られ、ごく普通の消印も押されている。消印は虹原郵便局のもので、日付は三日前。差出人はそのままずばり「山の神」となっているが、こちらの住所は無記名。

　山の神はわりと人間っぽいんだなと思いつつ、京介は封筒を開いた。中には、折り畳たたまれた便びん箋せんが一枚入っているだけだった。

　豊花や他ほかの客や老人が顔を寄せてきて、京介は全員の前で便箋を開いた。やはりどこにでも売っていそうな白い便箋に、『今後も温泉を出し続けてほしかったら、できるだけ大量の人柱を捧げろ』という文字が縦に並んでいた。

「仕方がなかったのでございます」

　女将おかみが突とつ然ぜん顔を伏ふせて、泣き始めた。

「ただでさえ、虹原温泉は涸かれ果てているなどという噂うわさが流れている、今日この頃ごろ。本当のところは、涸れ果てているのではなく、涸れかけているのですが、当旅館の露天風呂の半分は水道水を使っているのが現状です。山の神の言うことを聞かずに、源泉を完全に止められてしまったら……。経営者として、わたくしも苦しい選せん択たくを強しいられたのでございます」

　女将の両目から流れた涙なみだが、床ゆかの上に零こぼれた。仲居の間からも、啜すすり泣く声が漏もれた。客と老人が顔を覆おおい、宴会場の床に崩くずれた。

「この旅館は呪のろわれているのではない。脅されているんじゃ」

「しかも牛肉や饅まん頭じゆうからではなく、山の神から……」

「勝てないよ。神様には勝てないよ」

「憩いこいの場を守るためには、死ななきゃいけないのか」

「さっきみんなが死ななかったから、変な炎ほのおが出て、温泉が干ひ上あがってしまったんだ」

　宴えん会かい場じようの高い天てん井じように、悲しみの声が満ちる。京介の隣で、豊花が暗い表情で唸うなっていた。

「……どうする？」

　豊花は京介の腕を引っ張ってきたが、京介も山の神との戦い方なんて知らない。京介はため息をつきながら、もう一度便箋を眺ながめた。

　便箋の右上にある小さな印が、ふと目に入った。それはもとから用紙に印刷されているもので、何かのロゴのようだった。虹湯閣という三文字が円に囲まれている。脅おどし文句の方に集中してしまい、誰だれも気がつかなかったようだ。豊花もようやく気づき、「何これ」と首を傾かしげた。

　足下でむせび泣いている老人の肩かたを一度叩たたき、京介は呼びかけた。

「王様」

「もう儂を、王と呼んだらいかん。温泉は終わりじゃ。あるいは我々の命が終わりなんじゃ」

「じゃあ、じいさん。あんたから聞いた気がするんだけれど、虹湯閣って何だっけ」

「虹湯閣は……」

　顔を上げた老人が、大きく洟はなを啜って答えた。

「この近所にある、温泉旅館の名前じゃよ。生き残っている旅館は、この虹原館と虹湯閣の二軒けん」

「なるほど」

「まさか……」

　こちらの話を聞いていた女将が、立ち上がって叫さけんだ。

「山の神は、虹湯閣さんに泊とまっていらっしゃるのですか」

「というか、これは山の神じゃなくて、虹湯閣の人間の仕し業わざだと考えた方が、自然だと思うけど」

「そうか、そうじゃったのか」

　老人も立ち上がり、京介の肩を摑つかんで言った。

「儂は時々、虹湯閣の温泉にも足を運んでいるが、あそこの支配人は少々そそっかしいんじゃ。浮うわ気き相手の従業員へかけた内線電話の音声を、誤って切り替かえて、館内放送で流してしまうほどじゃ」

「そんな人なら、うっかり社名の入った便箋を使っちゃったとしても、おかしくないわね」

　豊花の言葉に頷うなずき、老人は続ける。

「そういえば、よく虹原館の悪口を言っているのも、耳にしたことがあるのう。虹原館が潰つぶれれば、こっちに客が流れてくるとか、何とか……」

「つまりこの手紙は、山の神を名乗った虹湯閣の罠わなだったわけね。よかったじゃない。相手の思うつぼにはまらなくて」

　豊花が声をかけたが、女将は再度泣き声を上げて、うずくまってしまった。

「ひどい。確かに、当旅館と虹湯閣さんとは商売敵がたきであるかもしれませんが、わたくしは潰しあおうなんて思ったことは、一度もありません。互たがいの存在が刺し激げきになって、お客様へよりよいサービスを提供していけるようになればと思っていたのに」

　仲居軍団が「女将さーん」と口々に叫び、豊花や客がもらい泣きをした。瑠々も宴会場の隅すみで盛大に洟をかんでいたが、くしゃみもしていた。湯冷めしたようだ。

　よりよいサービスを目指す人間が、張り切って人を殺すのかと京介は疑問に思ったが、それも経営者としての苦しい選択だったのだろうと思うことにした。

「お願いがございます」

　女将が、京介と豊花に向かって深く頭を下げた。ロープで縛しばられていなかったら、三つ指をつきそうなほどの勢いだった。

「虹湯閣さんに、争いはやめましょうという伝言をして頂けませんか」

「自分でやればいいだろう」

「わたくしが顔を出すと、あちらも心穏おだやかに話を聞いて下さらないかもしれません。どうか、間に立って下さい」

「名案じゃ」

　老人が拳こぶしを握にぎった。温泉に入ってもいないのに、老人の顔は紅潮していた。

「こんな子供が平和の使者としてやって来たら、虹湯閣の支配人も愚おろかなことをしたものだと気がつくはずじゃ」

「憩いの場を守ってくれ」

「頑がん張ばれ、平和の使者」

　他ほかの客も目を輝かがやかせて、賛同する。もともとのせられやすい性格の豊花が、風ふ呂ろを壊こわした罪悪感もあってか、頷いてみせた。使者コールが沸わいた。

「頑張って下さいね」

　近くに寄ってきた瑠々が、汚よごれた顔を微笑ほほえませて言った。

「単に澱よどみの原因の解消だけでなく、争いをおさめたとなれば、研修課の評価は高くつきますよ。うまくいったら、この後お祝いしましょうね」

　京介は、早く帰って寝ねたかった。




　虹原館の女将おかみが「虹湯閣の支配人に渡わたしてほしい」と言って京介たちに持たせたのは、温泉饅まん頭じゆう一箱だった。箱を抱かかえた豊花の腹は、夜道を歩いている間、ずっと鳴り響ひびいていた。

　虹湯閣へは、徒歩五分ほどの距きよ離りだった。

　建物の造りも、入り口にある温泉の説明を記した看板の内容も、虹原館とほぼ同じ。これほどの至近距離に、似たような温泉旅館が二軒もあれば、どちらかが必要以上の競きよう争そう心しんを燃やしてしまっても仕方がないのかもしれない。

「おやまあ、それでわざわざ？」

　出で迎むかえてくれた虹湯閣の支配人は、小太りな男性だった。薄うす汚よごれた京介たちを眺ながめる顔は、それほどの極ごく悪あく人にんには見えない。ロビーに通してくれて、茶と茶ちや菓が子しまで出してくれた。

「すみませんねえ。ささやかな冗じよう談だんのつもりで出した手紙なんですけれど、本気にされるなんて。虹原館さんとは、冗談を交かわし合うような仲になりたくてやったことなんですけれどね」

　冗談で死人が出るところだったのよ、と豊花が低く呟つぶやく。豊花は茶菓子を一口で嚙かみ砕くだき、京介の分まで食べ終えたが、まだ不服そうだった。

「ところで……」

　支配人は首を傾かしげ、言った。

「あなた方は、どうしてそんなに汚れているんです？」

「虹原館で、色々あったのよ」

「でしたら、うちの露ろ天てん風ぶ呂ろに入っていきませんか。もちろん無料で。なんでしたら、お夕食もおつけしますよ」

「本当？　やだあ、あんたってめちゃくちゃいい人じゃないの。女将さんにもよく伝えておくからね」

　豊花が歓かん声せいを上げ、饅頭の箱を京介に押しつけると、廊ろう下かの先へ駆かけ去って行く。京介も支配人に背中を押され、旅館内へ案内された。

「京介、助けてー」

　脱だつ衣い所じよの中から、悲鳴と共に豊花が駆け戻もどって来た。扉とびらを出たところで、豊花が転てん倒とうする。豊花の足首には太い縄なわが巻かれ、その先は数名の従業員が握っていた。

「さっさと縛り上げちゃって」

　支配人が従業員へ口早に命じた。

「縛ったら、さっさと風呂で溺でき死しさせて、虹原館の近くに捨ててくること。今夜、虹原館で死人が出るって、週刊誌に言いふらしてあるんだから」

　泣き出した豊花を、従業員が脱衣所の奥へ引きずって行く。京介の前にも十人近い従業員が駆け寄ってきて、取り囲まれてしまった。

　やはり支配人は極悪人だった。京介が肩かたを落とすと、煤すすが零こぼれた。支配人や従業員を倒たおすだけなら、恐おそらく簡単にできる。そうしてこの場は切り抜ぬけられたとしても、それでは澱みの原因を解消したことにはならない。旅館同士の争いを終わらせたことにはならないのだ。

　京介はため息をつきながら、温泉饅頭の箱を支配人へ差し出した。

「何のつもり」

　短く鼻を鳴らし、支配人が笑った。

「同じ味の饅頭なら、うちの旅館にも山ほどあるよ。虹原館が潰つぶれれば、うちだけのオリジナルになるっていうのに」

「虹原館の女将は、潰しあおうなんて思ったことは、一度もないって言っていた」

「うちは、潰す気まんまんなんだよ。あの女将、こんな手て土産みやげで、気が変わるとでも思ってたのか」

　支配人が手を振ふり、饅頭の箱を叩たたき落とそうとした。箱の上うわ蓋ぶただけが外れた。

　床ゆかに落ちた上蓋の裏には、文字が見えた。そこには「虹湯閣へ。馬ば鹿か。女将より」と書いてあった。

　いやな予感がした。京介は箱の中身に目をやった。敷しき詰つめられていたのは饅頭ではなく、無機質な何かの装置と無数のコードだった。女将の方も、潰す気まんまんだったらしい。

　箱が火を噴ふき、爆ばく発はつした。爆音に包まれた京介の全身は、疲ひ労ろうしていた。どこか平和な温泉があればいいのだが、と心から思った。




　実技課題の評価は「役立たず」だった。京介たちは中身を知らなかったとはいえ、平和の使者が爆ばく弾だんを運んでしまったのだから、仕方がない評価だった。

　大爆発のせいで虹湯閣の建物も損そん壊かいしたが、露天風呂の方も干ひ上あがってしまった。虹原館と同じように、新しい湯は湧わき出てこなかった。

　ところが、立て続けに爆発や震しん動どうが生じた影えい響きようか、虹原館と虹湯閣のほぼ中間地点から、新しい温泉が湧き上がった。双そう方ほうの責任者は、それぞれの旅館を修理する費用を使い、ひとつの大きな温泉レジャーセンターを作った。二つの旅館は合がつ併ぺいして生まれ変わった。

　後日、京介の自宅に小包が送られてきた。差出人はレジャーセンターで、一連の騒そう動どうに対するお詫わびの品だという。中身は温泉玉子の詰め合わせだった。

　箱を開けるのにはもちろん、玉子の殻からを割るのにも、少なからずの躊躇ためらいが生じたのは、言うまでもなかった。







[image: ]


女将の営業日誌

　新しいレジャーセンター設立にあたり、わたくしは、過去に取得した資格を役立てようと思いました。

　調理師。お客様に素す晴ばらしい料理をお出しできます。今日のメニューはパイの包み焼き。材料は、小麦粉、卵、導火線。

　今、どこかで爆発音が聞こえたような……。続けましょう。

　木造建築士。レジャーセンターも、虹原館に見み劣おとりしない建物にしましょう。そこには柱を四本、こちらには爆薬を四個。

　また、どこかで爆発音が聞こえたような……。続けましょう。

　書道師し範はん。センター各地に書を飾かざり、和の演出を心がけたいと思います。早速書いてみましょう……「爆発」。

　英検。海外からいらっしゃったお客様に、温泉のご説明を致いたします。ウェルカムトゥザボンバーワールド。

　それにしても、わたくしはずいぶん色々な資格を取ったものです。でもわたくしは、ずっと前から旅館業を目指しておりました。それはもう、幼よう稚ち園えんの頃から──。
























「どいてどいて、早くどかないと踏ふみ潰つぶすわよ」

　かん高い声が頭上から降ってきた時には、もう一条京介は、腹を白い靴くつ下したに踏み潰されていた。

　次には大きな段ボール箱が落ちてきて、箱の角で額を打たれる。自分の部屋の床ゆかで寝ねていただけなのに、何て危険な世の中なのだろう。そんなことを思いつつ、京介は腹を押さえて咳せき込んだ。

「京介がいけないのよ。休みの日だからって、ごろごろしてるから」

　そう言って冷ややかな視線を投げてきたのは、双ふた子ごの妹の豊花だった。長い髪かみを頭のてっぺんで束ね、更さらに白い三さん角かく巾きんを巻きつけている。エプロンまでした豊花を見上げ、額をさすりながら、京介は尋たずねた。

「掃そう除じをするような格好して、お前らしくもないけれど、どうしたんだ」

「掃除をするのよ、嫌いや味みを言わないで。母さんに、部屋を綺き麗れいにしないと家から追い出すって言われたの」

　豊花はそう答え、少し悲しげに肩かたを落とした。

　今日は日曜日で、中学校は休み。光こう流りゆう脈みやく矯きよう正せい術者の研修もない日だ。よく晴れた休日は、まっとうな人間にとっては掃除日和びよりなのだろう。そしてまっとうな人間ではない豊花は、十年くらいは平気で部屋を片づけない。

「押し入れの中、掃除機をかけたいの。だからあんたの部屋に、荷物を置かせてね」

　抱かかえていた荷物をばらまいて、豊花が言った。年季の入ったぬいぐるみや、古い漫まん画が本ぼんなどが、埃ほこりと共に床の上を転がってゆく。

　分厚い本が一冊、床に落ちるなり、表紙を折り曲げた。自分で勝手に投げ落としたくせに、豊花は「京介がちゃんと受け取らないからよ」と、不服そうな声を上げた。

「あ、これ、幼稚園の卒園アルバムだわ」

　本を拾い上げた豊花が、声を弾はずませた。干ひからびたような赤い表紙に、「虹原ひまわり幼稚園」という文字が躍おどっていた。

　豊花はその場に腰こしを下ろし、アルバムを捲めくってきゃあきゃあと楽しそうに騒さわぎ始めた。掃除も回想も好きなだけやってくれて構わないが、できれば一人でやってほしい。京介は別の部屋に移動しようとしたが、アルバムを開いた豊花に、進路を塞ふさがれた。

「見て見て、京介も写ってるわよ」

　園児一同が並べられたページを突つきつけられて、京介は口の中で唸うなった。虹原ひまわり幼稚園は、年少、年中、年長の三年保育制であり、各学年ともクラスはひとつだけ。京介は豊花と三年間、同じ教室で過ごした。細かいことは何も覚えていないが、ただ確実に辛つらかったという、苦い記き憶おくだけは残っている。

　写真の中で、園児の列の隅すみにいる十年前の京介は、やはり陰いん鬱うつそうな顔をしていた。だが目をひいたのは、我ながら気の毒になるような暗い顔ではなく、頭に巻いた包帯だった。

　身に覚えのない姿に、京介は呟つぶやいた。

「どうして包帯なんかしてるんだろう」

「殴なぐられたのよ。覚えてないの？」

　首を捻ひねり、豊花が言った。

「卒園のお祝いわいにケーキが配られて、ひとつじゃ足りない子がいて、京介がその子に殴られたんじゃない」

「覚えてない」
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「そう……よっぽどひどく殴られたのね。あたしなんか、すっごい音がしたことを今でも覚えてるわよ。腕うでに残る感かん触しよくも」

「感触？」

「あとね、幼稚園で飼ってた兎うさぎも、何だかあんたにやたらと嚙かみついてきたの。床に血が散って、大変だったんだから」

「ふうん……」

「治ち癒ゆ術が使えれば、あたしがすぐ治してあげたのにね。幼稚園の頃ころは、術者が何たるかも、まだわからなかったじゃない？　ああ、あたしたちにもそんな時期があったのねえ……」

　感かん慨がい深い口調で豊花は言い、ページを捲っていった。

　幼稚園の庭を写した写真があった。小さな砂場。小さなすべり台。小さなジャングルジム。そして小さな飼育小屋。

　その飼育小屋で飼っていた動物が、兎だったのか。ふと考えた時、京介の脳の深いところが、何となく疼うずいた。

　その事件があったのは、確か今と同じような、晩秋の日だった。




　園長先生が怖こわい目をして、庭を歩いている。普ふ段だんは優やさしいじいさんだが、怒おこった時の園長はただ者ではない。何せ口くち癖ぐせが「虐ぎやく殺さつじゃ」だ。気づかれないように、京介は物もの陰かげを選んで幼稚園の門まで移動した。

　送そう迎げいバスは五分前に出発していたが、京介は乗ることができなかった。五分前に、同じハト組の健けん太たから、遊ゆう戯ぎ室の裏に呼び出されていたからだ。健太は五歳児のくせに相撲すもう取とりのような体格をしており、子分を十数人率ひきいて、園内最強のグループを結成している。グループの主な行動は、スカートめくりや、園内の壁かべに落書きをすること、力の弱い園児から昼食を奪うばうこと。そしてもう一点、自分たちのグループに従わない園児を、一人一人潰つぶしてゆくことだった。健太の呼び出しを受けるのは、今日で二十回目だった。

　遊戯室の裏、砂場遊び用のシャベルを手にした十六人の園児に囲まれたが、京介は難なく健太のグループを全ぜん滅めつさせた。かかった時間は、「どんぐりころころ」の一番を歌うよりも、少し短い程度だった。父親の暇ひま潰つぶしで鍛きたえられているせいで、京介は周囲よりも、少しだけ喧けん嘩かが強い男児に育っていた。

　幼稚園側が保護者に示している教育方針は「幼児期からの平和思想」。ゆえに、京介は園長から「示しがつかない」と言って、いつも叱しかられていた。喧嘩を吹ふっかけられる自分は、どちらかといえば被ひ害がい者しやだが、加害者の園児が再起不能になっていて、叱りにくいせいだろう。

　次はもう、わざと負けた方がいいのかもしれない。無事に門を抜ぬけたところでため息をつき、京介は帰り道を一人で歩き始めた。

　背後から、一台の自転車がベルを鳴らして近づいてきた。自転車が京介を追い抜いたところで停とまったので、京介も立ち止まった。園長が追いかけてきたのかと思ったが、「やあ」とサドルの上から手を振ふってきたのは、知らない人だった。

「君、そこの幼稚園の子？」

　知らない人がそう尋たずねた。京介は大人の年ねん齢れいはよくわからなかったが、知らない人は幼稚園の先生より少し年下に思えた。黙だまって頷うなずいた時、相手の背中に、長い木の棒が括くくりつけられていることに気がついた。絵本に出てくる魔ま法ほう使つかいが持つような、節くれ立った杖つえだ。

「これ？　格好いいでしょう」

　京介の視線に気づき、知らない人が笑う。

「玲れい洗せん樹じゆの枝って言うんだよ。でもあげないよ。あげちゃったら、僕の商売あがったりだからね」

　京介が「家にもあるから別にいい」と答えると、知らない人は目を丸くした。

「へえ。君、もしかして、光流脈使いの家の子？」

　問われた京介は、もう一度黙って頷いた。

　自分の家族が、何だか妙みような力を持つ一族だということは、前に親から聞いていた。中学生くらいになったらその訓練が始まるから、覚かく悟ごしておけとも言われた。妹の豊花は嬉うれしそうにはしゃいでいたが、何だか面めん倒どうくさそうだと京介は思っていた。

　妙な力を持つ一族は、自分の家族以外にもいるという話だった。この知らない人もそうらしい。知らない人は、自転車のベルを弾はじきながら言った。

「だったら話が早いや。あのさ、僕は光流脈矯きよう正せい術者なんだけどね、君の幼よう稚ち園えんの土地が澱よどんでいるから、浄じよう化かをしに来たわけさ」

「ふうん……」

「でもどうにも澱んでいるのは、幼稚園のバスみたいなんだ。移動している澱みって、探しにくくってさあ。君、バスがどこに行ったか知らない？」

　澱んでいるだの浄化だの、何を言っているのか京介にはさっぱりわからなかったが、バスの通り道を知りたいということだけはわかった。京介は田たん圃ぼの先を指差し、答えた。

「ここを真っ直すぐ行って、林の中を曲がって山に入って……」

「あ、どうせだから、乗って乗って。乗りながら案内して」

　知らない人──術者は、京介を自転車の荷台に引っ張り上げると、ペダルを漕こぎ始めた。風に吹き飛ばされかけた帽ぼう子しを押さえ、京介は一応言った。

「知らない人について行ったらぶっ飛ばすって、親に言われてるんだけど」

「知らない人じゃないでしょう。僕も君も光流脈使いの血を引いてるんだから、仲間仲間」

　術者は明るい口調でそう言った。

　自転車は京介が案内した通り、田圃を抜け、山道に入っていった。急なカーブが続く道を進みながら、術者が「すごい通園路だなあ」と文句を言った。実はここが正式な通園路でないことは、京介たち園児は知っている。バスの運転手であるおじさんは、山中のこの悪路を「カーブが燃える」という理由だけで、勝手に通り道に決めているのだ。

　間もなく、前方に黄色いバスの後ろ姿が見えた。黒い排はい気きガスを撒まき散らしながら、バスは猛もうスピードで坂道を上って行く。時折カーブを曲がりきれず、車道の横に生えた木の幹に車体をこすりつけていた。

「運転、下手へたくそだね」

　術者の呟つぶやきに、京介は首を傾かしげた。運転手のハンドル捌さばきは乱暴だが、その技術は素す晴ばらしいものだと、引いん率そつの先生が認めていた。今まではあんなふうに木に掠かすったりすることはなかったはずだと、京介も訝いぶかしく思った。

「しっかり捕つかまってるんだよ」

　術者が言い、自転車は車道を外れて、未み舗ほ装そうの脇わき道みちに入って行った。林の間を抜け、バスの前に先回りするつもりらしい。

　山道は下り坂に入り、バスは更さらに速度を上げ、ますます危あやうげに走路で揺ゆれていた。車道の左側はガードレールがなく、その先は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの急きゆう斜しや面めんになっている。運転手は、いつもその崖がけにわざと車体を寄せては、頼たのんでもいないのに、落ちそうで落ちないスリルを園児たちに提供してくれる。

　そして今日もいつものように、バスが崖側に向かって大きく傾かたむいた。車内から園児たちの悲鳴が響ひびき、京介の耳にも届いた。だがいつもと違ちがったのは、悲鳴をつれたまま、バスが崖の向こう側に消えたことだった。

「落ちたけど」

「うん、そうだね」

　京介が言うと、術者は背中に括りつけていた杖──玲洗樹の枝を手に取った。そして自転車を崖がけ際ぎわに寄せ、ブレーキを握にぎると同時に、玲洗樹の枝を振ふった。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。地から天へ一間、重力を自在化。落下を停止」

　崖の真下から強い風が吹ふき上げ、金色の光が舞まった。

　荷台から身を乗り出し、京介は下方に視線をやった。光に包まれたバスが、宙に浮ういているのが見えた。

「浮いてるけど」

「うん、呪じゆ文もんを唱えて浮かせたからね。すごいでしょう、これが光流脈使いの力だよ」

「へえ」

「君もあと十年もすれば、使えるようになるよ」

　術者は、どことなく誇ほこらしげな顔をしてそう答えた。玲洗樹の枝と、先ほど何やら術者が口にしていた妙な言葉、それによる効果だろうか。京介が「ふうん」と呟くと、術者は少し表情を曇くもらせた。
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「君、驚おどろかないね」

「驚いたって、何もいいことなんてない」

「そうかなあ」

「妹は『驚かせたい』って理由だけで、階段を上っていると、上からタンスを投げてくる」

「……ひょっとして、結構大変な家の子なのかな」

　眉み間けんに皺しわを刻み、術者が言う。

「僕の知り合いに、そういう方面の相談員をやってる人がいるんだけど、紹しよう介かいしようか。暴力を一人で悩なやんでいるのはよくないよ」

「悩んでない。ただ、疲つかれるだけ」

「そうか……」

　術者は自転車から降りて、スタンドを立てながら言った。

「でも、本当に辛つらい時は、心から悲鳴をあげるんだよ。人の恐きよう怖ふは澱よどみになる。そうしたら、僕がそれを察して助けてあげられるから」

　術者は通りやすい道を選び、崖を下りて行った。それに続きながら、京介は尋たずねた。

「さっきも言ってたけど、澱みって何のこと」

「まあ、悪いものだと思ってくれればいいよ」

　術者は浮いているバスに向かって、玲洗樹の枝を軽く上下させた。バスはゆっくりと地面の上へ落ち着いた。

「あのバスにも、澱みがある。あそこにあるのは、人の悪意みたいなものだね」

「澱みがあるから、助けに来たのか」

「そうだよ」

「澱みがないと、助けに来ないのか」

「そうだよ。それが仕事だからね」

　サンタクロースみたいなものかなと、京介は考えた。年がら年中、サービスしてくれるわけではないらしい。

　術者は崖を下りきって、バスの方へ歩いて行った。バスの中からは全く人の声がしなかった。

「あー、京介だ。どうしたの」

　バスの窓がひとつ開き、女の子が顔を出した。髪かみの毛を二つに束ねたその女の子は、妹の豊花だった。前後の席の園児がぐったりしているのに、豊花だけは、遊具で遊び回った後のように、目を眩まぶしいばかりに輝かせている。京介は窓を見上げて問い返した。

[image: ]

「そっちこそ、どうしたんだ」

「急にバスがおかしくなって、運転手さんがきゃあきゃあ言って、みんなが目を回しちゃって、結構面おも白しろかったわ。でももううんざりだわ」

　それだけ言うと、豊花は窓から飛び降りてきた。豊花のクッションにされて、京介は地面に倒たおれた。豊花と一いつ緒しよに生まれてきて五年も経たつが、自分だってうんざりだと京介は思った。

「ブレーキに、細工がされていたみたいだね」

　京介が豊花と転がり回っている間に、術者はバスに乗り込み、勝手に調べてきたらしい。玲洗樹の枝で肩かたを叩たたきながら、面めん倒どうくさそうに呟つぶやいた。

「事故に見せかけた、何かの陰いん謀ぼうかなあ。こういう場合って、犯人を捜さがさなきゃいけないんだっけ……」

「あー、あんた術者でしょう」

　豊花は玲洗樹の枝を指差してそう叫さけぶと、その場で嬉うれしそうに何度も跳ちよう躍やくをした。

「いいなあ。術者になるとお金がもらえて、お菓か子しがいっぱい買えるんでしょう。父さんがそう言ってたの。だからあたしも早く術者になりたいの」

「そうかい。わかりやすい理由で気分がいいね。だったら手伝ってくれるかな。僕の仕事を見ておけば、将来の勉強になるだろうから」

　術者が尋ねると、豊花は山中にこだまがかえるほどの大きな声で、返事をした。そして元気に崖がけを上り始めた。もし術者が間に合わなくて、バスが地面に叩きつけられたとしても、豊花だけは絶対無事だっただろうなと京介は思った。

「ほら、君も行くよ。君も将来は術者になるんだろう？」

　術者に手を引っ張られたが、京介は首を振ふった。

「帰る。興味ない」

「あの子、さっき言ってた暴力的な妹だよね」

　小こ猿ざるのように崖をよじ上って行く豊花を指差し、術者が言う。

「早く術者になりたいって言ってたっけ。あの子が術者になったら、投げられるのはタンスだけじゃ済まないよ。君も防ぼう御ぎよの術を身につけないと」

「術なんか使えなくてもいい」

「君ね、持ってる力を粗そ末まつにしたら、罰ばちが当たるよ」

　術者は京介を抱かかえ、勝手に歩き出した。

　罰が当たる。わざと喧けん嘩かに負けたら、やっぱり罰は当たるのだろうかと、京介は少し気になった。




　自転車に三人乗りをし、幼よう稚ち園えんに戻もどると、術者は「幼稚園児大量虐ぎやく殺さつ未み遂すいの容疑者を見つけるため、これから聞き込みを開始する」と宣言した。日暮れが近く、空は茜あかね色いろに染まり始め、風が吹ふいて庭の枯かれ木を寂さびしげに鳴らしていた。

　豊花は元気な返事をしたが、その声は無人の幼稚園に空むなしく響ひびき渡わたった。そういえば、今日は飲み会だと先生が騒さわいでいたことを、京介は思い出した。どの教室も明かりが消え、職員室も無人で、聞き込みができるほど、人は残っていなそうだった。

「まあ、何とかなるさ」

　術者は気楽に呟くと、庭の奥に移動して行った。そこには飼育小屋があり、兎うさぎを一羽飼っている。情操教育の一いつ環かんということで、当番制で園児が餌えさをやったり、掃そう除じをする決まりになっているのだ。兎は小屋の隅すみでだるそうに丸まっていたが、術者や京介の足音を聞くと、金かな網あみの扉とびらの方へ寄ってきた。

「この兎、どのくらい前から幼稚園にいるのかな」

　術者が尋たずねると、小屋の周囲を走り回っていた豊花は、「ずっと前」と大声で答え、聞かれていないことまで言った。

「寂しがらないようにって仲間を入れてあげると、いじめて追い出しちゃうの。餌当番も追い出しちゃうの。たまに自分のことも追い出しちゃって、そうなると幼稚園中で捕ほ獲かく網あみを持って大だい捜そう査さになるの。幼稚園の王者なの」

「じゃあ、内部の事情にも、少しは詳くわしいかな。動物って、結構色んなこと見てるからね」

　術者は金網に、玲洗樹の枝を突つきつけた。兎が抗こう議ぎじみた鳴き声を発し、飼育小屋の中を走り回る。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。対象一体、一刻間、出力音声を人語に変へん換かん」

　小屋の中を、濃こい金色の光が満たした。「術だ」と喚かん声せいを上げた豊花が、金網にすがりつく。だが、金網に頭ず突つきを繰くり出してきた兎に跳はね飛ばされ、後方に転がって行った。

「眩まぶしいじゃねえか、馬ば鹿か野や郎ろう」

　兎が前歯を剝むき、人間の言葉でそう言ったので、京介は眉まゆを寄せた。豊花の言う通り、この兎はとても凶きよう暴ぼうで、京介も餌当番の時に幾いく度どとなく嚙かみつかれている。動作も目つきも恐おそろしいが、それでも今まで、人の言葉で威い嚇かくされたことはなかった。

「お、今日も陰いん気きな顔してるな、ハト組のガキ。まだ帰ってなかったのか？」

　京介の顔を見ると、兎は鼻を鳴らしてヒゲを震ふるわせた。

「おめえのしけた顔を見てるとな、兎でよかったっていっつも思うぜ。人間は大変だな」

「…………」

「でもよ、今日もそこの遊ゆう戯ぎ室の裏で、喧嘩していたのを見たけどな、おめえはなかなかいいパンチを持ってるぜ。そのパンチで時代を生き抜ぬけや。無理だろうけどな。あはははは」

　兎は楽しそうに小屋の中を跳ね回った。豊花が「うさぴょんが喋しやべった」と叫さけび、やはり嬉うれしそうにその場を跳ね回った。
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「これも術なのか」

　先行きの不安を感じつつ京介が尋ねると、術者は大きく頷うなずいた。

「そうだよ。でも、僕らの耳に人語で聞こえるのは、三十分間だけどね」

「それはよかった」

「君さあ、せっかく奮発して子供受けがいい高等術を使ったんだから、もうちょっと喜んでよ……」

　口の中で何やら呟つぶやきながらも、術者は小屋の前にしゃがみ込んだ。

「兎さん、ちょっと話を聞かせてもらえるかな」

「何だてめえ。部外者か。俺の幼稚園に勝手に入るな。嚙み殺すぞ」

　兎が金網に前まえ脚あしをぶつけ、そう怒ど鳴なった。いつも思うことだが、この兎を飼っていても、園児に動物愛護の心は芽生えないだろう。京介は改めて確信した。

「この裏、駐ちゆう車しや場じようになってるよね」

　兎の威嚇には全く怯ひるまず、術者が質問を続ける。

「幼稚園の送そう迎げいバスも、いつもそこに停とめられていると思うんだけど。今日、バスの近くで、何か不ふ審しんな奴やつを見なかった？」

「見ていたとしても、タダじゃ教えねえ」

　床ゆかの上に体を投げ出して、生意気な口調で兎は言った。

「兎にものを頼たのむには、それなりのもんを出せや。餌だよ、餌。いつも以上のゴージャスな餌を寄こせ」

　飼育小屋を掃除する時、この兎はよくこんなふうにして寝ねそべり、わざと掃除の邪じや魔まをする。あの姿勢が言いたかったことはこういうことなのかと、京介は納なつ得とくした。納得したからといって、特に嬉しくなかったが。

　術者が餌を探して困っていると、豊花が金網にしがみついた。

「うさぴょん、お願い。幼よう稚ち園えんのみんなを狙ねらう悪い奴がいるの。だからそれを何とかしたいの。協力して」

「知るかバーカ。園児がどうなろうと、俺の知ったこっちゃねえよ」

「でも、みんながいなくなって幼稚園が潰つぶれたら、あんたも大変よ」

　兎に負けないほどに前歯を剝き出し、豊花が言う。

「あんたは自分では気がついていないかもしれないけれど、五キロを超こえたフレミッシュジャイアント種だから、とても肉用に向いているの。幼稚園が潰れる時は、それをみんなに言いふらしてやる」

　兎うさぎが絶句し、術者が「素す晴ばらしいね」と拍はく手しゆをした。

「……わかったよ。言えばいいんだろう。おめえには敵かなわねえよ」

　丸い尻尾しつぽをつまらなそうに振ふり、兎は吐はき捨てるように言った。

「今日の昼間、バスの近くで、大おお谷たにが何かごそごそやってたぜ。何をやっていたかまでは、見えなかったけどな。あいつ変だぜ。今日だって飲み会にも行かないで、まだ残っているみたいだ」

　大谷というのは、保父の名前だ。背が高くて爽さわやかな青年で、保護者からの人気は高い。しかし、大谷とバスの運転手が一人の保母を巡めぐって争っていることは、園児の間では有名だった。つまり、大谷が企たくらんだのは幼稚園児大量虐ぎやく殺さつではなく、恋こい敵がたきへの嫌いやがらせということらしい。

「三角関係のもつれなんて、陳ちん腐ぷなオチだなあ」

　術者は大きく肩かたで息をついた。

「まあ、澱よどみが生じる原因なんて、大たい抵ていはどうしようもないことばかりなんだけどさ。僕はその大谷先生って人に会ってくるから、君たちはここで待っていて」

「ええー、あたしも行く。術者の仕事を勉強する」

「汚きたない大人の自白なんか、幼稚園児は聞かなくていいよ」

　そう言って、術者は教室棟とうの方へ、早足に歩いて行ってしまう。豊花はつまらなそうに小石を蹴けった。

　術者の仕事はもう終わりらしいから、帰ってもいいだろうと思い、京介は立ち上がった。すると豊花が恐おそろしい目で睨にらんできた。

「帰ったら駄だ目め。最後に、仕事を手伝ったってことで、あの人にお菓か子しを要求するんだから」

「別にいらない」

「京介がいらなくてもあたしはいるの」

　豊花は地面に落ちていた長い枯かれ枝えだを拾うと、その先で京介の頭を叩たたいた。玲洗樹の枝を真似まねしているのかもしれないが、とても迷めい惑わくだった。

「おめえはパンチは強いけど、押しと運が弱いんだよ」

　膝ひざを抱かかえてため息をついていると、金かな網あみの向こうから兎が話しかけてきた。鼻を小刻みに動かし、意地悪そうに目を細めて、兎は言う。

「俺の見たところ、おめえはきっと死ぬまで苦労するぜ。妹にいいように使われてな。あはははは」

　京介はその位置から見える、遊ゆう戯ぎ室の裏手に目をやった。兎は今日の喧けん嘩かの様子を見ていたと言ったが、京介が倒たおしたはずの健太たちの姿は、もうなかった。

「健太たち、自力で帰ったのか」

　京介が何となく尋たずねると、兎は寝ね転ころがったまま答えた。

「帰ろうとしてたけどな、おめえらが来るちょっと前に、園長が追い回してたぜ。捕ほ獲かく網あみで」

「捕獲網で？」

　京介が問い返した時、頭上から大きな網あみが降ってきた。地引き網にもなりそうなそれは、兎が飼育小屋から脱だつ走そうした際、使用するネットだった。──つまり、捕獲網だ。

　京介は反射的に網を避よけたが、逃にげ遅おくれた豊花は、全身を捕とらわれて金切り声を発した。鼓こ膜まくが痛かったので耳を塞ふさぎつつ、京介は網が降ってきた方向に顔を向けた。飼育小屋の上に、園長らしき人ひと影かげが乗っていた。

「園長先生……」

　京介が念のため呼びかけたのは、相手が本人かどうか、いまいち自信がなかったからだった。園長はもともと小太りな体格をしているが、飼育小屋の上にいる人影は、園長の体を十数倍に膨ぼう張ちようさせたような形をしていた。京介の呼びかけに園長が「虐殺じゃ」と叫さけぶと小屋の屋根が軋きしみ、兎が意外とか弱そうな悲鳴を上げた。

「うさぴょんの馬ば鹿か。真上にあんなのがいるのに、どうして気がつかないのよ」

　網の中で豊花が文句を言うと、兎は目をつり上げて怒ど鳴なり返した。

「馬鹿とは何だ。俺はただの兎なんだ。非日常的なことに巻き込むな」

　それだけ言うと、現実逃とう避ひなのか、兎は餌えさ箱ばこに残っている野菜を、一心不乱に囓かじり始めた。

　小屋の上から園長が飛び降りた。体が巨きよ大だい化しているせいで、地面に着地するや否いなや、激しい震しん動どうと土つち煙けむりが生じた。普ふ段だんの十数倍に膨ふくれ上がった腕うでを伸のばし、園長は豊花の体を鷲わし摑づかみにする。壁かべのように広がる園長の背中へ、京介はパンチを突つき出してみた。だが肉の中に拳こぶしが飲まれるだけで、何の効果もないようだった。

　巨大園長が口を開け、豊花を呆あつ気けなく飲み込んだ。その瞬しゆん間かん、園長の体は更さらにひと回り大きくなった。

　指の一本がこちらの胴どう体たいほどもある手が襲おそいかかってきたが、間かん一いつ髪ぱつで京介は逃のがれた。京介の代わりに摑つかまれた飼育小屋が、粘ねん土ど細工のように脆もろく崩くずれる。金網にあいた穴から兎が飛び出してきて、立ち尽つくす京介に言った。

「おいハト組、早く逃げないと、おめえも食われるぞ」

「でも、豊花が」

「何とかしようにも、おめえの力じゃどうしようもないだろうが。さっきの部外者、呼んで来るんだ」

　兎はその場で跳ちよう躍やくすると、京介の腕にしがみついた。抱えて運べというつもりらしいが、さすがに五キロを超こえているだけあって、かなり重かった。

　京介は教室棟に向かって走り出した。すぐ真後ろを巨大園長が「虐ぎやく殺さつじゃ」と喚わめきながら追いかけてくる。京介は扉とびらが開いている教室に転がり込んだ。

「悪性中型精せい霊れい現象だ。珍めずらしいなあ」

　教室の中には術者がおり、京介に続いて壁を壊こわして侵しん入にゆうしてきた巨大園長を見ると、余よ裕ゆうの感じられる口調でそう言った。教室には保父の大谷もいて「もうしません」と頻しきりに呟つぶやいていたが、巨大園長を見るとその場に卒そつ倒とうした。

「妹が食われたんだ」

　京介が言うと、術者は「そうだろうね」と答えた。

「これ、人に悪事を働く中型精霊なんだよ」

「精霊って」

「世の中にはそういうものがいるんだ。これは、感染した人間の姿や口くち癖ぐせを真似るのが得意なんだけど、能があるのはそれだけ。人を飲み込むこともあるけど、消化酵こう素そなんか持ってないから、大だい丈じよう夫ぶだよ」

「ふうん……」

「どうでもいいけどさ、君、妹が食われたんなら、もう少し焦あせってよ。何だか緊きん張ちよう感かんに欠けるよ」

　京介としては、今それなりに焦っているつもりだった。他人に自分の感情が伝わりにくいことが、何となく空むなしかった。

「あの現象は、より上位の力をぶつけてやれば、すぐ消しよう滅めつするんだ」

　玲洗樹の枝を巨大園長に向け、術者が言う。巨大園長は大谷を頭から丸飲みしていた。

「消滅が成功すれば、飲まれた人も無事に戻もどる。あ、これは特に覚えなくて平気だよ。悪性中型精霊は絶ぜつ滅めつ寸前の種だから、君が術者になる頃ころには、もういなくなっているはず。試験にも出ないだろうね」

「ぶつくさ言ってないで、さっさとやりやがれ。おめえを絶滅させるぞ」

　兎うさぎが言うと、術者は眉まゆと玲洗樹の枝を同時に下げた。

「人語化の時間設定、もっと短くすればよかったな……」

　巨大園長が動いた。術者が慌あわてて向き直り、呪じゆ文もんを唱える。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。亥いから辰たつへ風圧増加。一間前方対象、軽度粉ふん砕さいの後、午うまへ沈しずめ」

　渦うずを巻いた空気の塊かたまりが、巨大園長に向かって飛んだ。頭部に塊がぶつかる寸前で、園長が身を伏ふせて避けると、教室の天てん井じようが砕くだけた。

　園長は頭ごと首を伸ばし、術者に食いついた。落ちた玲洗樹の枝だけが床ゆかに残り、術者の姿は園長の口の中に消えた。

「うわあ、どうすんだよ、ハト組。まずいだろう、ハト組」

　錯さく乱らんした兎が、前まえ脚あしで京介の顎あごを叩たたいてきた。

「俺は嫌いやだぞ、園長に食われるのは嫌だぞ」

「でもお前、とても肉用に向いてるらしいし」

「関係ないだろがよお。何とかしろ。今あいつを倒たおせるのは、おめえしかいねんだよ」
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　そんなことを言われても、兎に唯ゆい一いつ褒ほめられたパンチも効かないのだ。巨大園長の巨大な目に見み据すえられ、京介は後あと退ずさった。踵かかとが玲洗樹の枝を蹴けり、悲しげな音が鳴った。

「虐殺じゃ」

　叫さけびと共に、巨大園長が飛びかかってきた。

　迷った時は立ち止まるな、博打ばくちに出ろ──喧けん嘩かの師し匠しようである父親の言葉を思い出す。京介は玲洗樹の枝を拾い、抱かかえていた兎を廊ろう下かに向かって投げた。兎は「てめえ、卒園の日までに、必ず嚙かみ殺す」と非難しながら、床を転がって行った。そして賭かけは成功し、巨大園長の目は兎の方を向いた。

　自分の身長よりも長い杖つえを、京介は持ち上げた。さっき術者が言っていた呪文を、必死に思い出して口にした。どこか間ま違ちがっていたような気はしたが、術者と同じように空気の塊が発生し、巨きよ大だい園長に襲おそいかかった。

　消滅する園長の姿を眺ながめながら、博打が当たってよかったと、京介は幼よう稚ち園えん児じらしくないことを思っていた。




　光流脈使いの血を引いていても、訓練をせずに術を発動させることは、普ふ通つうはあり得ないそうだ。

「つまり、君がやったことはただのまぐれ」

　壊れた教室や飼育小屋を術で直しながら、術者は言った。太陽はすっかり沈み、幼稚園の庭は闇やみに包まれていたが、照明の術が京介の足あし下もとを照らしていた。

「助けてもらっておいて、説教するのも何だけど、ちゃんとした術者になりたいなら、ちゃんと研修を受けないと駄だ目めだよ。まぐれじゃ仕事にならないんだから」

「わかった」

　京介は頷うなずいた。物を直す術は、便利そうだなと思った。自宅の階段の上から、豊花にタンスを投げ落とされるたびに、修理をするのは京介の役目だった。工具がいらなくなれば、作業はかなり楽になる。

　悪性中型精せい霊れいは消滅し、飲み込まれた人々も無事に戻った。よほど怖こわかったのか、庭に座り込み、健太のグループや豊花や大谷は泣き叫んでいた。その陰いん気きな光景を見て、術者が長いため息をつく。

「変なトラウマとか残したら、可哀かわい相そうだもんなあ……。記き憶おくを消しておくか」

「そんなこともできるのか」

　京介が尋たずねると、術者は自じ嘲ちよう気味な笑えみを浮うかべた。

「とは言っても、数十分以内の記憶しか消せないけど。僕、記憶削さく除じよの術、苦手なんだよね」

「ふうん」

「完全に消せるかどうかもわからないけど、何十年か経たって、何かのきっかけで不意に思い出しちゃったらごめん。その時は僕のところに来てくれれば、また消してあげるから」

　術者は京介も含ふくめた関係者一同を並べ、指揮棒を掲かかげるように杖を上げた。呪文を口にしかけたが、京介と目が合うと、術者は言った。

「君が大きくなったら、また一いつ緒しよに仕事ができるといいね。まあ、君には今日の記憶は残らないし、僕もそのうち忘れちゃうと思うけど」

「記憶を消さなくても、忘れちゃうのか」

「人間の頭には、忘ぼう却きやくという機能がついているからね」

　京介の問いに、術者は微笑ほほえんだ。

「だから君も、この先辛つらいことや悲しいことがあっても、負けないように」

「……多分」

　直り立ての飼育小屋の中で、兎うさぎが大きく鼻を鳴らした。




「……あった。確かに幼稚園の時、そういうことがあったわ」

　床の上で卒園アルバムを抱えたまま、豊花が呟つぶやいた。京介の頭の中でも、十年近く消されていた記憶が、はっきりと蘇よみがえっていた。

「しかもあの矯きよう正せい術者が言ってた通り、不意に思い出しちゃったじゃないのよ。うわあああ、園長のお腹なかの中の色、ピンクだったのよ」

　三さん角かく巾きんを巻いた頭を抱え、豊花が呻うめく。京介も、人語を話す兎の生意気な視線を思い出した。卒園式の日にやたらと嚙まれたという理由が、ようやくはっきりした。

「……でもさあ」

　ふと頭から手を離はなし、豊花が眉まゆを寄せる。

「あの術者の顔は、もう思い出せないわ。……何か悔くやしいなあ。あの頃ころは幼心にすごい人だと思ったのに、こんな半はん端ぱな記憶削除しかできないなんて。きっと大したことない術者だったのね。今もきっと出世しないでいるに違ちがいないわ」

「どうだろうな」

　曖あい昧まいに答えつつ、京介は小さくため息をついた。トラウマにはならないだろうが、何だか疲つかれる記憶だと感じた。

「ああ、でもあたしって、幼稚園の頃から術者になるって決めて、努力していたのね」

　アルバムを抱だきしめて、豊花が天てん井じように夢見るような視線を漂ただよわす。

「明日からの研修、今まで以上に頑がん張ばろう。そうして必ず立派な術者になる。そうじゃないと、幼い頃の自分に失礼だわ」

　部屋の外から、母親の怒ど鳴なる声が聞こえた。掃そう除じのことを思い出したらしく、豊花が慌あわてて立ち上がる。エプロンの裾すそを翻ひるがえした豊花は、当たり前のように京介に「手伝え」と命じた。

　記憶削除の術を使わなくても、こんな苦労を自然に忘れる日は訪おとずれるという。かなりの疑問を感じつつも、とりあえずは儚はかない期待を抱いだいて、京介は立ち上がった。







[image: ]


兎うさぎの呟つぶやき

　俺の名前は兎。扱あつかいやすくて愛くるしい愛あい玩がん動物だ。

　住すみ処かは虹にじ原はらひまわり幼よう稚ち園えん。飼育小屋は築十数年。日当たりはいまいち。一日の大半は園児の奇き声せいで騒そう音おん責め、という環かん境きようだが、俺はそんなことくらいじゃ不満は言わないさ。なんたって俺は兎。穏おん和わな気き性しようが魅み力りよく的な哺ほ乳にゆう類なんだからな。

　飼育小屋と同じ年の数だけ、俺は卒園を見送っている。どいつもこいつも手のかかるガキばかりだが、一番覚えている園児は、十年くらい前にいた双ふた子ごだ。

　あいつらも、今いま頃ごろはもう中学生か。まともに育っているのか心配だ。どうせまともじゃないんだろうけどな。

　それにしても、十年か。俺も随ずい分ぶん年を取ったもんだ。園児を襲おそうのも、最近少し疲つかれてきたぜ。だが俺は兎。人間を嚙かまないわけにはいかないってもんだ。

　たまには音楽でも聴きいて、英気を養うとするか。教員から強ごう奪だつしたラジオが、確かその辺にあったな。

　……お、スーパーアイドルのヒット曲が聞こえてきたぞ……。
























　考えてみたら、生まれてから今日までの十五年間、鼻歌というものを歌ったことがないような気がする。光こう流りゆう脈みやく矯きよう正せい術者研修課の教室を出たところで、一条京介はそんなことをふと考えた。

　京介の隣となりで、双ふた子ごの妹の豊花は、鼻歌を歌いながらスキップで廊ろう下かを進んでいる。鼻歌もうるさいが、豊花が振ふり回す鞄かばんや玲洗樹の枝が、一歩ごとに壁かべに当たって喧やかましいことこの上ない。豊花が黙だまって静かに歩けないのは、生まれつきの病気のようなものだが、ことさら機き嫌げんがよいのにはわけがある。今日の研修講義が、教官の都合により、突とつ然ぜん休講になったためだった。

「ああ、よかった。山やま田だ教官の『光流脈の歴史』の講義って、退たい屈くつで眠ねむくなるから、あたしは苦手なのよね」

　スカートの裾すそを軽快に揺ゆらし、豊花が言った。京介は誰だれの講義を聴きいても必ず眠くなるので、適当に相あい槌づちを打った。

「私も同意見ですな」

　京介たちの背後を歩いていた初老の男が、突然口を挟はさんできた。

「山田教官の講義には、己おのれの研究対象に対する愛情や熱意といったものが感じられません。そもそも、山田教官自身が、いつも半分眠りながら講義をしている。彼は教官失格ですな」

　頭とう髪はつも髭ひげも背広も全すべてが真っ白で、紳しん士し風のこの男の名前は、宇津木という。少し前までは術薬学専門の教官をしていたが、とある事件以降、教官免めん許きよを剝はく奪だつされて、現在は研修生の身分からやり直しをしている。スキップをやめた豊花が宇津木を振り返り、「あんたはそんなことを言える立場じゃないでしょうが」と、鼻の頭に皺しわを寄せた。

「でも、突然の休講なんて珍めずらしいわよね」

　前へ向き直った豊花が、首を傾かしげた。

「山田教官、どうかしたのかなあ」

「突然、講義するのが面めん倒どうくさくなったんじゃないか」

　京介は欠伸あくび混じりに答えた。豊花が小刻みに頭を振って頷うなずき、廊下の窓からよく晴れた空を見上げた。

「そうよねえ。こんなにいいお天気なんだもの、教室の中で勉強してる場合じゃないわよね。ねえ京介、せっかく時間が空いたんだから、あたしたちもどこかに遊びに行こうよ」

　豊花は京介の腕うでを引っ張ると、また先ほどの鼻歌とスキップを再開した。京介は家に帰って眠りたかったが、そんなことを言えば豊花から、「逆らうなら一生目を覚ますな」と殴なぐられることは軽く予想がついた。

　廊下の先で、どこかの部屋の扉とびらが勢いよく開かれた。殺気立った物音に、京介と豊花はほぼ同時に足を止める。

　研修課の事務員が数名、慌あわてた足取りで飛び出してきた。事務員は人を乗せた担たん架かを運んでおり、「しっかりして下さい」などと叫さけんでいた。担架の上で青い顔をし、口から泡あわに似たものを吹ふいているのは、山田教官だった。

「ふむ、ほぼ正確」

　背広のポケットから懐かい中ちゆう時計を取り出した宇津木が、片手で口くち髭ひげを撫なでて呟つぶやいた。

「服薬後、五分で目め眩まい。七分で昏こん倒とう。最新術薬『意識早退・緑茶風味』は、いい働きをしますな」

「……またあんたがやったのね……」

　豊花が宇津木から一歩離はなれ、眉まゆを顰ひそめた。

　宇津木が教官免許を剝奪された理由は、得意の術薬を使い、周囲の人間や研修生の命を頻ひん繁ぱんに危機にさらすからだった。だが、免許があってもなくても、その行動に全く変化はないようだ。

「山田教官に何の恨うらみがあったのよ」

「恨みなどありません」

　丁てい寧ねいな手つきで懐中時計をしまいながら、宇津木が答えた。

「人を恨んで術薬を使うのは、卑ひ劣れつな犯罪者のすることです。私は自分の都合のために術薬を使う、ただの術薬好きです」

　呆あつ気けにとられている豊花を無視すると、宇津木は何ごともなかったかのように京介へ会え釈しやくをした。

「さて、無事に休講になったことですし、私はこれで失礼します。午後三時に、行かなくてはならない場所がありますので」

　どうやら宇津木は、自分でも宣言した通り、私用のために山田教官を昏倒させたようだ。もうこいつからは、研修生の身分も剝奪した方が安全なのではないかと、京介は思った。

　歩き始めた宇津木の腕を摑つかみ、豊花が眉をつり上げた。

「行かせないわよ。今日こそは、あんたの悪事を明るみに出してやる。それで研修課から、一条さんはお手て柄がらだから特別に単位をあげましょうって、言われてやる」

「申し訳ないが、ミス一条。私は忙いそがしいのです」

　悠ゆう然ぜんと豊花を振り返った宇津木が、静かに言った。

「午後三時から、星ほし屑くずすももの新曲プロモーションビデオ撮さつ影えいがあるという情報を入手したもので、見に行かねばなりません」

「星屑すもも？　本当に？」

　かん高い声で問い返した豊花が、目を輝かがやかせた。

「ももぴー、どこに来るの？　あたしも行きたい。あたしも見たい」

　飛んできた豊花の唾つばを避よけながら、京介は尋たずねた。

「知り合いか」

「ミスター一条、星屑すももを知らないのですか」

　宇津木が意外そうに目を見開いた。

「虹原市出身の十七歳。正当な清純派。今をときめくスーパーアイドルですぞ」

「さあ……」

「信じられませんな。今時、星屑すももを知らない人間がいるとは。一週間で彼女がテレビに出ない日は、一日もないほどだというのに」

　嘆なげかわしげに言った宇津木の肩かたを、豊花が気軽にひっぱたいた。

「仕方ないわよ。京介は、芸能人全ぜん般ぱんに興味がないんだもの」

「ですがミス一条、星屑すももですぞ。デビュー曲から最新曲まで、十二曲連続、ランキング初登場一位を記録している歌うた姫ひめですぞ」

「京介は歌にも興味がないの。幼よう稚ち園えんの頃ころ、みんなで歌の練習をしていても、京介一人だけ鼾いびきをかいていて、よく先生に怒おこられていたもの」

「ですがミス一条、星屑すももですぞ。年末に発売したカレンダーが、二十分で完売した美少女ですぞ」

「京介はそういうものにも興味がないの。あいつの部屋に貼はってあるカレンダー、近所のお米屋さんからもらった数字だけのやつだし、しかもあれって、まだ去年のものだわ。まあそれはどうでもいいとして、宇津木元教官……」

　豊花が宇津木に向かい、何やら意味ありげな笑えみを見せた。

「あんたもかなり、星屑すもものファンと見たけど、どうなの？」

「ミス一条こそ」

　白い髭ひげの下で、宇津木が唇くちびるの形を笑わせる。

「先ほどからミス一条が歌っている鼻歌は、星屑すもものファーストアルバムの、五曲目ですな。彼女が初めて挑ちよう戦せんしたメロウなナンバー。コアなファンの多くは、あの曲を一番に選ぶといいます」

「あらいやだ、元教官のくせに、あんたって結構話があいそうね。友だちになれそうよ」

「全くですな、ミス一条。では撮影の見物へ、共に参りましょう」

　豊花と宇津木は手を繫つなぎ、何かの歌を大声で歌いながら、廊ろう下かを歩き始めた。

　豊花たちの後ろ姿を見送り、やっと静かになったと、京介はため息をついた。最近自分の中で、日付や曜日の感覚が世間一いつ般ぱんとずれているような気がしていたが、それは去年から換かえていないカレンダーのせいだったのかと考える。

　まあ、時の感覚がずれたくらいでは、何の支障もないだろう。自分はスーパーアイドルではないのだから。そんなことを思いながら、京介が豊花たちとは逆方向に歩き出した時、背後からものすごい力で腕うでを引かれた。

　振ふり返ると、不ふ機き嫌げんそうな顔をした豊花が立っており、鞄かばんと玲洗樹の枝を京介の手の中へ押しつけてきた。

「何を一人で帰ろうとしてるのよ。あんたも来るの、荷物持ちなんだから」

　豊花は断定的な口調で、そう言った。

　京介の傍かたわらを、山田教官を乗せた担たん架かが戻もどって来て、通り過ぎた。山田の顔色は、青を通り越こして黒に近づいていた。

　不ふ謹きん慎しんかもしれないが、意識のない山田が少しだけ羨うらやましいなと、京介は思った。




　宇津木が京介たちを案内した場所は、市街地からはだいぶ離はなれた位置にある森の前だった。

　鬱うつ蒼そうと茂しげる広大なこの森は、市民からは虹原樹海と呼ばれている。ほとんど人の手がつけられておらず、自然のままの木々や野鳥の生態観察には適した場所だという。

　その一方で、この森は、遠足やピクニックなどの行楽には向いていない。人間の手が入っていないために、遊歩道などの設備は未開発。木々が好きなように生おい茂っているため、内部は複雑に入り組んでしまい、気軽に足を踏ふみ入れた観光客が遭そう難なんしたという話もある。

　市内の小中学校ではどこでも、「虹原樹海には妖よう怪かいが棲すんでいて、人を迷わせて殺す」と、昔から根こん拠きよのない噂うわさが語り継つがれている。管理会社かどこかが、子供を近づけないように流したでたらめなんだろうと、目の前の森を見上げて京介は考えた。

　そんな森の入り口には、百人近い人が集まっていた。男も女もいて、年ねん齢れいもまちまちだったが、全員が森に向かって星屑すももの名前を呼んでいた。先頭には制服を着た警備員が数名立ち、人ひと垣がきがそれ以上前に進まないようにと注意しているのも見えた。この先で本当に、ビデオ撮さつ影えいが行なわれているようだ。

「やだ、全然見えない。ももぴー、どこにいるの？　ももぴー」

　人垣の最さい後こう尾びについた豊花が、何度も跳ちよう躍やくをして叫さけんだ。豊花の前にいる人も、その前にいる人も、同じように背せ伸のびをしたり跳はねたりしているので、豊花の行動は効果がなさそうだった。

　跳躍を中止した豊花が、突とつ然ぜん京介の体を突つき飛ばしてきた。かなりの力だったので、京介はその場に倒たおされ、地面に両りよう膝ひざをついてしまった。京介は文句を言おうとしたが、それよりも先に、豊花が京介の背中によじ上ってきた。

「何するんだ」

「肩かた車ぐるまをして」

　何の遠えん慮りよもなさそうな顔で、豊花がそう命令する。京介が「いやだ」と答えると、キックが五発、後頭部に飛んできた。

　たっぷり数分間、京介は豊花の踏み台にされた。前方の観測を終えた豊花は、地面へ身軽に飛び降りて言った。

「やっぱり見えないわ。森の中で撮影をしてるみたいね。ねえ、宇津木元教官。木を透すかして内部が見えるようにする術とかって、ないの？」

「あるかもしれませんが、それはいけませんな」

　空を遠く見上げた宇津木が、ゆっくりと答えた。

「スーパーアイドルは、テレビに出る。我々は電気代を払はらい、ブラウン管越ごしにスーパーアイドルを見る。スーパーアイドルは、コンサートをする。我々は料金を払って、生の姿を見るのです。スーパーアイドルとは、そうした手続きを踏んで接するものだと私は思います。見えない場合は、見えないものだと諦あきらめるべきです」

「ふうん、あんたでも、常識人っぽい発言ができるのね。いつもそうだったら、世の中は平和になるのに」

　豊花が感心したように言った。京介は上半身についた豊花の足あし跡あとを払い落としながら、豊花がいる限り平和なんて来るもんかと口の中で呟つぶやいた。

　背後で騒さわがしい足音が響ひびいた。蛍けい光こう色のハチマキとはっぴを着けた男が数名、走ってくるところだった。男は京介と目があうと、鼻息を荒あらくして尋たずねてきた。

「星屑すももの撮影現場って、ここでいいんすよね？」

　男のハチマキには、「ＳＵＭＯＭＯ」という文字が入っていた。京介が啞あ然ぜんとしていると、男は他ほかの仲間と横一列に並び、森に向かって「ラブラブももぴー」と声を揃そろえて何度か叫んだ。

　その時、人垣の前の方が騒そう然ぜんとなった。豊花が「ももぴーが出てきたの？」と叫び、また京介によじ上ろうとする。それに抵てい抗こうしていると、背の高い宇津木まで、京介によじ上ってきた。背後でハチマキ集団が再度斉せい唱しようを始め、森の上空で烏からすがぎゃあぎゃあと鳴き喚わめく。遭難してもいいから森に逃にげ込みたいと、京介は心底思った。

　人垣をかき分けて現れたのは、サングラスをかけた中年の男と、ジャンパーを着た三十代くらいの男、眼鏡めがねをした若い女の三人だった。京介は星屑すももの顔を知らないが、この中に本人がいないということは、周囲の反応を見ればわかった。不ふ審しんそうに静まり返った人垣に対して、サングラスの男は首を動かしていた。

「お、君たち……」

　サングラスの男が、ハチマキ集団の前で立ち止まった。ハチマキ集団は、一いつ斉せいに身構えた。

「服が統一されていていい感じだ。動きも統一されているから、主役の邪じや魔まにならなそうだ」

　ジャンパーを着た男も「そうですね」と頷うなずく。眼鏡の女は黙だまっていた。

　怪け訝げんな顔で肩かたを寄せているハチマキ集団へ、サングラスの男は言った。

「星屑すもものビデオの撮影で、急きゆう遽きよエキストラが必要になってねえ。君たち、やってみないか？」

　どうやら彼らは撮影スタッフであるらしい。周囲から、羨せん望ぼうと嫉しつ妬と混じりの声が上がった。ハチマキ集団が声をあわせて「やるっす」と答えると、豊花が「いいなあ」と百回ほど叫び、京介の足を踏んだ。

「本当に羨うらやましいですな」

　京介の横にいた宇津木が、一歩前へ進み出た。

「しかしここは、選ばれた彼らを、星屑すもものファン代表として、快く送り出してやるべきです。皆みなさん、すももさんのために頑がん張ばって下さい」

　宇津木が言うと、ハチマキ集団は一斉に「ももぴーのために命をかけるっす」と答えた。

「ところで皆さん、先ほどから叫さけんでばかりで、喉のどが疲つかれていませんか。よろしければ、この喉のど飴あめをどうぞ」

　宇津木は背広のポケットから袋ふくろ入いりの飴を取り出し、ハチマキ集団に差し出した。

　袋には「味覚苦痛・飴タイプ、シュガーレス」と小さく書かれていた。それに気づいた京介は、止めるかどうかを考えたが、その間にハチマキ集団は飴を口に入れてしまった。そしてきっかり五秒後、全員揃って後ろ向きに倒たおれた。

　駆かけつけたスタッフが、ハチマキ集団をどこかへ運んでいく。「彼らの代わりに私を使って下さい」と言っている宇津木は、警備員に捕つかまり、どこかへ引きずられて行った。

　サングラスの男はしばらく茫ぼう然ぜんとしていたが、やがて気を取り直すように咳せき払ばらいをすると、人ひと垣がきを再び見回した。

　と、その視線が京介の前で止まった。男は京介と豊花を交こう互ごに見て言った。

「お、君たち、顔が統一されていていい感じだ。面おも白しろい。兄妹？」

「本当だ、面白いですね」

　ジャンパーの男も、京介たちの顔を見比べて頷いた。

「面白いけど、すごく庶しよ民みん的な顔をしています。これだったら、すももちゃんも違い和わ感かんなく動けるんじゃないですか」

「エキストラね？　やる、絶対やる」

　聞かれる前に豊花が大きな声で答え、周囲からまた、嫉妬色のざわめきが生じる。京介が口にした「やらない」という返事は、誰だれにも届かなかった。




　サングラスの男は、星屑すももの所属するタレント事務所社長。ジャンパーの男は今回のビデオ撮さつ影えい監かん督とくで、眼鏡の若い女は、星屑すもものマネージャーをしているということだった。

　彼らに連れられて、京介と豊花は森の中へ入った。京介は最後まで自分はやらないと言い張ったが、社長も監かん督とくも「時間がおしている」と言うだけで全く聞いてくれなかった。豊花は「出演料がもらえる、あたしもビデオに映る、これがきっかけであたしもアイドルデビューができるかも」と言いながらスキップをし、木の根に足を引っかけては転んでいた。

　木々の間を歩くこと数分、複数の人が集まっている一画へ着いた。いくつもの撮さつ影えい用ライトに照らされて、その場所だけは真夏の昼間のような明るさだった。ブナか松か、京介にはよくわからなかったが、とりあえず大きな太い木の下に、少女が一人、座っているのが見えた。

　自然に視線がひきつけられたのは、彼女が身にまとっている衣い装しようのせいだった。服装は、バレリーナが着けるような、裾すそ広ひろがりのスカート。生き地じは黄色とピンクの縞しま模も様ようで、頭の上には同じ色の巨きよ大だいなリボンもつけている。剝むき出しの背中には、セロハンか何かで作ったらしい半はん透とう明めいの羽も背負っていた。

　その明るい栗くり毛げの少女を見ると、豊花が「ももぴーだ」と叫んで駆け出した。あの少女が星屑すもも。撮影といえどもあんな妙みような格好をさせられて、スーパーアイドルは大変だなと京介が思っていると、傍かたわらを歩いていたマネージャーが初めて口を開いた。

「お願いします。すももを、助けてあげて下さい」

　京介が顔を上げた時には、マネージャーは足早に去って行くところだった。その横顔が妙に暗いものに見えて、京介は何となく気にかかった。

　撮影監督に急せかされ、京介は星屑すももの前まで歩いた。ライトが放つ光と熱気の中、星屑すももは折りたたみ式のパイプ椅い子すの上で、膝ひざを揃そろえていた。椅子の周囲を跳はね回っている豊花に対し、すももはやや困こん惑わくした表情を浮うかべていたが、京介の顔を見ると目を輝かがやかせた。

「わあ、この女の子と同じ顔。すごいわ、神社の狛こま犬いぬみたい」

　すももは柔やわらかいソプラノの声でそう言うと、何が楽しいのか、一人で盛さかんに拍はく手しゆをした。仕事に忙ぼう殺さつされ、神経の調整がうまくいっておらず、どうでもいいことでも面白く感じてしまうのだろうか。スーパーアイドルはやはり大変だなと思いながら、京介は足あし下もとで転んだ豊花を引っ張り起こした。

「すももちゃん、急に決まったんだけど、この人たちをエキストラで……」

　撮影監督が、すももに向かって言いかけた時だった。

　頭上で不ふ穏おんな音が聞こえ、京介は視線を上げた。新緑を迎むかえた木の葉が、ざわめきと共に揺ゆれ、いくつもの細長い影かげが飛び出してきた。影はすももの頭部をかすめ、木の幹に突つき刺ささった。京介の視覚に問題がなければ、それは矢に見えた。

「何よこれ」

　豊花が声を裏返し、真っ先に叫んだ。その声を合図にしたように、[image: ]こずえの間から次々と矢が放たれた。

　ライトが穿うがたれ、小さな爆ばく発はつ音おんと同時に明かりが落ちた。撮影スタッフが、悲鳴を発して木々の間を逃にげ惑まどう。そこら中を喚わめきながら跳ねている豊花の手を引き、京介はとりあえず幹の陰かげへ避ひ難なんしようと思った。近くで、すももが頭を抱かかえてしゃがみ込んでいたので、彼女もついでに引っ張って走った。

　木の裏手に回り込んだ時、京介たちの前に、斧おのを持った見知らぬ男が立ち塞ふさがった。通りすがりの木こりかと思ったが、違ちがった。男は手にした斧を、こちらに向けて振ふり下ろしてきた。京介の左右で、豊花とすももが同時に絶ぜつ叫きようする。鼓こ膜まくがダメージを受け、京介は咄とつ嗟さに動けなかった。

　男と京介たちの間に、人ひと影かげが飛び込んできた。斧は人影を抉えぐった。赤い飛沫しぶきが眼鏡めがねと共に、地面へ飛び散る。倒たおれた若い女を見て、すももが「渡わた辺なべさん」と叫さけんだ。

　マネージャーはすももを見上げると、苦しげな表情で言った。

「逃げなさい、早く」

　金切り声を上げたすももへ、男が濡ぬれた斧を投げつけてきた。京介はすももの腕うでを引き、その場に伏ふせて斧を避よけた。しかし伏せた場所にも、容よう赦しやなく矢の雨が降り注ぐ。

　何が起きているのかは全くわからなかったが、この場からは一いつ旦たん離はなれた方がよさそうだと思った。京介は凍こおりついている豊花を促うながし、すももを引いて走り始めた。

　わかったことは、ビデオ撮影がいきなり始まったというわけではなさそうだ、ということだけだった。




　どうにも迷ったらしいと京介が気がついたのは、十分近く走った後だった。

「……ねえ、京介。この木の前、さっきも通らなかった？」

　息を切らした豊花が言い、京介も立ち止まった。

　森の外に出るのが賢けん明めいだろうと、来た道を引き返したつもりだったが、いつまで走っても出口は現れなかった。目の前にあるのは、青い実をつけた大木だ。根本にあいた穴の形が特とく徴ちよう的で、そういえば先ほどから何度もこの木を目にした気がする。京介はため息をつき、改めて周囲を見回した。いつの間にか日が暮れてしまったようで、前方の木と地面の区別がつかなくなり始めていた。

「ちょっと休きゆう憩けいしましょう。走り疲つかれたわ……」

　豊花が言い、その場にへたり込んだ。だが、きのこか何かを踏ふみ潰つぶしてしまったのか、すぐに唸うなって立ち上がった。

「もう、暗くてよく見えないわよ。京介、術、使ってよ」

　スカートを手で払はらいながら、豊花が頰ほおを膨ふくらます。京介は持ち歩いていた玲洗樹の枝を地面に突き立て、呪じゆ文もんを唱えた。

「流れよ、大地を走る輝く女め神がみ。一部を実体化、我を中心に一間四方を照らせ。半刻の後、酉とりへ沈しずめ」

　京介の足あし下もとの地面が、淡あわく輝き始めた。光は円状の形を保ち、京介を中心に数歩程度までの地面を照らす。豊花が大きな息を吐はき出し、木の根の上へ座った。

「電球もコードもないのに、明かりがついた……」

　すももが小さく呟つぶやいた。京介はその時になって、術者研修生ではない人間を連れていたことを思い出した。走ることに集中していたため、うっかりすももの存在を忘れていたのだ。京介は玲洗樹の枝を下げ、小さく舌打ちをした。

　これまで緊きん張ちようを強しいられていたせいか、すももの声に張りはなく、目の光も霞かすんでいた。すももは豊花の隣となりに腰こしを下ろすと、恐きよう怖ふを紛まぎらわすかのように、口早に言った。

「そういえば、あなたたちって誰だれなの？　ちゃんと紹しよう介かいされてなかったわよね。エキストラだとか監かん督とくさんは言っていたけれど、ただのエキストラが、こんなすごい技わざを持っているわけないし」

「あたしたちは……ええと」

　歯切れの悪い口調で、豊花が言い繕つくろった。

「照明スタッフの見習いみたいなものよ。日本一の照明を目指しているの。だからこの光も、最新の照明技術なの」

「へえ。あなたたち、中学生でしょう？　若いのにすごいのね」

「ももぴーだって、その若さでスーパーアイドルじゃない」

　すももはそこで、先ほどの惨さん劇げきを思い出したのか、眉み間けんに暗い影かげを落とした。

「……さっきの矢や斧の男、一体何だったのかしら……」

「この森、妖よう怪かいが棲すんでいるっていう噂うわさがあるけど、まさか違うわよね」

　豊花が冗じよう談だんっぽく答えたが、すももの表情は更さらに沈んだものになった。

「……どうしよう、渡辺さんや他ほかのスタッフ、大だい丈じよう夫ぶかしら……。どうしてこんなことに……」

　すももが項うな垂だれると、背中でセロハンの羽が弱々しい音を立てた。どこかでフクロウらしい鳥が陰いん気きに鳴き始め、森の空気を低く震ふるわせていた。

　京介がポケットから煙草たばこを出し、火を点つけていると、豊花が立ち上がって京介の手から煙草を奪うばい取った。

「京介、ももぴーの前で煙草を吸ったら駄だ目めよ。ももぴーは、煙草を吸う人はちょっと苦手ですって、ラジオで言ってたんだから」

「いいのよ、気を遣つかわなくても」

　すももが言い、苦く笑しようを浮うかべた。

「あれは、星屑すもものイメージのために、そういうふうに言えって事務所から言われただけなの。私もデビューする前までは、吸っていたし」

「だってももぴーは、正当な清純派アイドルじゃないの」

「それも、事務所が世間用に作ったイメージ。私、デビューするまでは『虹原レディース連盟』という暴走族に入っていたんだから」

　豊花が口を開けたまま絶句し、その足あし下もとをリスらしい小動物が忙せわしなく駆かけ去っていった。すももは白い膝ひざを抱かかえ、音を立てずにため息をついた。

「私は社長に拾われて、日本一のアイドルになるべく、レッスンを受けたの。煙草をやめるのも、アイドルらしい性格に変えるのも、全く苦にはならなかったわ。だってそれまでの私には、生きる目標なんてなかったんだもの。何となく入った暴走族の中でも、スピードが遅おそいといつもいじめられていたわ。お前のバイクは鉄てつ屑くずかって言われていて、芸名の星屑はそこからとったの。……いやだわ、初めて会った人に、どうしてこんな暴ばく露ろ話ばなしを」

　すももは自じ嘲ちよう気味に頰を赤らめ、顔を伏ふせた。

「あなたたちが、日本一の照明を目指しているって聞いたからかしら。こんな過去がマスコミにバレたら、大変なのに」

「素す敵てき。あたし、ますますあなたのファンになったわ」

　豊花がすももの手を取って、熱っぽい口調で言った。

「元暴走族でも、今の姿が作られたものでもいいわ。努力している人を、あたしは否定しない。一いつ緒しよに日本一……いいえ、いっそのこと世界一を目指しましょう。そのためには、まずこの森から、一緒に抜ぬけ出そう」

「ありがとう……照明さん」

　豊花とすももは手を取り合って、目を輝かがやかせた。京介は二人を眺ながめながら、世界一でも宇宙一でも何でもいいから、煙草を返してくれと思った。

　その時、木の傍かたわらに生えた雑草が、風もないのに大きく揺ゆれた。




「攻こう撃げきしないで。ぼくは敵じゃないよ」

　雑草の間から現れたのは、丸い帽ぼう子しと緑色の服を着けた男の子だった。

　年の頃ころは五歳前後だろう。背せ丈たけはまだ、京介の腰の辺りくらいまでしかない。京介が反射的に突つきつけた玲洗樹の枝を、素直そうな黒い瞳ひとみがじっと見つめていた。

[image: ]

「こんばんは。ぼく、森の妖よう精せいモーリー」

　男の子がそんな挨あい拶さつをしたので、京介は眉まゆを寄せた。京介の反応に、男の子は慌あわてた様子で自分の帽子や服を示して言った。

「噓うそじゃないよ。この服だって、全部葉っぱでできてるんだし」

　だが、男の子が履はいている靴くつには、幼よう稚ち園えん児じが好みそうな戦隊ヒーローの絵え柄がらが、堂々と記されてあった。豊花もそれに気づいたらしく、思いきり不ふ審しんそうな表情を浮かべていた。

「わあ、可愛かわいい」

　しかしすももだけは、嬉うれしそうに男の子へ近づこうとした。

「すごいわ、この森にいるのは妖怪じゃなくて妖精だったのね。妖精なんて、初めて会ったわ」

　豊花が素早くすももの手を取り、止めた。

「この子、怪あやしいわよ。気をつけた方がいいわ」

「でも、妖精だって自己申告してるのに」

「ももぴー、世界一になりたいなら、ちょっとくらいは警けい戒かい心しんも持っておかないと」

「あ、ごめん。事務所から、何でも無む邪じや気きに喜ぶ純真無む垢くな女の子になれって言われていたから、つい」

「本当に妖精なんだってば」

　男の子が苛いら立だたしげに怒ど鳴なると、森の中にこだまが返った。

「おにいさんとおねえさんたち、道に迷ったんでしょう？　ぼく、ずっと森の中に棲すんでいるから、出口を知ってるよ。教えてあげるから、ついてきて」

　一方的に男の子は言い、戦隊ヒーローの靴で落ち葉を踏ふんで、雑草の向こう側へ移動を始めた。

「……どうする？」

　豊花が、京介とすももの顔を順に見て、小声で尋たずねてきた。

「あの子、めちゃくちゃ胡う散さんくさいけれど……。ここでいつまでも座り込んでいるよりは、ついて行った方が何とかなるかもね」

　すももが頷うなずき、声を潜ひそめる。

「そうね。もしあの男の子がおかしなことをしてきても、三対一だもの。取り囲んでぼこぼこにしてしまえば、何とかなるわ」

　今の発言は、少しだけ元暴走族っぽいなと京介は思った。

　京介たちは男の子から数メートルの距きよ離りを置き、歩き始めた。男の子は時々こちらを振ふり返りながら、どこかに向かって真っ直すぐ歩いていた。

　そこで思い出したことがあり、京介は隣となりを歩くすももに言った。

「あんたのマネージャーが、森に来る途と中ちゆう、あんたのことを助けてくれって言ってきた」

「渡辺さんが？」

　すももの頭の上で、リボンが揺れる。足あし下もとに転がっていた倒とう木ぼくを避よけながら、京介は頷いた。

「もしかしたら、あのマネージャーはこうなることを知っていたんじゃないのか」

「こうなることを……」

　すももが唇くちびるを嚙かむ。その表情を見て、豊花が首を傾かしげた。

「どうしたの？　思い当たることがあるの？」

「ええ……。もしかしたら、社長の仕し業わざかもしれない。社長が、私を殺そうとしているのかも」

「社長って、あのサングラスの？」

　豊花が目を丸くして問い返した。

「どうしてよ。ももぴーにもしものことがあったら、事務所だって大変でしょう」

「何日か前に、社長が誰だれかと電話で話しているのを、私、立ち聞きしてしまったのよ。人気のあるうちに死亡させて、伝説の夭よう折せつアイドルにするとか、何とか」

「うそお、そんなサスペンスドラマみたいなことを、本当にやる人がいるわけないじゃない」

「私も最初はそう思ったけど、でもよく考えたら……」

　目の前に虫でも飛んできたのか、すももは小さく顔をしかめて続けた。

「歌も写真集も、星屑すももの最さい期ごの作品となれば、もっと売れるのかもしれないわ」

「そんな……」

「社長は派手好きなの。スタッフも巻き込んで、きっとこの森で私を派手に消そうとしているのよ。妖よう怪かいがいるって噂うわさがある場所だもの、その中で人を殺しても、誰がやったかなんて、いくらでもごまかせるわ」

「さっきの矢や木こりも、社長がももぴーを狙ねらわせたってこと？　じゃあ、もしかして、あの男の子も──」

　豊花が足を止めた時、前方で男の子も立ち止まった。

　振り返った男の子は、服の間から弓と矢を取り出して構えた。放たれた矢が、空気を切り裂さき真っ直ぐにすももに襲おそいかかる。京介が動くよりも先に、豊花がすももを突つき飛ばした。矢は、豊花の胸に刺ささった。すももが悲鳴を上げたが、豊花は声も出さずに地面へ倒たおれた。

「照明さん、しっかりして！」

　すももが豊花を抱だき起こした。青白い顔で薄うすく目を開けた豊花が、すももを見上げて弱弱しく言った。

「ももぴー、世界一のアイドルになってね……」

「しっかりして、あなたも世界一の照明さんになるんでしょう」

「あたしは、もう駄だ目めだわ……。……京介、どこにいるの？　ああ、あんたは最後まで冷たい奴やつね。そんなところで黙だまって突っ立ってるなんて。駆かけ寄って治ち癒ゆ術をかけてくれればいいのに……」

　豊花が手を伸のばしてきたので、京介は豊花の近くにしゃがみ込んだ。豊花は京介の手を握にぎり、掠かすれた声で言った。

「京介、あたしの分まで頑がん張ばって、偉い大だいな術者になってね……」

「豊花」

「あたしの墓前には、一日五回、食べ物を供えてね……。もし忘れたら、ただじゃおかないわよ……」

　薄うす目めのくせに、やたらと強い眼光を飛ばしながら、豊花はそう言った。

　すももが豊花を抱きしめて、「死なないで」と号ごう泣きゆうを始める。京介はすももを豊花から引き剝はがし、豊花の胸に刺さった矢に手をかけた。大して力を入れるまでもなく、ぽんという音を立てて矢は外れた。

　すももが泣くのをやめ、傷ひとつついていない豊花の体を見下ろす。豊花は矢の先についている吸きゆう盤ばんを見つめ、目をしばたたいた。

「……それ、吸盤だったの？」

「お前、気がつかなかったのか」

　京介が尋たずねると、豊花はきまり悪そうに眉まゆを下げ、頭を搔かいた。

「だって、矢が当たって、びっくりしたら、腰こしが抜ぬけちゃって……。体が動かなくなったもんだから、てっきりあたしはこのまま死ぬんだと思い込んでたわ」

　赤い顔をし、豊花が自力で起き上がる。その瞬しゆん間かん、森の奥から「はい、ＯＫ」という声が響ひびいた。




「お疲つかれさま。いい映像が撮とれました」

　木の陰かげから現れたのは、カメラを構えた撮さつ影えい監かん督とく、他ほかのスタッフ一同、事務所社長と、マネージャーの渡辺だった。

　笑え顔がおで拍はく手しゆをする一同を見て、すももが目を見開く。すももは「どういうこと？」と京介に向かって尋ねてきたが、京介もわけがわからなかったので、黙って首を捻ひねった。豊花も同じ動作をした。

「すもも、黙っていてごめんね」

　マネージャーが駆け寄ってきて、すももの肩かたを抱いた。マネージャーの服には、木こりに斬きられた時の赤い染しみがついたままになっている。風が吹ふき、その染みから独特の匂においが流れた。トマトケチャップだろう、と京介は判断した。

「渡辺さん……一体、どういうこと？」

　すももが問うと、社長が京介たちの前まで歩いてきた。

「秘密にしていてすまなかったねえ。実はすももに主演映画の仕事がきていて、今日はその撮さつ影えい日びだったんだよ」

「映画？　私、そんな話、聞いてませんけれど……」

「当たり前だよ。秘密にしていたって、言っただろう」

　社長はスタッフに椅い子すを持ってこさせると、腰を下ろしながら言った。

「映画のタイトルは『どさまわりフェアリー』。星屑すももが扮ふんする主人公の妖よう精せいが、母親を捜さがして旅に出る話だ。どうだ、面おも白しろそうだろう？」

　社長が聞いてきたが、京介は返事のしようがなかったので、答えなかった。

「今日撮影したのは、主人公が仲間の卑ひ劣れつないじめと裏切りにあい、住み慣れた森から逃とう走そうを決意するという、序じよ盤ばんのシーンだ」

　京介の反応を気にかけた様子もなく、社長は椅子の背もたれに寄りかかり、続けた。

「主演のすももにだけは、これが仕事だということは話さずに、撮影を進めていたんだ。今までの様子は、全すべて陰から撮影していたんだよ」

「どうしてそんな、まどろっこしいやり方で撮影をしたの？　普ふ通つうに撮ればいいのに」

　すももより先に豊花が尋ねると、社長は短く笑った。

「君もファンならば、知っているだろう？　星屑すももは、外見も歌も申し分ないが、演技力が低いんだ。これまでもテレビドラマに何度か出演させたが、世間の評価は『ただ可愛かわいいだけ』と、いまいち。しかもその評価は定着しつつある。そんなイメージが固まっても、少しも嬉うれしくない。すももはスーパーアイドルであると共に、演技派女優として売っていくつもりなんだ」

　社長が熱い口調で言うと、自覚があるのか、すももが小さく肩を落とした。その様子を見て、京介は思い出した。すももをスーパーアイドルだと絶賛していた宇津木も、演技の面に関しては何も触ふれていなかった。

「我々事務所サイドでは、この主演映画で、世間に対するすももへの評価を変えようと思った。だが稽けい古こをするにも、すももは忙いそがしすぎるため時間がない。そこで考えたのが、演技をさせるのではなく、素のままに役を演じてもらおうという計画だ」

「すももちゃん、とてもよかったですよ」

　フィルムの確かく認にんをしていた撮影監督が、カメラから顔を上げて言った。

「悲鳴を上げたり、号泣したり、やればちゃんとできるじゃない」

「すももは元暴走族なのに、怖こわがりで方向音おん痴ちだから、この計画は心配だったのよ」

　マネージャーがすももの肩に手を置き、京介と豊花に微笑ほほえみかけた。

「だから、年ねん齢れいの近いファンを一いつ緒しよにつけてみたの。正解だったわね」

「じゃあ、木こりや弓矢の男の子は……」

「彼らは役者」

　尋ねたすももに、社長が答える。スタッフの後方で、斧おのを持った男と、緑の服の男の子が、京介たちに軽く頭を下げた。

「妖精モーリー役の森もり岡おか君、なかなかいいだろう？　あの年齢で、弓道の名手でねえ。今度、うちの事務所からタレントデビューさせるんだ」

「じゃあ、私がこの間立ち聞きした、人気のあるうちに死亡させて、伝説の夭よう折せつアイドルにするって話は……」

「あの話、聞いてたのか？」

　社長は朗ほがらかに笑った。

「あれは、そういう内容のサスペンスドラマの仕事もきているっていうことさ。映画がうまくいったら、そっちの撮影も始まるぞ」

「何だ、そうだったの……」

　すももが呟つぶやき、力が抜ぬけたようにその場に座り込んだ。緊きん張ちようの糸が緩ゆるんで昔の癖くせが出てきたのか、それはいわゆる完かん璧ぺきな、ヤンキー座りだった。

「ねえねえ、今までの全てが、映画用に撮影されてたってことはさあ」

　目を輝かがやかせた豊花が、社長に顔を突つき出して言った。

「あたしたちの姿も、スクリーンに映るってことよね？　いきなり準主役で映画デビューかあ。どうしよう」

「どうもしなくていいですよ」

　撮さつ影えい監かん督とくが鋭するどく口を挟はさんだ。

「君たち兄妹の映像と音声は、全て別の役者のものに差し替かえるんですから」

「そんなあ。あんなに苦労したのにひどいじゃない。出してよ、映画に出してよ」

「今日の分のロケ弁当、後で出しますから」

　地面に膝ひざをついた豊花が、京介の脚にしがみついてさめざめと泣き始めた。

　京介は豊花を見下ろして、哀あわれな妹だと思った。悲鳴を上げたり、号泣したり、そんなことは演技でなくても、豊花は毎日やっている。それが一円にもならないのは、庶しよ民みんとスーパーアイドルとの違ちがいなのだろうと思った。

「……ねえ、煙草たばこをわけてくれない？　疲つかれちゃった……」

　ヤンキー座りのすももが、京介を見上げてだるそうな口調でそう言った。京介はライターと、煙草を箱ごと放ほうってやった。

　その時、頭上で不ふ穏おんな音が聞こえ、京介は視線を上げた。新緑を迎むかえた木の葉が、ざわめきと共に揺ゆれていた。社長の仕込んだ役者が、まだいるのだろうか。いぶかしんだ京介の前に、木の葉の間から白い人ひと影かげが飛び降りてきた。

「納なつ得とくいきませんな」

　地面に悠ゆう然ぜんと着地したのは、警備員に連行されたはずの宇津木だった。宇津木は眉み間けんに皺しわを寄せ、社長や撮影監督に向き直って、語り始めた。

「すももさんを演技派女優として売り出すのは、納得いきません。私はただ可愛かわいいだけの、台詞せりふまわしも拙つたない、そんな星屑すももが好きなのです」

「ちょっと宇津木元教官、いきなり出てきてそんなマニアックな好みを言われても……」

　言いかけた豊花を遮さえぎり、森の妖よう精せいモーリー役の森岡君までもが「ぼくも、演技が下手へたなすももちゃんが好き」と賛同した。社長が「そう言われると迷うなあ。人気者は大変だ」と嬉うれしそうに言い、スタッフ全員が笑った。

　京介はふと、すももの様子が気になって目をやった。座り込んで俯うつむいているすももから、殺気のようなものを感じた気がしたのだ。

　そしてそれは気のせいではなかった。

「てめえら笑ってるんじゃねえ」

　すももが突とつ然ぜん立ち上がり、京介が渡わたした煙草を地面に叩たたきつけた。ついさっきまで清純な雰ふん囲い気きをまとっていたはずのすももは、今や全身から、ヤクザ映画並みの迫はく力りよくを漂ただよわせていた。

「演技力がなくて悪かったな。下手なのは筋金入りなんだよ。昔から、警官に捕つかまって噓うそ泣なきしても『君、演技が下手』って言われてたんだよ」

　すももが怒ど鳴なると、スタッフが静まり返った。京介もまばたきをするのを数秒忘れたが、足あし下もとにいる豊花も、泣くのをやめて凍こおりついていた。演技が下手だと自他共に認めているということは、このすももの姿も、演技ではないのだろう。緊張の糸が完全に切れて、地が出てしまったようだ。

　沈ちん黙もくを破り、誰だれかが「テレビと全然違ちがうじゃん」と呟いた。妖精モーリー役の森岡君の声だった。すももは社長とマネージャーを突き飛ばし、森岡君の前まで歩いて行った。

「違うに決まってるだろうが。テレビなんだから」

　すももは森岡君の靴くつを踏ふんで、そう言った。森岡君の顔も歪ゆがんだが、戦隊ヒーローの絵え柄がらも歪んでいた。

「大体てめえ、新人のくせに挨あい拶さつもなしか。挨拶はしないけど、矢は放つのか」

「怖こわいよお、ママ、ママあ、早く来て」

「親なんか現場に寄こすな。金を寄こせ。それが挨拶ってもんだろうが」

「ほらほら、すもも、もうカツアゲは卒業するって約束しただろう」

　社長がすももの肩かたを叩き、苦く笑しようを浮うかべた。すももは社長の手を振ふり払はらい、言い返す。

「社長、あんたも仕事は選べよ。なんだよ、どさまわりフェアリーって」

「いいと思うんだけどな。ファンの君はどう思う？　すももの映画、観みたいだろう？」

　社長が京介を振り返り、尋たずねてきた。京介が「別に」と答えるより先に、宇津木が京介を押し退のけて、前へ出た。

「スーパーアイドルを、スクリーンで観る。そして帰りに、映画館でグッズを買う。それはとても素す晴ばらしいことですな」

「ほら、やっぱりそう思うだろう」

「ですが、演技派女優にはやはり反対です。演技などできなくても、すももさんを充じゆう分ぶん魅み力りよく的に見せる方法を、私は知っています。脚きやく本ほんと監かん督とくは私にやらせるように。関係者の皆みなさんは、どうぞお引き取り下さい」

　宇津木は背広のポケットから、小型のスプレー缶かんを取り出した。缶の表面には「生命決別・霧きり状じよう、マイナスイオン入り」と書かれていた。

　またしても、京介が止めるかどうかを考えている間に、宇津木は社長とスタッフの方へスプレー缶を向けてしまった。

　異様な色をした霧が噴ふん射しやされた。しかしほぼ同時に風が吹ふき、術薬は宇津木の顔面に吹きかかった。そして霧の一部は、すももの鼻先にも漂っていった。

「ももぴー！」

　豊花が倒たおれたすももを抱だき起こした。どす黒い顔で薄うすく目を開けたすももが、豊花を見上げて弱々しく言った。

「色々と面めん倒どうかけたな……ありのままのあたいを認めてくれて、ありがとうよ」

「ももぴー、喋しやべり方が……」

「あ、そうか、死に際ぎわだけど、ちゃんとアイドル口調に戻もどらないと……。照明さん、世界一の光を作ってね……」

「お、いい演技だぞ、すもも」

　社長が椅い子すから立ち上がり、叫さけんだ。

「映画のクライマックスで、主人公が事切れるシーンに使えるぞ。撮さつ影えい監かん督とく、カメラを回せ」

　すももの周辺で、スタッフが慌あわただしく走り出した。映画やサスペンスドラマなど撮とらなくても、このままでは本当にすももは事切れて、伝説の夭よう折せつアイドルになってしまうということに誰も気がついていないようだ。

　地面に転がっている宇津木と、泡あわを吹き始めたすももを眺ながめ、京介は治ち癒ゆ術を使うべく、玲洗樹の枝を握にぎり直す。何にせよ、スーパーアイドルは相当大変だな、と思った。
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一条京介のモノローグ

　大地の澱よどみを浄じよう化かすること。

　それが矯きよう正せい術者の職務だというのは、わかっている。自分が術者研修生だということも、まあ一応はわかっている。

　実技課題に対して研修課が下す評価は、研修生そのものに対する評価だとも言われている。

　不可。論外。謹きん慎しん。役立たず。弁べん償しよう。

　何者なんだ、おれは。

「あんたは感情がないから、毎回ひどい評価を食くらっても、ちっとも悔くやしくないでしょう」と、豊花に言われた。

　別に悔しくはないけれど、少しは感情はある。

　だから、それなりに空むなしい。

　感情なんか、全すべてなくなってしまっても構わない。半はん端ぱにあるから半端に苦しくなる。

　感覚もなくなれば、生きていくのがもう少し楽になるかもしれない。寒いとか、暑いとか、眠ねむいとか、そういったことを何も感じなければ、人生は限りなく平へい穏おんになる気がする。

　だけど、そんなふうに考えること自体、きっと意味はないんだろう。

　おれの人生なんて、どこかでそのうち、あっさりと終わりを迎むかえるかもしれないのだから。
























　十三日連続の、真夏日が続いている。

　風も空気も地面も、入道雲も蟬せみの抜ぬけ殻がらも、全てが日光の下もとで干ひからびている。毎日雨が降らなくて、毎日光化学スモッグが発生し、毎晩が熱帯夜。こんな息苦しい日ばかりが繰くり返されていると、もうすぐ地球は滅ほろびるのかもしれないと疑いたくもなる。

　世界が終われば、この毎日の補習からも解放されるだろうから、それはそれで悪くない。虹原東中学校、夏期特別補習の行なわれている教室の片かた隅すみで、一条京介はそんな末期的な思考をぼんやりとめぐらせていた。クーラーのない教室内では、黙だまってじっと椅い子すに座っているだけでも、制服のシャツの背に汗あせが流れる。

　教きよう卓たくの前では、数学の教師がハンカチで首筋を拭ふきながら、全く熱意のこもっていない口調で公式の説明をしていた。聴きいている側の態度にも熱意はなく、教室にいる十数名の生徒の多くは、配られたプリントに義理で視線をやっているだけだった。八月十日、午前十一時三十分。これから太陽は地表を更さらに照らし、頼たのんでもいないのに、年間最高気温の記録を樹立しようと励はげみ始める。

　補習の内容にも、暑さに耐たえることにも集中できず、京介は机の上に放ほうり出した両りよう肘ひじの間に額を落とした。教師が気づいて「起きろ」と注意をしてきたが、その声にもやはり熱意はなかった。

「これだけ暑いんだし、まあ、多少だらけるのは仕方ないけれど……」

　心から面めん倒どうくさそうな声で、教師は言った。

「受験会場では、やめてくれよ。一条はいつもそうやっていきなり寝ねるから、心配だよ」

　教室内に、他ほかの生徒たちの乾かわいた笑い声が響ひびく。京介は返事の代わりに、口の中で唸うなっておいた。

　補習の目的は、半年先に迫せまった高校入試対策だ。三学年の生徒で一学期の成績が特に悪かった者のみ、強制参加をさせられている。夏休みに入る直前、廊ろう下かの掲けい示じ板ばんに貼はり出された「補習出席者リスト」に、京介の名前も載のせられていた。

　京介は学業以外に、光こう流りゆう脈みやく矯きよう正せい術者研修という厄やつ介かい事ごとを担になっている。だから他の生徒に比べて勉強が不十分なのは、ある意味、仕方がない──言い訳が必要ならば、そういった理由は用意できる。だがそんな言い訳が、光流脈の知識を持たない学校側に通じるはずもない。そもそも、京介自身に言い訳をするつもりがなかった。

　出席者リストに載せられて、全校に自分の馬ば鹿かさ加減が知られようが、補習で夏休みが潰つぶれようが、どうでもよかった。どうせ術者研修以外に、することなんて何もないのだから。そんな無気力さを連れて補習に出席し、連日の暑さに体力を好きなように削けずり取られ、学力向上の兆ちよう候こうも感じられないまま、京介は日々を過ごしていた。

　教師が黒板に図形問題の解答を書き、説明を始めた。机の上へ突つっ伏ぷした姿勢に疲つかれてきて、京介が体を起こすと、隣となりから鋭するどい声が飛んできた。

「邪じや魔ま。頭を上げるな」

　隣の席に座った男子生徒が、迷めい惑わくそうに京介を睨にらんでいた。生徒は、手の中に収まる大きさの双そう眼がん鏡きようを持っていた。双眼鏡のレンズは確固たる角度で、京介の向こう側──窓から先の校庭に定められていた。

　何となくその方向に視線をやり、京介は納なつ得とくした。校庭の隅すみにテニスコートがあり、ちらちらと動く白い影かげが見えた。ボールの弾はずむ軽かろやかな音と、賑にぎやかなかけ声も聞こえる。

　京介の視力では、コートにいるのがテニス部員だろうという程度のことしかわからなかったが、双眼鏡にはもっと色々なものが映っているのだろう。暑さで脳のう味み噌そが腐くさっているのか、隣りん席せきの生徒は双眼鏡を覗のぞきながら、静かで不気味な笑い声を上げていた。

　前の席の生徒は、プリントを熱心に眺ながめるふりをして、机の下で携けい帯たい用ゲーム機のボタンを懸けん命めいに叩たたいていた。その斜ななめ前にいる生徒は、隠かくすこともなく漫まん画が雑誌を読んでいるが、ページを捲めくる速度が異常に速かった。

　人それぞれ、趣しゆ味みを持っていて結構なことだ。そんな感想を持ち、京介は頭を机の上に戻もどして深く息を吐はいた。京介の趣味、というか、時じ間かん潰つぶしによく使う方法は、居い眠ねむりだった。しかし今は、高すぎる気温と隣席からの笑い声のせいで、目を閉じても一向に安あん眠みんは訪おとずれてくれなかった。

　ふと、隣席からの笑い声が途と切ぎれた。京介が薄うす目めを開けて確かく認にんすると、椅子の上に生徒の姿はなかった。

　消えたのは姿だけではなく、机の上に散らかっていたはずのプリントや筆記用具、双眼鏡も一いつ緒しよになくなっていた。まるで、もともと隣の席には誰だれもいなかったかのような、徹てつ底ていした空白がそこには広がっていた。

　顎あごを机に載せたまま、京介はゆっくりとまばたきをした。隣の生徒が席を立ったことに、全く気がつかなかった。いつの間に荷物をまとめ、音も気配も立てずに、教室から出て行ったのだろうか。

　視線を黒板の方へ動かすと、教師は眠ねむそうな顔で説明を続けていた。教室内を見回すと、他の生徒も、自分自身の時間潰しに没ぼつ頭とうしていた。生徒が一人、終業前に教室から抜け出したにしては、少し反応がなさすぎるように思えた。

　雑誌を読んでいた生徒が、くしゃみをした。汗あせの滲にじんだ額に、京介は自分の拳こぶしを軽く打ちつけた。安眠は訪れないまでも、ぼんやりとしていたことは確かだった。生徒が立ち去る音や、教師が咎とがめる声を、聞き逃のがしたのだろうと思った。あるいは、隣席で笑う生徒の姿自体、自分だけが見た夢だったのか。あの生徒が何を見て笑っていたのか、はっきりと思い出すことができなかった。

　開け放った窓に向かって、京介は欠伸あくびをした。明日からは、補習の始まる前に睡すい眠みん薬やくでも飲もうか。そんなことを考えている時、窓の外に人が立っていることに気がついた。

　窓から数メートル離はなれた場所にある植木の側そばに、制服を着た女子生徒が佇たたずんでいた。髪かみにつけたヘアピンや、片手に抱かかえているノートパソコンらしき物体が、それぞれ日光を受けて、鈍にぶい光を放っている。日ひ陰かげにいることを考こう慮りよしても、女子生徒の肌はだの色は、病的と言えるほどにまっ白だった。幽ゆう霊れいみたいだなと、京介は漠ばく然ぜんとした印象を抱いだいた。

　女子生徒の視線は、京介の気のせいでなければ、京介に定められているようだった。表情は静かなものであったが、唇くちびるを結んで投げかけてくる視線は分ぶん析せきに迷う強さだった。

　京介が相手と目をあわせていたのは、時間にして数秒程度だった。女子生徒の方が先に視線を逸そらし、その場で方向転てん換かんをした。そして木の幹に体をぶつけるようにして、女子生徒は校庭の方へ去って行った。遠くの方で、テニス部員の声が高く響いた。
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　チャイムが鳴った。教師が「今日はここまで」と宣言するよりも先に、生徒たちは勝手に椅い子すから立ち上がり、騒さわぎながら帰り支じ度たくを始める。京介の隣席の横を、誰もが何事もなかったかのように素す通どおりして行った。

　京介は再び欠伸をした。窓の外に見えた女子生徒も、ひょっとしたら、夢か幻まぼろしなのかもしれない。自分の記き憶おくと判断に対して責任を持つことを放ほう棄きし、もう一度机に突っ伏した。




　教室を出た京介は、昇しよう降こう口ぐちで靴くつを履はき替かえ、校庭を横切って、体育館の横にあるプールへと移動した。正午間近の校庭に運動部員の人ひと影かげは既すでになく、熱気と土の匂においだけがそこら中に溢あふれている。

　プールに近づくと、敷しき地ち内からは、生徒の声が賑やかに聞こえてきた。水泳部員が練習をしている他、夏休み中は「泳げない生徒のための夏期特別水泳訓練」が開かれている。京介の双ふた子ごの妹豊花は、その特別訓練に参加をさせられていた。水泳だけでなく、実は豊花は成績の方も相当悪く、補習出席者リストにも一いつ旦たん名前を載のせられていた。補習の方は担任教師に泣き落としで挑いどみ、リストからの除外を勝ち取ったらしいが、水泳訓練の方は逃れられなかったのだ。

　荷物と靴をコンクリートの上がり口に放り投げ、京介はプールサイドに向かった。途と中ちゆう、すれ違ちがった生徒が「今日もお迎むかえ？」と苦く笑しよう混じりに声をかけてきたので、黙だまって頷うなずいておいた。

　練習はもう終わったらしく、ほとんどの生徒はプールサイドに上がって、軽い体操や、備品の後片づけをしていた。プールを取り囲むフェンスの一画に、ホワイトボードが立てかけられており、黒マジックで今日の気温と水温が記されてあった。監かん視し当番の欄らんには、「池いけ上がみ」という印字の入ったマグネットが貼はってあった。

　太陽の真下で、縦二十五メートルのプールの水面が、凄すごみを帯びた光を放っている。その中で泳いでいるのは、ただ一人。それが豊花だった。

　ビート板にしがみついた豊花は、プールの中央辺りで足をばたつかせていた。豊花の足が水を打つたびに、水すい爆ばくでも炸さく裂れつしたのかと見まごうほどの飛沫しぶきが上がる。それなのに豊花の体は一向に前へ進まず、京介にはどちらかといえば、水面下へどんどんと沈ちん没ぼつしているように見えた。

「あら、一条君。毎日ご苦労さま」

　プールサイドにいた女性体育教師が、京介に声をかけてきた。今日の監視当番でもある池上だった。

「今日も補習だったんでしょう？　ちゃんと勉強した？」

　京介が曖あい昧まいに頷くと、池上は日に焼けた頰ほおに呆あきれたような笑みを浮うかべた。

「しっかりしなさいよ、三年生なんだから。それで、志望校はどこなんだっけ？」

「一応、虹原高校」

「あそこなら、まあ、人並みの成績だったら入れるわね。受かりそう？」

「さあ」

「緊きん張ちよう感かんがないわねえ。自分の人生に自分で自信を持たないで、どうするの」

　白いＴシャツの肩かたを大げさに上下させ、池上は空を仰あおいだ。

「それにしても暑いわね」

　目め尻じりに浮いた汗を手の甲こうで拭ぬぐい、池上が言った。

「プールの水、すぐ温まってしまうの。ほとんど温水よ」

「へえ」

「一条さんの泳ぎ、少しだけれど上達したのよ」

「ああ、そう」

「ばた足で、二メートルも泳げるようになったわ」

「ふうん」

　プールの中で必死の形相をしている豊花を眺ながめ、京介は嘆たん息そくする。あれが沈しずんでいるのではなく、ばた足の練習中だということが意外だった。

　池上は夏期特別水泳訓練の提案者で、総そう監かん督とくだった。そして京介へ、毎日の訓練後、豊花をプールまで迎えに来て自宅まで連れて帰るようにと命じてきたのも、この教師だった。

　池上曰いわく、訓練が終わった後の下校中、精根尽つき果てた豊花が、通学路にある駄だ菓が子し屋やラーメン屋の店先でわざとらしく行き倒だおれるので、学校に苦情が殺さつ到とうしているらしい。一条豊花の双子の兄である京介は、迷めい惑わくをかけた店に謝り、妹を真っ直すぐ家へ向かわせる義務があるという。

「一条さん、ほら、頑がん張ばって」

　池上が手を叩たたき、プールの中へ呼びかけた。

「もう少し頑張れば、お昼よ。それにお兄さんが見てるわよ」

　更さらに池上が手を叩くと、豊花の上げる水飛沫が、先ほどの三倍くらい大きくなった。イルカかアシカの調教師みたいだと感じながら、京介は何となく言ってみた。

「随ずい分ぶん熱心だな」

「何が？」

「妹に」

「それはそうよ。私の生徒には、みんな人並みに泳げるようになってほしいもの」

「ふうん」

「一条さんだって、張り切ってるのよ。将来、温暖化が進んで地球が水みず浸びたしになっても、泳げるようになれば生きていける──私の意見に賛同してくれたわ」

「そんな思想、あいつはどうせ、すぐに飽あきる」

　池上は腕うで組ぐみを解くと、京介に向かって片方の眉まゆを上げてみせた。

「一条君、何だか浮かない顔をしているわね」

「浮かないのは、妹の方だ」

「何か悩なやみでもあるの？　先生に言ってみなさい」

「悩みなんてない。ただ、思っただけ」

「何が？」

「将来を考えたり、人並みに泳げるようになったり、人並みの成績になることに、何か意味があるのかって」

　池上はしばらくの間、京介の顔をじっと見ていたが、「一条君って、本当、少し変わってるわよねえ」と呟つぶやいた。

　豊花に目を戻もどした池上が、また叱しつ咤たを始める。プールサイドに残っていた生徒が池上に挨あい拶さつをし、更こう衣い室の方へ引き上げて行った。京介は一歩下がり、自分の足あし下もとに向かってため息をついた。

　まだ訓練が続くようなら、どこか日ひ陰かげへ移動して煙草たばこでも吸っていようか。そんなことを検討していた時、不意に水の音がやんだ。

「ああ、疲つかれた」

　京介が顔を上げると、ビート板にすがりついて浮いている豊花が、肩で息をしているところだった。

「疲れた。もう無理。これ以上、無理。もういいわ、地球が水浸しになったら、あたしは京介をビート板代わりにして生き延びるから。だから泳げなくてもいいや」

　憔しよう悴すいしきった表情で呟く豊花の声が、水の上に愚ぐ痴ちっぽく響ひびいた。

　池上が何か言い返すだろうかと予想し、京介は自分の斜ななめ前方へ目をやった。だが、ついさっきまでそこで腕組みをしていた体育教師の姿は、なくなっていた。

「あれ？　京介、いつからそこにいたの？」

　プールから上がった豊花が、京介の真横へと駆かけ寄ってきて言った。スクール水着に包まれた豊花の体は、今日も潔いさぎよいほどに厚みがない。豊花は「人間の体が水に浮くなんて信じられない」といつも言うが、京介には、ビート板のような体つきの妹が水に浮かないという事実の方が、不思議だった。

「補習はもう終わったの？」

　京介の顔を覗のぞき込み、豊花が鼻を鳴らして笑った。

「どうせあんたのことだから、今日も解答は書かないで、寝ね汗あせばっかりかいてたんだろうけどさ」

「どこに行ったんだ」

　京介が尋たずねると、豊花は目を丸くした。睫まつ毛げの先から雫しずくが滴したたり、何を聞かれているのかわからないというような表情をしていた。京介は言った。

「ここにいただろう。お前を指導していた教師が」

「何言ってるの？」

　水に濡ぬれた眉み間けんに皺しわを刻み、豊花が首を傾かしげる。

「先生なんていないわよ。あたしはずっと自主練習していたんだもの」

「自主練習？」

「ちょっと京介、大だい丈じよう夫ぶ？　日光に当たりすぎて、頭、壊こわれちゃったんじゃない？　あんたは頭の中にツンドラが広がっているようなやつだから、やっぱり暑さには人一倍弱いのかしらね」

　言葉を切った京介に、豊花は口を開けて笑った。

　頭から水泳キャップを勢いよくもぎ取ると、豊花はビート板を京介に押しつけて言った。

「これ、片づけておいて。あたしはすぐに着き替がえてくるから。あんたの頭、冷やしてあげなきゃね。冷やし中ちゆう華かを食べて帰ろうよ。あと、アイスも買ってよね」

　一方的にそう言うと、豊花はスキップに近い足取りで更衣室へ向かっていった。

　更衣室の扉とびらが開閉する短い音が鳴った。ビート板を抱かかえたまま、京介はプールサイドに視線を落とした。豊花の体から落ちた水すい滴てきの跡あとが、あっという間に蒸発して消えてなくなる。

　先生なんていない。豊花の言葉を思い返し、京介は眉を寄せる。だったら、ついさっきまで自分が会話を交かわした相手は、誰だったというのだろう。

　考えているうちに、自分の記き憶おくに自信がなくなり始めた。あの教師は、どんな服を着ていたか。男だったか、女だったか。そういえば、何の教師で、名前は何だったか。

　何も思い出せなかった。自分一人だけしかいないプールサイドを見回して、京介は呟いてみた。

「誰も、いなかったのか」

　言葉は空くう疎そな響きを残しただけだった。

　唐とう突とつに風が吹ふき、京介の手からビート板が飛ばされた。宙を数メートル舞まったビート板は、フェンスに当たって止まった。

　頭を搔かき、京介はビート板を拾いに歩き出した。補習の教室から、どうにも妙みような勘かん違ちがいばかりしている。豊花にも言われたように、本当に頭がどうかなっているのだろうかと、自分でも少し不安になる。

　完全に崩ほう壊かいする前に、夏が終わってくれればいいのだが。重くて暑苦しい息を吐はきながらビート板に手を伸のばした時、フェンスの向こうで鈍にぶい光が動いた。

　目を上げて、京介は手を止めた。フェンスの先は雑草だらけの花か壇だん。そこに生徒が一人立っていた。教室の窓の外にもいた、あの女子生徒だった。女子生徒は、あの時と同様のノートパソコンを持ち、あの時と同様の視線を京介へ投げかけていた。

「また見ていたのね」

　フェンスのすぐ手前まで歩いてくると、女子生徒が問いかけてきた。少し掠かすれ気味で、感情のわかりづらい声だった。

「どっちも見ていたわね。教室の時も、今も」

　質問の意味がわからなかったので、京介は黙だまっていた。女子生徒の表情はどこまでも静かで、顔には汗あせひとつかいていない。目ま蓋ぶたの辺りには、静脈が薄うすく透すけて見えた。

　フェンスの向こうで、女子生徒が目を細めた。日が眩まぶしいのか、黙ったままで何も答えない京介に苛いら立だったのか、女子生徒は少し早口に言った。

「まあいいわ。あなたが見ていたおかげで、不具合がわかったし」

「何のことだ」

「あなた、確か一条京介君だったわよね」

　京介の言葉を無視し、女子生徒が言った。言いながら、フェンスを軽く手の甲こうで打つ。扉をノックするような手つきだった。

「補習に呼ばれるほどの、馬ば鹿か。そうよね」

　自分の言葉が面おも白しろかったのか、女子生徒は小さく微笑ほほえんだ。声の調子に棘とげはなく、馬鹿という言葉とそれを発した相手の表情は、妙に不ふ釣つり合いだった。喧けん嘩かを売られているのかどうか判断がつかなかったので、京介はやはり黙っていた。

「それからあなた、研修の成績も悪いわよね」

　耳の後ろに髪かみの毛を流し、女子生徒がつけ加える。京介が相手の目を見返すと、女子生徒はノートパソコンを抱え直した。

「光流脈矯きよう正せい術者研修生。知ってるわよ、私も研修生だもの。課程は違ちがうけれど」

「そうか」

　同じ中学の生徒で、自分と豊花以外に光流脈使いの血を引く生徒がいたことを、京介は初めて知った。だからといって、目の前にいる女子生徒に親近感が湧わくことはなかった。会話をする必要も、これといって思いつかなかった。

「口をきくのは今日が初めてだけど、あなたって思っていた通りの人ね」

　何がおかしいのか、女子生徒はまた短く笑った。

「馬鹿で、周りに無関心で、それから友だちもいないみたい。いつも一人でいるし、授業中も寝ねてばかりいる。あなたって、何が目的で生きているの？」

「聞いてどうするんだ」

「聞かせてもらえるなら、聞いてみたいけど。でも、目的なんかないんじゃないのかな」

「わかってるなら、聞くな」

「確かく認にんしただけ。あなたは、何の価値もない人間ね」

　京介の背後で、更こう衣い室の扉が開く音がした。着替えを終えた生徒が集団で出てきたらしく、喧やかましい声が弾はじける。

　その声が遠ざかるのを待ち、京介は尋たずねた。

「何が言いたいんだ」

　女子生徒は先ほどより数秒長く笑った。

「あなたが消えたって、きっと誰だれも気がつかないだろうなってこと」

　それだけ言うと、女子生徒はこちらに背を向け、教室の窓から見た時と同じように足早に立ち去って行った。

　ビート板から水が滴したたり、京介の指先を濡ぬらした。どうにも、面と向かって侮ぶ辱じよくされたようだが、憤いきどおりは感じなかった。腹立ちよりも、不ふ審しんの方が先に立った。

　風が、無人のプールに不規則な波を刻む。フェンスが揺ゆれて、ホワイトボードが倒たおれた。

　ホワイトボードから剝はがれ落ちたマグネットが、京介の足あし下もとに転がってきた。マグネットには何の文字も記されていなかった。




　家に戻もどってから、中学の教員名めい簿ぼを探した。

　三年間学校に通っているものの、京介が教員名簿に目を通したことは、これまでに一度もない。手に取ったことがなかった故に、名簿がどこに置いてあるのか、少々迷った。目的物は、電話の横に積み上げられた出前のメニューの間に挟はさまり、窮きゆう屈くつそうにしていた。

　開く前に予想した通り、担当教科別に並んだ教師の氏名や現住所の記述といった内容は、全く面白いものではなかった。心をひかれる記述は何もなかったが、目をひかれる部分が一箇か所しよだけあった。体育教師の列に、ひとつだけ空くう欄らんがあった。ついさっきまでそこにあったはずの文字が、気まぐれを起こしてどこかへ行ってしまった。そんな感じのする、不自然な空欄だった。

　気になったので、教員名簿だけでなく、生徒の学年名簿も探し出して開いてみた。三年二組の男子生徒の欄らんに、同じように欠落した箇所があった。

　人が消えて、その痕こん跡せきも失われている。気を抜ぬくと、「消えた」という記き憶おくさえも、薄うすれてしまう。

　何が起きているというのだろう。

「京介、何をぼけっとしてるのよ」

　豊花のかん高い声が、京介の意識を現実に引き戻す。我に返った京介は、小さくため息をついた。現実に戻った途と端たん、暑さが五感を責め立ててきた。




　光流脈矯正術者研修課の、教室の中。ここも中学と変わらず、クーラーなどという気の利きいた設備はない。五分後に次の学科講義を控ひかえている現在の時刻は、午後五時前。日が傾かたむいたからといって、すぐに気温が下がるほど、今の季節は優やさしくなかった。

「あんた、昼間から、ずっとおかしいわよね。大だい丈じよう夫ぶなの？」

　京介の席に身を乗り出し、豊花が言う。京介が適当に頷うなずき返すと、豊花は頰ほおを膨ふくらませた。

「本当かなあ。今日の夕食当番、京介だったわよね。買う物、ちゃんと覚えてる？」

「多分」

「心配だなあ。ちょっと、手を出しなさいよ」

　サインペンを握にぎった豊花が、京介に手を伸のばしてくる。いやな予感がして、京介は椅い子すの上で身を引きながら言った。

「そのペン、何だよ」

「廊ろう下かに落ちてたの」

「そうじゃなくて、何を書くんだ」

「目につく場所に、買い物リストを書いてあげる。京介ってぼけっとしていない時でも、いつも二、三品、買い忘れるんだもの」

　京介は逃にげようとしたが、豊花にシャツの裾すそを摑つかまれた。豊花は嬉うれしそうな顔で、かき氷のシロップだとか、アイスだとかプリンだとか、布地の上に好きなことを書き始めた。

　幸いにして豊花の書いた文字は小さく、遠目には汚よごれと勘かん違ちがいされる程度ではあった。だがしかし、果たしてこの汚れは水洗いで落ちるのだろうか。シャツの末路を考えて、京介は肩かたを落とした。

　プールで見たマグネットから、文字は消え落ちていた。シャツから思考へ、京介は意識を戻す。消える。消す。あなたが消えたって、きっと誰も気がつかない。彼女はそう言っていた。

「なあ、豊花」

　机の上にも落書きを始めた豊花に、京介は尋ねてみた。

「プールに体育教師がいたことを、本当に覚えていないか」

「何よ、まだそんなこと言ってるの？」

　顔を上げた豊花が、鬱うつ陶とうしそうに鼻息を吐はき出す。

「何度も言ってるでしょう？　先生なんか、最初から誰だれもいなかったわよ。幻げん覚かくでも見たんじゃないの？」

「本当にか」

「本当だってば。あたしは朝からずっと、自主的に泳いでいたのよ。泳げるようになれば、地球温暖化が進んだ時に、生き延びられるって……」

　そこで豊花は黙だまり込み、自分の言葉にゆっくりと首を捻ひねった。

「……それ、誰が言った言葉だっけ……？　あれ……？　プールサイドに、やっぱり誰かいなかったっけ？」

「いたよな、やっぱり」

　豊花の反応に、京介は長く息を吐いた。繰くり返し思い返してみれば、中学の中で起きた現象は、やはり勘違いでも見み間ま違ちがいでもないと言える気がした。

「京介、何か知ってるの？」

　不可解そうに唇くちびるを尖とがらせ、豊花が説明を求めるような表情を見せる。補習の教室で起きたことから、京介は話してやった。人がいなくなり、備品や名めい簿ぼからは名前が消え、周囲の人間からは、いなくなった者に関する記憶が消えかけてしまっている。そしてそれらの件に、光流脈使いらしき一人の女子生徒が絡からんでいるかもしれない、という可能性。

　あの女子生徒。居合わせたタイミングといい、口にした台詞せりふといい、消えた二人の件は、自分の仕し業わざだとほのめかしているようなものだった。

「つまり」

　怒おこったように前まえ髪がみを揺ゆらし、豊花が椅子から立ち上がりかけた。

「その女子が術を使って人を消して、周囲の人間には記憶削さく除じよの術を施ほどこしたってこと？　そうとしか考えられないわよね」

「術かどうか、まだ確証がない。人を消す術なんて、あったか」

「言われてみれば……確かにそんな術は、聞いたことがないわね。あったらまず、京介か白玉一号で試ためしてるはずだもの」

　首を捻り、豊花が唸うなった。

「それに、記憶削除の術を使っただけなら、人の記憶を操あやつれても、名簿とかの印刷物から文字を消すことまではできないわよね……」

　豊花がまた唸り、椅子に座り直した。京介は煙草たばこが吸いたくなったが、ポケットに入っていた箱は空だった。

　空箱を持ち歩いていた自分の迂う闊かつさに、ため息をつく。そこで聞き忘れていたことを思い出し、京介は女子生徒の素す性じようを豊花に尋たずねた。豊花はあっさり、「知ってるに決まってるじゃない」と頷うなずいた。

「うちの中学にいる、術者の血を引く子よね。同じ三年でしょう」

「全然気がつかなかったな」

「京介は気がつかなかったんじゃなくて、気づくつもりがなかったんじゃないの？　全く、本当に他人に無関心なんだから……」

　京介を横目で見た後、豊花は言った。

「でもまあ、あたしもその女子と、特に仲がいいわけじゃないけどね。中学で同じクラスになったこともないし、共通の友だちもいないから。それにあっちは、あたしたちみたいな矯きよう正せい術者じゃなくて、他ほかの研修中らしいわ。課程が違えば、研修課の中で顔をあわすことも滅めつ多たにないもの」

「ふうん……」

「中学の成績も研修の実績も、結構優ゆう秀しゆうみたいよ。成績は一応首席だけれど、常識と生活態度がめちゃくちゃなどこかの誰かさんとは違って、真面目まじめで無茶はしない子って聞いてたけど……」

「誰かさんって、誰ですか？」

　京介と豊花の間に、突とつ然ぜん、女子研修生が顔を割り込ませてきた。一応首席の研修生、樋名谷瑠々だった。

「ねえねえ、瑠々」

　豊花が瑠々に向き直り、尋ねた。

「人間を一いつ瞬しゆんにして消すような術って、あるの？」

　成績は一応首席の瑠々ならば、何かわかるかもしれないと思ったのだろう。唐とう突とつにそんな質問を投げられた瑠々は、目を数度しばたたかせた。

「一瞬にして消す、ですか。そうですねえ。そういった効果を起こす専門の術は、ないと思いますけれど。習ったこともありませんし」

「そうよねえ……」

「あ、でも、攻こう撃げき呪じゆ文もんの応用で、何とかなるかもしれませんね」

　瑠々が手をひとつ打ち、思いついたのが嬉うれしかったのか、落書きだらけの机も打ってみせた。

「肉眼で確かく認にんできなくなるくらい、相手を木こっ端ぱ微み塵じんにさせるほどの威い力りよく設定をすれば、人間を消すってことにはなりますね」

「木っ端微塵かあ……。でも、そんな術を使ったら、大おお騒さわぎになるわよね」

「それはまあ、そうですね」

　のんびりと頷きながら、瑠々が答える。

「音も風圧も、ものすごいことになるでしょうから、周りも巻き込まれて、大だい惨さん事じになりかねませんねえ。試しに、今やってみましょうか？」

　豊花が「やらなくていい」と返し、また黙だまり込んだ。京介も、補習の教室やプールでの出来事を、できるだけ鮮せん明めいに思い出してみた。何か大きな術が発動する気配は、感じなかったはずだった。

　講義の開始を告げるチャイムが鳴った。教室に教官が入ってきたが、豊花は椅い子すから立ち上がり、京介に向かって強気な笑えみを見せてきた。

「ここで考えていても仕方ないわ。どういうつもりなのか、直接その子と話してくる」

「直接？」

　京介が問い返すと、豊花は大きく頷いた。

「手っ取り早くていいでしょう？　消された人も元に戻もどすように、がつんと言ってくるわ。その子の目的が何だかわからないけれど、力の悪用はよくないもの。それに……」

　教官が見ていることに気がついたのか、豊花は早口に言った。

「自分の周りでわけのわからないことが起きているのは、気持ち悪いもの。京介だって、ただでさえ毎日暑くて頭がだるいのに、気がかりなことを抱かかえこんで、これ以上不快な思いはしたくないでしょう？」

「まあ、そうだけど」

「あ、京介は来なくていいわよ」

　開いた手のひらを京介の鼻先に突つきつけ、豊花が言う。

「あんたは、他人とコミュニケーションを取るのが下手へただもんね。女の子が相手じゃ、殴なぐって口を割らせることもできないし。あたしに任せて、京介はここで講義を受けて、あたしの代わりにノートを取っていてちょうだい」

　それだけ言うと、豊花はサインペンを京介に向かって放ほうり、教室を駆かけ出していった。瑠々が「行ってらっしゃい」と言ってのんびりと手を振ふったが、豊花の姿はもう見えない。使命に燃えているというよりも、講義をサボる理由ができて嬉しくて仕方がないというようなスピードだった。取り落として床ゆかに転がったペンを拾い、京介はため息をついた。

　教きよう卓たくの前に立った教官が、京介に対し「さっさと座れ」と言った。豊花を一人で行かせてよかったのだろうかと少し考えたものの、京介は席に着いた。確かにあの、どこか気難しそうな女子生徒から話を聞き出すのは、自分などよりも豊花の方がずっと適していると思った。

　考え事をして脳を使ったせいか、急速に眠ねむ気けが襲おそってきた。机の上に上半身を投げ出し、京介は目を閉じる。

　今度はよく眠ねむれた。目が醒さめた時、眠る前に誰だれと何を話していたのか、全すべて忘れ去るほどに。




　学科講義が終しゆう了りようした後、京介は駅前にあるスーパーマーケットに寄った。夕方の店内はそこそこに混み合っており、虹原東中学の制服を着た女子生徒数名ともすれ違ちがった。

　そのうち、ある一団は京介の顔を見ると、口々に何かを囁ささやきあっていた。「不良が普ふ通つうに野菜とか買っている。気持ち悪い」などと言われているようだったが、京介は無視をした。一条家では、食事当番に当たった者が、買い物から調理、後片づけまでの全てをこなさなくてはならない。役に立たない者は、子供であろうと何だろうと、庭に埋うめろと家族会議で決められている。そんな悲しい家庭の事情が、彼女たちにわかるはずもない。

　次に食事当番が回ってくるのは、いつか。レジを待っている間、京介は指を折って、計算をしてみた。家族は、父と母と姉と自分と──。そこまで数え、京介は折られていない小指を眺ながめた。うちは四人家族なんだな、と思った。だがそれは、改めて考えることでもない気がした。

　重たい買い物袋ぶくろをふたつ提さげ、店を出た。随ずい分ぶん前に日は沈しずんだものの、西の空の片かた隅すみには、夕焼けの赤色がこびりついたように残っていた。今夜の寝ね苦ぐるしさと明日の暑さを予想し、京介はうんざりしながら歩き出す。道みち端ばたの自じ動どう販はん売ばい機きで煙草たばこを買い、一本くわえて火を点つけ、渇かわいた肺へ煙けむりを送った。

　自宅へ至る近道に、商店街を突っ切った。通りには、京介が生まれる前から営業している古い店ばかりが並んでいて、経営者のほとんどは顔見知りだった。店じまいをしていた米屋の店主が、「毎日暑いね」と挨あい拶さつをしてきた。道路に水を撒まいていた駄だ菓が子し屋のばあさんに、「子供が煙草を吸ったらいかんじゃろ」と怒ど鳴なられ、店先で仕事をサボっていたラーメン屋のアルバイト店員には、「煙草を分けて」と頼たのまれた。

　交かわす言葉は、ひと言、ふた言。商店街の出口で、平和だなと京介は呟つぶやいた。平和で静か。ただそう感じただけで、別段、嬉うれしくも楽しくもなかった。

　家に着くと、家族はまだ誰も帰っていないようだった。真っ暗な玄げん関かんや廊ろう下かに明かりを点けて歩き、台所に行く。買った物をとりあえず冷蔵庫に入れた。昨日も誰かが買い物をしたはずなのに、冷蔵庫の中はほとんど空だった。

　荷物を置こうと二階へ移動し、階段を上りきったところで、京介は足を止めた。自分の隣となりの部屋の扉とびらが、開け放たれていた。そこは空き部屋で、カーテンのない窓から、薄うすい月明かりが剝むき出しの床ゆか板いたにこぼれ落ちていた。

　部屋から滲しみ出した静せい寂じやくが、頰ほおに突き刺ささるような錯さつ覚かくを感じた。しかし他ほかの家族が帰宅してくれば、こんな静けさはすぐに破られてしまう。京介はため息をつき、部屋の扉を閉じた。

　自室の床に荷物を投げると、鞄かばんからサインペンが一本、転がり落ちてきた。身に覚えのない持ち物だった。ペンの表面には、開発術具試作品と書かれてあった。効用は、『水にも洗せん剤ざいにも何にでも消えない。これで基き本ほん円えんを記せば、術の効力が永久的に持続する』とのことだった。

　誰かが間ま違ちがえて、鞄へ入れたのだろう。ペンを部屋の隅すみへ放り、シャツのボタンに手をかける。それにしても今日も暑かったと考えつつ、服を脱ぬごうとして、京介はふと手を止めた。シャツの裾すそに黒い汚よごれがあった。

　汚れはよく見ると手書きの文字で、かき氷のシロップとか、アイスとか、プリンといった単語が、下手へたくそな筆ひつ跡せきで残されていた。油性ペンのようなもので書かれているらしく、布を指の先で擦こすってみたが、文字は薄れる気配を見せなかった。

　中学へ補習に行った時か、術者研修課か。一体どこで誰にやられたのだろう。京介は深くため息をついた。こういう悪戯いたずらや嫌いやがらせは、交友関係のある者同士でやってくれと思った。

　もしかしたら、さっきのペンが使われたのかと考え、床の上に転がっているペンに目をやった。裾に書かれた文字と見比べて、京介は眉まゆを寄せた。

　これを書いた人物を、自分は知っている。知っているはずだった。

　何かがおかしい。何かが間違っていて、そして何かが足りなかった。無意識のうちに、京介はシャツの裾を握にぎりしめていた。この家は、本当にこんなに静かでいいのだろうか。商店街も、あんなに平へい穏おんだっただろうか。隣の部屋は、いつから空き部屋だったのだろうか。何かとても大切なことを見落としている。

　捩ねじれたシャツの裾に目を落とし、京介は何度か呼吸を繰くり返した。下手くそな文字。強気に笑いながら、楽しそうに書いていた。どうして忘れてしまっていたのか。自分で自分が恐おそろしくなった。

「豊花……」

　忘れていた名前を呟き、京介は部屋から駆かけ出した。階段を駆け下り、家の外へ飛び出す。そこまで来て、京介は足を止めた。気は急せいているものの、どこに行ったら豊花が見つかるのか、全くわからなかった。豊花を一人で行かせたことを今いま更さら後こう悔かいしたが、悔くやんでも何の解決にもならなかった。

　家の前の道路を、自転車が一台、ゆっくりと走って行く。自転車が通り過ぎた向こうに、人がいた。




「また、不具合発見。なかなかうまくいかないわ」

　電柱に、中学の制服を着た生徒が寄りかかっていた。あの女子生徒だった。女子生徒は開いたノートパソコンを持ち、涼すずしげな表情で画面を見つめていた。

　電柱の上で、古い街灯が耳みみ障ざわりな音を上げて点灯した。蒸むした風が緩ゆるく額を撫なでる。渇ききった息を飲みこんでから、京介は女子生徒の前へ歩み寄った。回覧板を持って道を歩いていた近所のおばさんが、京介の斜ななめ前方で興味深そうに足を止めた。

「お前が豊花を消したのか」

「そうよ」

　京介の問いに、女子生徒はあっさりとした口調で答えた。

「あなたの妹、何だかんだってうるさく言ってくるから、消しちゃった。今度はうまくいくと思ったのに、あなた、思い出してしまったようね」

　片手をキーボードの上に添え、視線は画面に落としたまま、女子生徒が言う。

「学校で人が消えた時、あなたは違い和わ感かんを感じたでしょう。消える瞬しゆん間かんに居合わせて、対象に注意を払はらっていたような人からは、うまく記き憶おくが消えないの。でもその不具合はすぐに直したから、今度はうまくいくはずだった。存在も所有物も、周りの人間の記憶も──あなたの妹の痕こん跡せき、全部綺き麗れいに消えていたでしょう？」

「お前……」

「でも」

　女子生徒が画面の縁ふちから目を覗のぞかせ、京介のシャツの裾を見つめる。

「その術具の効果まで、計算していなかったわ。小さなことでも、何かきっかけがあると、消えた記憶が戻もどっちゃうのよね」

　視線を画面に戻し、女子生徒の指がキーボードを軽快に叩たたく。京介は、相手からノートパソコンを取り上げた。ノートパソコンは見た目よりも随ずい分ぶんと軽く、黒い画面の中では、白い文字がのんびりと点てん滅めつを続けていた。

「何をするの」

　空いた両手をスカートの横に下げ、女子生徒が京介を見上げた。

「返してくれない？」

「豊花を戻せ。今まで消したやつも戻せ」

「戻してどうするの？　あの人たちに、居続ける価値があるとは思えないけれど」

「そんなことは本人が決めることだ。他人が判断することじゃないだろう」

「私はあなたとは違ちがうの」

　女子生徒が手を伸のばし、京介からノートパソコンを取り返す。一いつ瞬しゆんだけ京介の手に触ふれた女子生徒の指は、顔色や表情とは別人のように熱かった。

「あなたは、周りの人間なんかどうだっていいと思えるかもしれないけれど、私はそんなふうに考えられない」

　片手で前まえ髪がみをかき上げ、女子生徒が言った。

「この人は私よりも優すぐれているのか劣おとっているのか、まず考えてしまう。そういう基準がないと、自分自身の価値も見失ってしまう。学校にも研修課にも、価値のない人間が山ほどいて、そんな人たちがどうしてのうのうと生きていられるのか、わからない。嫌きらいで嫌いで仕方がない人もいて、その人を完全に消さないと、気が済まないのよ」

　女子生徒は電柱に背を戻し、肩かたで息をした。ずっと京介たちを眺ながめていたおばさんは、不服そうな顔で去って行った。どうやらおばさんは、京介たちに、痴ち話わ喧げん嘩かか別れ話を期待していたようだった。

「あなたは、矯きよう正せい術者の研修生だったよね」

　上うわ目め遣づかいで京介を見つめ、女子生徒が言った。

「私は術開発の研修中なの。あなたのシャツに文字を書いたペン、あれを作ったのは私と同期の研修生よ。私が作ったのは、これ」

　女子生徒が再びキーボードの上に指を置くと、硬かたい音が夜道に響ひびいた。

「でもこれは、あのペンみたいに表には出せないわ。人を消しよう滅めつさせる効果があるものの開発なんて、教官の許可がおりないの。だからこれは、研修とは無関係に、私が勝手にやっているだけなんだけど」

「何のために」

「さっきも言ったでしょう。消したい人がいるの」

「補習の教室にいた生徒や、体育教師のことか」

　京介が尋たずねると、女子生徒は電柱から背を離はなし、ゆっくりと首を横に振ふった。

「違ちがうわ。あなたの妹や、学校であの人たちを消したのは、術具機能に不具合を見つけるための予行演習みたいなものなの」

「本番はこれからっていうことか」

「そうよ。まあ、高たか岸ぎし君……あの男子も、池上先生も、私は前からあまり、好きじゃなかったんだけど」

「そんなことで人を消すのか」

「そうだって言ってるでしょう。あなたもそうよ、一条君。ちょうどいいわ。今すぐあなたも消してあげましょうか」

　口元に小さな笑みをたたえ、女子生徒が言う。

「ここに相手の名前を入力するだけで、その人の存在は、一秒後にはこの世界から抹まつ消しようされる。一条京介っていう人間が、たった十五年でも存在していた事実を、誰だれもが完全に忘れてくれる。最初からあなたなんかいない。どこにもいなかった。それって、すごいことじゃない？」

「そうだな」

　女子生徒の目を見返し、京介は言った。

「そこまでして、お前が消したいやつって誰なんだ」

「聞いてどうするの？」

「どう止めればいいのかを、今考えてる」

「そう。頭のよくない人は、大変ね。でも、のんびりしていると危ないわよ」

　女子生徒の指がキーボードの上を動いた。

　キーを打つ音がいくつか鳴り、女子生徒は手を止めた。女子生徒は京介の顔を見て、笑みを深くした。

　羽虫が一匹ぴき、京介の顔の前へのんきに飛んできた。それを払はらおうとした時、京介は気がついた。両りよう腕うでが全く動かなかった。

「今、あなたの運動神経だけを消したの」

　女子生徒が笑い混じりに言った。

「こういう消し方もできるの。あなたには特別に、消えるというのがこんな感じだっていうのを、体験させながら消してあげるわ。逃にげようとしても、もう無理だからね」

　逃げようにも、眉まゆをひそめようにも、息を吐はこうにも、京介の体は、腕うでも足も全すべてが動かなくなっていた。体が麻ま痺ひしているという感じはなく、苦しさはない。「消した」と言われても、全く実感がなかった。自分の体が電柱にでもなってしまったかのような、奇き妙みような困こん惑わくしか感じられなかった。

「次は五感を消すわ」

　女子生徒の指が再びキーを叩たたいた。

「でも、聴ちよう覚かくだけは残しておくわね。『これで終わり』っていう合図が聞こえないと、あなたも覚かく悟ごがしにくいでしょう？」

　次の瞬しゆん間かん、京介の視界から全ての景色が消え、喉のどの渇かわきが消え、皮ひ膚ふにまとわりついていた湿しつ度どが消失した。連続してあらゆる感覚が閉とざされ、真っ暗な闇やみの中で京介は立ち尽つくしていた。正確にいえば、直立しているという感覚がもう消えているので、それはただ、闇に向かって意識があるという状態に過ぎなかった。女子生徒が言った通り、聴覚だけは残されているらしく、闇の先で風の吹ふく音がかすかに聞こえていた。

「次は、実際に肉体を消すわ。両足、胴どう体たい、両腕……」

　女子生徒の声と、軽かろやかなキーの音が届いた。まずいなと感じながらも、京介は全く別のことを考え始めていた。耳を失えば聴覚も消え、頭が消えれば意識もなくなるのだろうか。そうなれば、日ひ頃ごろの憂うれいも面倒事も、全て一いつ緒しよに消えるのだろうか。

　さっきまで感じていた困惑は、もうなくなっていた。本当に自分は消えるんだなと、京介は改めて思った。

　存在が消えることと、死ぬことはどう違うんだろう。ふと、そんな疑問が生じた。

　術具の効果が不具合なく発揮されれば、存在が消えた後、周囲の人間から京介に関する記き憶おくは全て失われる。豊花のことを忘れてしまった時のように。私物は全て消え、痕こん跡せきも消えてなくなる。

　なんだ。死んでいなくなるよりも、こっちの方が何かと都合がよさそうだと、京介は思った。死体が残らないから、葬そう式しきをしなくていい。墓もいらない。誰の記憶にも残らないのであれば、誰かが悲しむことも喜ぶこともないだろう。教室の机の上に花か瓶びんを置かれることもなく、卒業アルバムの集合写真に別べつ枠わくで載のせられることもない。

　自分のいなくなった後、いつまでも誰かに覚えていてほしいと願う者には、向かないかもしれない。だが京介にはこの「消え方」は、それほど悪くないように思えた。

　嫌きらいで嫌いで仕方がない人もいて、その人を完全に消さないと、気が済まない。不意に、女子生徒の言葉が蘇よみがえった。

　そこまで憎にくむ相手を、彼女は何故なぜ、こんな方法で消そうとしているのだろう。「予行演習」を何人もの他人で行ない、完全を求めるのは何故だろう。殺害という手段では物足りないほど、徹てつ底ていして相手の存在を抹消してやりたいのか。それとも、あるいは。

「まだ聞こえている？」

　暗くら闇やみの向こうから、女子生徒の声が聞こえた。

「これで終わりにするから、覚悟を決めてね。ああ、その前に、今まで私が消した人のことだけどね」

　誰かが近くを通り過ぎたのだろう、女子生徒の声の後ろで、人の足音が聞こえた。

「あなたが心配しなくても、元に戻もどってるわよ。高岸君と、池上先生。私、さっきも二人の名前を口にしたわよね。誰かが名前を呼ぶと、その人の存在は元に戻っちゃうの。あなたも、妹の名前を呼んでいたわよね。だから大だい丈じよう夫ぶよ」

　女子生徒のため息が聞こえた。どこかわざとらしい音のため息だった。

「でもあなたが消えた後、あなたの名前を思い出せる人は、どこにもいないでしょうね。痕跡が残らなければ、肉親だってどんなに親しい人だって、思い出すのは無理なはず。うまくいくかどうか、あなたの消しよう滅めつで試ためさせてもらうわ」

　キーが鳴った。それを最後に何も聞こえなくなり、同時に意識が遠のいていった。

　これで終わり。

　あっけないな、と京介は思った。

　あっけなく消えた自分は、どこへ行くんだろう。死んだわけではないから、天国か地じ獄ごくのような場所には行けないのかもしれない。そうなると、先にそこへ行っているはずの人に会えなくなってしまう。

　やはり消えるのは困るなと思ったが、困るなんていう感情も、もうすぐ消える。

　闇が揺ゆれて、闇が薄うすれた。

　もう聞こえないはずの聴覚が、何かの響ひびきを受け取っていた。

　誰だれかの声が聞こえて、京介は目を開いた。




「京介！」

　目を開けると、街灯に照らされた道の先から、一人の少女が駆かけ寄ってくるのが見えた。

　長い髪かみを揺らし、猛もう然ぜんと走ってくる少女は、京介以外のものを全く見ていないようだった。少女を避よけようとした自転車が、けたたましいブレーキ音を立てる。ベビーカーを押していた女性が、悲鳴を上げた。

　全てを無視し、速度を緩ゆるめずに突とつ進しんしてきた少女が、京介の前にいた女子生徒にぶつかった。女子生徒がよろけ、ノートパソコンが地面に叩たたきつけられる。少女はそれには構わず、京介に力いっぱい抱だきついてきた。

「京介、消えちゃ駄だ目め、絶対駄目！」

　相手の腕うでが体に強く巻きつけられ、京介の喉のどと鳩尾みぞおちが押し潰つぶされた。せっかく戻った意識が再び消えそうになったが、その痛みで京介はどうにか確かく認にんできた。体と感覚が元に戻っていた。

「どこから走ってきたんだ」

　京介は少女の体を押し返し、深く息を吐はいた。豊花の顔は、頭から水でも被かぶったかのように、汗あせにまみれていた。

「研修課の廊ろう下か……。あんたの声が聞こえたような気がして、気がついたら、廊下に立ってた」

　胸と鼻の穴を盛さかんに動かしながら、豊花は一息に言った。

「廊下であの子に消されたことを思い出して、それであの子のことを探し回っているうちに、お腹なかが空すいて、でもお金がなくて、とりあえず探すのは京介のお財さい布ふに変へん更こうしようって思って。それで家に戻ろうとして、そこの曲がり角まで来た時、家の前で京介の体が消えかかっているのが見えたの」

　豊花の腹が空かなければ、水泳ではなく駆け足が苦手だったら、目にした現象に大声で叫さけぶような性格でなければ、きっと自分は完全に消えていた。京介はため息をつき、息の下で豊花に礼を言った。

　足あし下もとでも小さなため息が聞こえた。女子生徒が地面に屈かがみ込み、砕くだけたノートパソコンを拾い集めていた。
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「壊こわれちゃった」

　破片を抱かかえて立ち上がると、女子生徒はひとり言のように言った。

「帰って直さないと」

「ちょっと待ちなさいよ」

　女子生徒に詰つめ寄ろうとする豊花の手を、京介は押さえた。豊花の代わりに一歩前に出て、京介は女子生徒の横顔に言う。

「お前が消したいやつって、もしかしたら……」

「術具が直ったら」

　京介の言葉を遮さえぎり、女子生徒が言った。言いながら、女子生徒は蒸むし暑い風が揺れる道へと歩き出す。

「術具が直ったら、また予行演習につきあってくれる？」

　豊花が暴れて汗の粒つぶが宙に舞まったが、京介はその手を離はなさずに、その場から動かなかった。追うつもりもなかった。

　足の裏に硬かたい感かん触しよくがあった。

　生きている目的はなかったが、それだけはわかった。




　何日連続しているのか、もはや数えるのが面めん倒どうな真夏日が続いている。

　暑かろうが寒かろうが、夏期特別補習は行なわれる。今日も教師の口調に熱意はなく、今日も隣りん席せきの生徒は双そう眼がん鏡きようを握にぎりしめて笑う。眠ねむりたいのに眠れずに、今日も一条京介は、机の上で唸うなり続ける。

　補習が終わった後は、いつもの通り、プールへ豊花を迎むかえに行く。体育教師の池上が言うには、豊花の技術はばた足からクロールへレベルアップを遂とげたらしいが、京介にはやはりその泳ぎは、沈ちん没ぼつしているようにしか見えない。

　夏休みも終わりに近づいた頃ころだった。その日、池上はプールの水を一度抜ぬき、掃そう除じをすると言った。京介はフェンスに寄りかかり、水の流れる音を聞きながら、豊花が着き替がえ終わるのを待っていた。

「ねえ、知らない？」

　背後から声が聞こえた。フェンスの向こうに、女子生徒が立っていた。手にはノートパソコンを抱えていた。

「あなたの家の前で、術具を落としたでしょう」

　京介を静かな視線で見上げ、女子生徒は言った。

「術具の破片を、全部拾い集めたつもりだったんだけど足りないのよ。見なかった？」

「知らない」

　京介が答えると、女子生徒は「そう」と低く頷うなずいた。

「困ったわ。足りない部分があると、直らないのよ」

　煙草たばこを取り出し、京介は火を点つけた。困っているのに、相手がどうして困った顔をしていないのか、不思議だった。

「もっと困ったことも起きたわ」

　煙けむりの漂ただよう先を眺ながめ、女子生徒は続けた。

「私がやっていること、教官に知られてしまったの。反省を促うながされて、研修はしばらく休まされることになったわ」

「ふうん」

「だから、術具の修理は当分先になりそう。残念だわ」

「そうだな」

　煙を長く吐はき、京介は小さく欠伸あくびをした。

「毎日こんなに暑いのに、消えずに生き続けないといけなくて、残念だろうな」

「誰だれに言ってるの？」

「実際に消されかかって、少しわかった。あの術具、よくできていた」

「褒ほめてくれているの？」

「消されても痛くないし、苦しくない。事後処理で他人に迷めい惑わくをかけることもない。当事者と周囲に気を遣つかった殺し方って気がした」

「感想、ありがとう」

「自分と他人に優やさしい自殺って気もした」

「一条君……」

「術や術具は、術者本人には効きにくい。でもお前なら、そのくらいの不具合は直せるんだろう」

「一条君。あなたは勘かん違ちがいをしているわ」

　鼻息を漏もらすようにして、女子生徒は短く笑った。

「私が消したかったのは、私の知り合いよ。その人は病気を患わずらっていて、長期にわたる集中治ち療りようをしないと治らないの」

　女子生徒は真上にある太陽を見上げ、目を細めた。

「だけど、治療している間にも、当たり前だけど、世界は回り続けて時間は過ぎる。もし死んでしまったとしても、それは同じこと。自分より劣おとった人が、自分より先に進んでしまうのは悔くやしいって、その人は言っていたわ」

「面めん倒どうそうな知り合いだな」

「ええ。とてもいやな人よ」

「だから消してやろうと思ったのか」

「ええ。そんな考え方を改めるように注意もしたんだけど、駄だ目めだった。何年も続けている考え方って、そう簡単には変わらないみたいね」

「へえ」

「周りに対して、とても無関心な人の真似まねをしようとしたけれど、やっぱりあんなふうにはなれなかったとも言っていた」

「ふうん」

「だから、どうせ回る世界から脱だつ落らくしてしまうなら、最初から自分はいなかったことにしたいって。そうなればもう、優すぐれているとか劣っているとか、そんな基準も持たずに済むわ」

「面倒そうだけど、聞いていた通りのやつだ」

「え？」

「真面目まじめで無茶はしないやつだって。自棄やけを起こしても、周りの人間の方を消そうとしなかった。一度消したやつだって、最後は元に戻もどした」

「ねえ、一条君」

　女子生徒が、フェンスを向こう側から、軽く手の甲こうで打った。いつかと同じく、ノックをするように。

「あなたは、矯きよう正せい術者の研修生だったわよね。人の負の感情は澱よどみを生じさせる……確か、そうだったわよね」

「ああ」

「他人を憎にくんで消そうとしている私のこと、止めないの？」

「自分で自分を消そうとしているやつからは、澱みは生じない」

「だから、あなたはやっぱり勘違いをしているわ」

「勘違いだとしても、止めない」

「意欲のない研修生ね。周りにおいて行かれるわよ」

「急ぎたいやつや競いたいやつは、そうすればいい」

　静かに息を吐き、女子生徒が後ろに一歩下がった。

「あなたはきっと、立派な術者にはなれないわね。馬ば鹿かで薄はく情じようだもの」

「おれもそう思う」

「でも、どんな矯正術者になるのか、少し楽しみな気もするわ」

「お前はどうするんだ」

「言ったでしょう。研修はしばらく休むわ。ちょっと理由があって、学校も休むことになるけれど、まあ、あなたになら先に行かれても、別に気にならないかもね」

　そのまま数歩後ろに下がり、本格的に踵きびすを返すと、女子生徒は去って行った。

　頭上を鳥が飛び、太陽の光が一いつ瞬しゆん、拡散された。煙草たばこをフィルターの縁ふちまで吸い、その時になって、京介は女子生徒の名前を知らなかったことに気がついた。

　京介はポケットに手を入れた。中から、小さなプラスチックの破片を取り出す。あの晩、道の上に落ちていたものだった。

　更こう衣い室の扉とびらが開き、豊花が駆かけ出してきた。昼食は冷やしたぬきうどんがいいとか何とか、大きな声で言っている。

　京介は破片を、プールの底に向かって放ほうり投げた。破片は水と共に、排はい水すい溝こうへ消えた。







　あとがき







　前巻のあとがきで、「次は長編六巻目でお会いしましょう」というようなことを書きましたが、ごめんなさい。間ま違ちがえてしまいました。短編集の二巻目を、先にお届けできることとなりました。

　今回は、ザ・スニーカー二〇〇三年一〇月号から、二〇〇四年六月号までの掲けい載さい分と、書き下ろし小説をあわせた収録という形になっております。一年近く前に掲載されたものなどもありますので、私自身、執しつ筆ぴつ時を振ふり返りながら、あとがきを書いてみたいと思います。




「マイムマイムで死の合宿！」

　変なものを飲んじゃったり吐はいちゃったりと、あまり美しくないから却きやつ下かされるかなと思いながらプロットを提出したら、あっさりＯＫをもらえて、ちょっと嬉うれしかった思い出があります。




「ホームパーティで殺人鬼！」

　二〇〇三年も終わりに近づいている時期だったせいか、意味もなく気持ちが急せいていたので、図書館でお寺の写真集とかお墓の写真集などを見て、強ごう引いんに自分を落ち着かせていました。




「湯けむり慕情で温泉地獄」

　爆ばく弾だんを使ったりと、私としてはアクション映画的な雰ふん囲い気きを目指したつもりだったのですが、雑誌には「爆破コントの様相」と書かれていました。そういう見方もあるかも、と妙みように納なつ得とくしてしまいました。




「術者の目覚めはうさぎのダンス!?」

　原げん稿こう用紙三十枚くらいの短めの話、という方向性で書いたものですが、いつもの分量より、書き上げるのに何故なぜか時間がかかってしまいました。私は幼よう稚ち園えんの頃ころ、教室の隅すみでいつも一人で本を読んだり、何か意味不明なものを書いている子供だったそうです。そのまま大人になってしまいました。




「殺人ゲームでスタァ誕生!?」

　執筆当時は冬の終わりだったので、ほのぼのとした温かい話がいいなと思って、書き始めました。この話に登場する『虹原レディース連盟』は、短編集一巻目にもちらっと出てきます。




「名前のない夏休み」

　書き下ろし分です。書いていたのは五月中で、わりと肌はだ寒ざむい日もありました。夏の気分を出すために、簾すだれや蚊か取とり線せん香こうなどを身の回りに並べたものの、まだ使い道もなくて、部屋が狭せまくなっただけでした。




　こうして書かれた小説ですが、一冊にまとめるにあたって、担当編集者の主藤さん、イラストレーターの原田たけひとさん、出版に携たずさわって頂いた全すべての方には、大変お世話になりました。ありがとうございました。

　そして読者のみなさま、ここまで読んで下さってありがとうございます。最後まで楽しんで頂けましたら、とても嬉しいです。

　それでは次こそは本当に、長編の六巻目でお会いできる日を楽しみにしております。





椎野美由貴　　







　　追つい伸しん　「バイトでウィザード」のドラマＣＤが発売中です。とても素す晴ばらしいできあがりになっておりますので、気になった方は、ぜひ聴きいてみて下さい。

　　また、これとは別に、スペシャルＣＤというものもできました。こちらでは短編集一巻目に収録された『術の効きめはウェディングベル！』という小説を、ドラマＣＤ化して頂きました。こちらも素敵な作品になっております。詳くわしい情報は、ザ・スニーカー二〇〇四年一〇月号（八月末発売）でご確かく認にん下さい。






※ドラマＣＤは二○○四年六月に発売され、二○十四年七月現在の情報になります。
















本文中に、今日の状況に照らして不当・不適切と思われる語句や表現がありますが、作品発表当時の時代的背景を鑑み、底本のままとしております。
















カバー・口絵・登場人物紹介・章扉・本文イラスト／原田たけひと

カバー・口絵・目次・登場人物紹介・章扉デザイン／元良志和（design CREST）










バイトでウィザード




術じゆつ者しやの目め覚ざめはうさぎのダンス!?








椎しい野の美み由ゆ貴き





角川スニーカー文庫





平成26年8月1日　発行





ver.002





©Miyuki SHIINO 2003, 2004





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『バイトでウィザード　術者の目覚めはうさぎのダンス!?』

平成16年8月1日　初版発行

平成18年9月5日　4版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/cover.jpg





item/image/tobira-005.jpg
.
W






item/image/tobira-004.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p033.jpg





item/image/tobira-006.jpg
nE...
RO

R
]






item/image/stick.jpg





item/image/p239.jpg





item/image/tobira-001.jpg





item/image/tobira-003.jpg





item/image/tobira-002.jpg
®AlTo d¢ WiZARD

’ \—Lll -T1TRAR!






item/image/p004-005.jpg
FRAHE

EELLTLYY
000000000
HRIEH - W7

DELHE,

Qv.l\» sp Oliva

ELa8l2 —R=T

-

VBIREICES WELs5&£5713
00 000O0OOGOOSIOS 00 000O0OGOOSOIS
® BN BREERALE HABEERTE
L4 FOTHEE # BN TR
o Ui, i 3,

=)asS >Nkt

—RETE
W5U&31D

o0 000O0OCS
RN OBRF Dk
T, CH5H5IE

BEX—S
| uerEusTs
FERNNERN NN N






item/image/p071.jpg





item/image/p150.jpg





item/image/p107.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		第一話　マイムマイムで死の合宿！



		第二話　ホームパーティで殺人鬼！



		第三話　湯けむり慕情で温泉地獄



		第四話　術者の目覚めはうさぎのダンス!?



		第五話　殺人ゲームでスタァ誕生!?



		第六話　名前のない夏休み



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/gaiji-cid07705.png
FH





item/image/p021.jpg





item/image/p141.jpg





item/image/p179.jpg





item/image/p133.jpg





item/image/p099.jpg





item/image/p136.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
Lif kT
LI

thEoBRENS

/

raxom R
r .>-i%sﬁ®
ly
%,

SEENYTLRI? (9 /0






item/image/p003.jpg
Iro de WI1ZARD

B8R

*BA

B—E vTL2MILTRNDAEE! —7
B F—LIN—=T1THEAR!—A49
$B=E BUCYBBRTRERME—87

EEE HENDEEDHIE
DEENSF I A?—123

BRE BATF—LTARIPHE!?—57
BAE BAOLVEERBL—97

HEH'E 247






item/image/kuchie-002.jpg





item/image/p126.jpg





item/image/p203.jpg





item/image/kuchie-003.jpg
asic, R ERD X
PRART I H—E).
FHROIR< ~
B0O—B=zLs. ;f):
5~h 480 :






